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この報 告 書 は,日 本 自転 車振 興会 か ら競輪 収 益 の 一 部

で あ る機 械 工 業 振 興 資 金 の補 助 を受 け て,昭 和59年 度

に 実 施 した 「産 業界 に お け る ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 調

査 等 」の一 環 と して と りま とめ た もの で あ りま す 。
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まー じ め に

わ が 国 の 産 業 界 で は,生 産 現場 に お け る効 率 化 の 段 階 か ら事 務 部 門 の効 率 化 の

段 階 へ 進 み,数 年 前 か ら新 しい情 報 処 理 形 態 を次 々 に生 み だ して い る。

パ ソ コ ンや ワ ー プ ロ ,LANな どの導 入 に よ るOA(OfficeAutomation)

の 推 進 は そ の 代 表 例 で あ る。OAは,当 初 企 業 内 のオ フ ィス業 務 の シス テ ム化 と

して 出 発 したが,や が て 企業 間 の シス テ ム と して の拡 大 が 志 向 され る よ う にな り,

企 業 間 の ネ ッ トワー ク ・シ ステ ムを発 展 拡 大 させ る原 動 力 とな った。 一 方,従 来

か ら消 費 流 通 の 分 野 で は,POSシ ス テ ム中心 とす る ネ ッ トワ ー ク化 が 進 め られ

て お り,最 近 に な って,前 述 のOAネ ッ トワ ーク と大 き く融 合 す る よ う に な って

き た。 これ は一 例 で あ り,現 在 同 様 な過 程 に よ る ネ ッ トワー ク ・シス テ ム同 志 の

接 続 が 様 々 な形 で 試 行 され て い る。

こ う して,産 業 界 全 体 と して情 報 ネ ッ トワー ク化 が 進 む なか で,イ ンタ ー オ ペ

ラ ビ リテ ィ(相 互 運 用 性)の 確 保 が 大 きな 問題 に な って きて お り,そ の一 つ の要

素 で あ る ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ルの 標 準 化 が重 要 な課 題 にな って い る。 一 口 に ビ ジ

ネ ス ・プ ロ トコル と言 って も,様 々な 局 面 を 持 って お り,そ の 標準 化 は多 方 面 に

大 きな 影 響 を及 ぼす 。 従 って,緊 急 性 は 高 い もの の,関 係各 分 野 に お け る十 分 な

検 討 を 経 た うえ で,標 準 化 を行 う必 要 が あ り,な か な か 難 しい 課題 と言 わ ね ば な

らな い。 しか しな が ら,ネ ッ トワ ー ク ・シ ステ ムの 効 率 的構 築,情 報 処 理 の 健 全

な 発 展 の た め に は,ど う して も解 決 して お か な けれ ば な らな い 課題 で あ る。

そ こで 本 調 査 研 究 で は,産 業 界 の 情報 化 動 向 を 踏 ま え な が ら,ビ ジネ ス ・プ ロ

トコル の 持 つ 様 々 な局 面 につ いて 分 析 し,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル を解 決 す るた め

に必 要 と な る検 討 項 目を 幅 広 く抽 出 し,今 後 の詳 細 な 分析 に資 す る こ と と した。

昭和60年9月
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1.産 業 界 の ネ ッ トワー ク化 と

ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル



'
`

`

、

■

一

.



1.産 業 界 の ネ ッ トワ ー ク化 と ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル

.
●

`

〆

これ か らの産 業 界 の情 報 化 とは,す なわ ち ネ ッ トワ ーク化 で あ る こ とは1ご く

当然 の こ と にな って い る。 この ネ ッ トワ ー ク化 の 進 展 と共 に大 きな 問題 と して 浮

か び 上 って きた の が,イ ン タ ー オペ ラ ビ リテ ィ(相 互 運用 性)の 問題 で あ る。 こ

の 問題 に つ いて は,昭 和58年12月 に通 商 産 業 省 機 械情 報 産 業 局 に 設 置 され た

「情報 処 理 相 互 運 用 研 究 会 」の 中で 取 り上 げ られ,次 いで この 研 究 会 を受 け る形

で 設 置 され た 「情 報 処 理 相 互 運 用 推 進 連 絡 協 議 会(通 称:イ ンタ ーオ ペ ラ ビ リテ

ィ協議 会)」 の 中 で,様 々 な確 度 か ら検 討 され,又,当 セ ンタ ー(産 業 情報 化 推

進 セ ンタ ー)が 組 織 され る前 に は,(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 に お いて,技 術 面

応 用 面 の 両 面 か ら研 究 され て きた 。 そ の 結果,今 後 の 情 報 化 の 推 進 に と って,イ

ンタ ー オペ ラ ビ リテ ィの 欠 如 が大 きな 障 害 に な る と い う指 摘 が な され た。 ビ ジネ

ス ・プ ロ トコル は,そ の 中 で,一 つ の 解 決課 題 と して取 り上 げ られ て い た 。

イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リテ ィの 問 題 は,ハ ー ド/ソ フ ト面 に限 らず 応 用面,業 務 面

等,あ らゆ る方 面 に存 在 し,こ れ か ら,紹 介 す る ビ ジ ネス ・プ ロ トコル は,そ の

一要 素 に過 ぎな い
。 ビジネ ス ・プ ロ トコル は,主 と して ネ ッ トワ ー ク に関 連 す る

問題 で あ るが,イ ンタ ーオ ペ ラ ビ リテ ィの問 題 は,ネ ッ トワ ー クだ けで はな く,

デ ー タ ベ ー ス,ホ ス ト ・コ ン ピ ュ ータ の 分野 で も存 在 す る し,身 近 な とこ ろで は

ワ ー ドプ ロセ ッサ,キ ー ボ ー ド等 に も存 在 す る 。

当 セ ンタ ー(産 業 情 報 化 推 進 セ ン タ ー)は,産 業 界 の情 報 化 推 進 の 一助 とな る

べ く(財)日 本 情 報 処 理 開 発 協 会 の 付 属機 関 と して組 織 され た ので あ る が,最 初 に

取 り組 む大 きな課 題 が ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコ ルで あ る の は以 上 の よ うな 背景 に よ る。

す な わ ち,今 後 の産 業 界 の 情報 化 と は ネ ッ トワ ー ク化 で あ り,そ こで の 大 きな 問

題 が イ ンタ ーオ ペ ラ ビ リテ ィの 欠 如 で あ り,そ の一 要 素 が ビジ ネ ス ・プ ロ トコル

と い う関連 に な る。

ビ ジ ネス ・プ ロ トコル は,イ ンタ ー オ ペ ラ ビ リテ ィの 一要 素 で しか な いが,そ

の 中 に は さ らに細 か な 多様 な 要 素 が 含 まれ て い る。 本 章 で は,ビ ジネ ス ・プ ロ ト

ー1－
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コル の 持 つ 意 味 及 び検 討 が 必要 と考 え られ る課 題 につ いて 述 べ る。 本章 の 中 で い

うネ ッ トワ ー ク とは,主 に企 業 間,業 界 間 の ネ ッ トワ ー クで あ り,そ こで処 理 さ

れ る業 務 と して,受 発 注 取 引,決 済 取 引等 を想 定 して い る。

第2章 で は,そ の 背 景 とな る産 業 界 の情 報 化動 向 を,業 界 別 に 述 べ る 。

↓
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1.1歴 史 的 背 景

「ビ ジネ ス ・プ ロ トコル 」 と い う言 葉 が,い つ頃 か ら使 わ れ るよ うに な ったの

か,そ れ は,は っき り して い な い 。 自然 発 生 的 に使 わ れ るよ うに な った と考 え る

の が 妥 当 で あ る。

ネ ッ トワー クの 設 計 で は,プ ロ トコルの 設 計 が重 要 で あ る とい う認 識 が既 に一

般 化 し,代 表 的 モ デ ル と して,OSI参 照 モ デル が あ り,標 準 化 へ 向 け て作 業 が

進 ん で い る。 このOSI参 照 モ デ ルで 示 され る プ ロ トコル の 内 容 を見 る と,そ れ

は,End-To-Endの メ ッセ ー ジの交 換 を可 能 とす るプ ロ トコル で あ る こ とが分

る。 さて,実 際 に ネ ッ トワ ーク を用 い て帳 票 デ ー タ等 の 交 換 を して 業 務 を 進 め よ

うとす る と,OSI参 照 モ デ ル で示 され る プ ロ トコル(取 り決 め)だ けで は不 十

分 な こ とが 分 る。 この事 は,実 際 に シス テ ムを 構 築 した経 験 が あれ ば 分 る こ とで

あ り,そ のOSI参 照 モ デ ル に は含 まれ な い 「プ ロ トコル 」 を,ビ ジ ネ ス ・プ ロ

トコ ル と呼 ぶ よ うに な った と思 わ れ る。

よ り具 体 的 に は,「 コ ー ド」,「 帳票 フ ォ ーマ ッ ト(メ ッセ ー ジ ・フ ォーマ ッ

ト)」 等 を指 す 。業 務 遂 行 の た め に は,単 に デ ータが 送 受 で き るだ けで は不十 分

で あ り,そ の デ ータ の意 味 が 統 一 的 に解 釈 で き る よ う にな って い な けれ ば な らな

い こ とは,ご く当然 の こ とで あ るが,あ ま りに当 然 の こ と と して,こ れ まで 見 過

され て い た 。従 来 は,ネ ッ トワ ー ク構 築 とい って も,一 企 業 内の オ ン ライ ン ・シ

ス テ ムで あ る こ とが 多 か った こ と も影 響 して い る。 あ るデ ー タ(あ る い は帳 票)

の 意 味 を統 一す る とい う こ とは,一 企 業 内 で あれ ば,単 な る社 内 規 定 で しか な い。

これ が,最 近 の 企業 間 ネ ッ トワ ー クで あ れ ば,企 業 と企 業 の 間 の 取 り決 めで あ り,

一 種 の契 約 行為 とな る。 こ こで,契 約 行 為 に 比べ て,社 内 規 定 の ほ うが 簡 単 で 容

易 等 と云 うつ も りは な い が,次 の こ とは言 え よ う。 社 内 規 定 は,一 種 に つ いて1

回 決 めれ ば こ と足 り る。 そ れ に対 して,企 業 と企 業 との 取 り決 め は,相 手がn社

あれ ば,n回 決 め な け れ ば な ら な い。 取 引先(ネ ッ トワ ー ク接 続 相 手)が,数

社 程 度 で あ れ ば,個 別 に 決 め る の も不 可 能 とは言 わ な い。 しか し,数 十 社 のオ ー

ダ ー に なれ ば,非 常 に難 か しい と言 わ な け れ ば な らな い。 そ こで,集 団 で 統 一 的

一3一
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応 用

プレゼ ンテー
シ ョン層

セ ッ シ ョ ン 層

トランス ポー ト 層

エ ン ド ・シス テ ム

ネ ッ ト ワ ー ク 層

デ ータ リンク層

物 理

エ ン ド ・シス テ ム

層

層

層

層

層

層

層

応用 プロトコル
唱ξ 〉

プ レゼ ンテ ー シ ョン ・プ ロ トコル
頃≡≡ ∋

セ ッ シ ョン ・プ ロ トコル
㎡

『 一

トラ ン ス ポ ー ト ・プ ロ トコル
唾

中継システム
〉

'ハ

ネ ッ トワ ー ク ・プ ロ トコル
∈

デ ータリンク

プ ロ トコル

唱≡ ヨ

物 理

プロトコル
頃≦ 一

一

デ ータリンク

プ ロ トコル

■∈… 一

物理

プロトコル
頃≡,

～ 物蹴
繊 体1

↓

応 用 層:ユ ーザが作成す るアプ リケ ーシ ョン ・プ ログラムと連携す るフ ァイル転

送,ジ ョブ転送,仮 想端末 等の プロ トコルやOSI管 理 プロ トコルが動

作す る。

プ レゼ ンテー

シ ョン層:応 用 層 に対 してデ ータを共通 に扱 え るよ うに抽象的な構文を提供 し,他

エ ン ド ・システムとの転送 には具体 的な構文を使用 して,異 な るデータ

表現 を使用す るエ ン ド ・システ ムと交信 で きるようにす る。

セ ッシ ョ ン 層:応 用層 か らの要求 によ り送信 権の制 御や データ ・フ ローの同期制御及 び

アクテ ィビテ ィの制御 等 によ り会話が秩序正 しく行え るよ うな機能 を提

供す る。

トランスポート層:ネ ッ トワーク層 が提供 す るサー ビスにデータ転送 上の誤 りがある場合 は

誤 り検 出 ・回復によ り誤 りをな くした り,エ ン ド ・システム間 の フロー

制得 や コネクシ ョンの多重化等 の機能を 提供す る。

ネ ットワーク層:複 数 の網を経由す る場 合,両 端 のエ ン ド ・シス テムで トランス ポー ト層

に対 して同一品質のサ ービスが提供で きるよ うに調整する機能 を持 ち,

各 種 の網 に対応す るプロ トコル(X.25パ ケ ッ トレベル等)が 動作す る。

データ リンク層:隣 接 シス テム間で データを転送す るための プロ トコル(HDLC手 順 等)

が 動作 す る。

物 理 層:物 理 的 ・電気的な制御を行 うプ ロ トコル(X.21等)が 動作す る。

`

図1-10SIの7層 モ デ ル
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に決 め る方 式 に な る こ と は,過 去 の 例 を見 て も明 らか で あ る。代 表 例 と して,全

銀 為 替 交 換 シス テ ム構 築 時 の 調 整 を あ げ る こ とが で き る。 これ とは 別 の ファーム・

バ ンキ ング に 関 す る もの で あ るが ,付 録 と して収 録 して あ る 「全 銀協 標 準 通 信 プ

ロ トコル 」 は ,全 銀 協(全 国 銀 行 協 会 連 合 会)を 舞 台 に,都 市 銀 行 各 社 が 集 り,

集 団 討 議 の結 果 決 定 した もの で あ る。 そ こで,こ の プ ロ トコル を 採 用 す る 限 り,

個 別 の取 り決 め は 必要 な い ので(実 際 は 必 ず しもそ うとは 言 え な い),作 業 が非

常 にや り易 くな る。 これ は,結 果 と して,ビ ジネ ス ・プ ロ トコルが 統 一 され た か

らで あ る 。

そ れ で,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 主 要 な問 題 は,「 いか に決 め る か 」 と い う こ

とに な る。 これ は,多 分 真 実 で あ る。 た だ こ の一 言 に含 まれ る要 素 は,多 岐 に わ

た って い る。 従 来 は,経 験 的 に,決 定 す べ き項 目を あ げて い た が,実 際 の と こ ろ

何 と何 を 決 定 す べ きか は,か な りあ い ま い で あ る。 そ の結 果,決 定 す べ き項 目 に

洩 れ が あ って シス テ ム稼 動 直 前 に大 改 造 が 発 生 した り,ネ ッ トワ ー ク に接 続 した

シ ス テ ムの 整 合性 が 悪 い こ とが,後 に な って 判 明 し,せ っか くの シ ス テ ムが充 分

な能 力 を発 揮 しな い等 と い う こ とが発 生 す る こ とに な った 。 これ らの原 因 は,「 ビ

ジネ ス ・プ ロ トコル とは何 か 」 とい う こ とが 明確 で は な いか らで あ る。

ビ ジネ ス ・プ ロ トコル が 問 題 だ とい う こ とは,机 上 で い く ら説 明 して も分 りに

くい とい う点 もあ る。最 近 この 問 題 が 重 要 視 されだ した の は,実 際 の シス テ ム を

構 築 した 現 場 の担 当者 が 膚 で 感 じた結 果 で な い か と思 わ れ る。

1.2情 報 の 授 受 に必 要 な 事 項

こ こで,情 報 の授 受 を通 信 回線 を用 い て 行 う時 に基 本 的 に必 要 な 項 目に つ い て

述 べ る。

(1)通 信 回 線 に 関す る項 目

プ ロ トコル に 関す る項 目で あ る。 従 来 か ら研究 され て い る項 目 で あ り,

OSI参 照 モ デ ル で示 され る。 この 取 り決 めが決 定 す れ ば,少 な くと も,デ

ー タ を通 信 回 線 を通 じて送 受 す る こ とが で き る。
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② フ ォ ーマ ッ トに 関 す る項 目

送受 され るデ ー タ は,送 り側 と受 け側 で 同 じ意 味 に解 釈 され な けれ ば な ら

な い 。 通 信 回線 を 経 由す る メ ッセ ー ジに は,各 種 の デ ー タが 含 まれ て い るが,

あ る メ ッセ ー ジの 中 に どの よ う な デ ータ が含 ま れ て い るか につ い て は,送 受

され な い。 人 間 の 用 い る帳 票 に は,デ ー タ毎 に項 目名 が 記 述 され て い る が,

電 子 的 帳 票 に は そ れ が な い。 そ こで,メ ッセ ー ジ毎 に,含 まれ て い る デ ー タ

項 目を あ らか じめ 決 めて お か な け れ ば な らな い。

③ コ ー ドに 関 す る項 目

電 子 的 帳 票 で は,一 般 的 に デ ー タ を コ ー ドで表 現 す る こ と が 多 い。 そ の た

め,コ ー ドにつ いて 取 り決 め て お か な け れ ば な らな い。 コー ドを用 い る理 由

は 以 下 に よ る。 人 間 の用 い る帳 票 で あ れ ば,あ るデ ータ を表 わす の に,必 要

が あ れ ば,文 章 等 に よ り説 明 的 に表 現 す る こ と もで き る。 しか し,コ ン ピュ

ー タで は
,現 在 の と ころ文 章 理 解 は不 可 能 な の で 、す べ て の デ ータ を厳 密 に

個 有 名 詞 化 して 区 別 しな けれ ば な らな い 。 か つ,一 つ の デ ータ の長 さに は著

しい制 約 が あ る た め,コ ー ド化 す るの で あ る。

(4)メ ッセ ー ジを 送 受 す る時 期 に関 す る項 目

人 間 世 界 の 場 合 で も,帳 票 を 交 換 す る時期 は,一 般 的 に 定 ま って い る。 こ

れ と同 様 に,メ ッセ ー ジを 送 受 す る時期 を取 り決 め な け れ ば な らな い。 た だ

し,人 間 は,相 対 的時 間 で 処 理 して い るが,コ ン ピュ ータ は絶 対 時 間 で処 理

を 行 う点 が 違 って い る。

⑤ そ の他 の 項 目

前 述 の項 目 は,一 般 的 に言 え る項 目で あ り,そ の他 に処 理 の 特 性 に よ って

必 要 に な って くる項 目が あ る。 例 え ば,受 発 注 取 引 に関す る もの と,情 報 提

供(市 況 情 報 提 供 システム等)に 関 す る もの で は,そ れ ぞ れ 違 った追 加 に な る

項 目が あ る と思 わ れ る。 それ らが 具 体 的 に どの よ うな項 目で あ る か は,現 在

の と こ ろ,は っき り して い な い 。
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1.3ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコ ル の体 系 化

ビジネ ス ・プ ロ トコル の 定 義 は,現 状 で は まだ 存 在 しな いが,今 後 の主 要 な検

討 課 題 で あ る こ と は まち が いな い。 現 在 我 々 は,前 項 で示 した(1)～ ⑤ の うち,(1}

を 除 く4項 目 は ビ ジネ ス ・プ ロ トコル に含 まれ る と考 えて い る。 それ は

① コ ー ド

② フ ォー マ ッ ト

③ 帳 票 デ ータ交 換 手 順

④ そ の 他

で あ る。 ④ の 内容 が は っ き り しな いた め,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル全 体 の 定 義 が で

きな い わ けで あ る。

これ まで,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル は実 際 的 な検 討 が 中心 で あ った 。 今 後,こ れ

に 学 術 的 メ ス を 入 れ,体 系 化 を図 る必 要 が あ る。 この よ うな こ とは,過 去 に もよ

くあ っ た こ とで あ る。 万 有 引力 は,ず っ と昔 か ら存 在 し,物 が 落 ち る こ とは誰 で

も知 って い た 。 いつ しか,そ れ に 「落 下 運 動 」 とい う名 前 が 付 き,そ れ を ニ ュー

トンが 学 問 的 に体 系化 した の で あ る。 そ の 結 果,物 が 落 ち る こ と と,天 体 が運 動

す る こ とが 本 質 的 に同 一 で あ る こ とが 分 り,単 な る落 下 と い う現 象 が 天 体 の運 動

まで 拡 張 され た 。

ビ ジネ ス ・プ ロ トコル で も同 一 の こ とが 言 え る。 ビジネ ス ・プ ロ トコル は,ず

っ と以 前 か ら存 在 して い た 。 但 し,ネ ッ トワ ークが 出現す る以 前 に は,こ の 現 象

が 現 れ る こ と は なか った 。 近 年,ネ ッ トワ ー ク化 が 進 展す るよ うに な って,こ の

現 象 が 顕 著 に な り,い っ しか 「ビジ ネ ス ・プ ロ トコル 」 とい う名 が っ い た。 そ し

て 今,こ れ に 学 術 的 メ スを 入 れ て,体 系 化 を 図 ろ う と して い る段 階 で あ る と い う

こ とが で き る。

現 在 言 わ れ て い る ビジ ネ ス ・プ ロ トコ ル を注 意 深 く観 察 す る と,こ れ は通 信 回

線 上 の メ ッ セ ー ジだ けで は な く,磁 気 テ ー プ等 の媒 体 によ るデ ータ 交 換 に も適 用

で き る こ とが 分 る。 そ こで こ の段 階 で,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル は ネ ッ トワー ク問

題 か ら切 り離 されて,も っと広 義 の 一 般 的情 報 交換 に お け る一要 素 と して 位 置 付
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け られ て くる こ と に な る。 これ は あ る意 味 で,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 分 析 をよ

り困 難 にす る要 素 で あ り,ま た,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル が あ らゆ る分 野 に 共 通 す

る非 常 に 大 きな 問 題 で あ る こ と も意 味 す る。

従 って,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル を体 系 化 す る際 に は,OSI参 照 モ デ ル の 第7

階 層 の細 分 化 あ る いは 拡 張 と して 位 置 付 け る ので は な く,OSI参 照 モ デ ル とは

切 り離 して,独 立 の 体 系 を 考 え る方 が 妥 当 だ と思 われ る 。検 討 に値 す るモ デル と

して,以 下 の3種 が 考 え られ て い る。

① 階 層 モ デル

OSI参 照 モデ ル と同 様 に,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル に も階層 が あ る とす

る考 え 方 で あ る。 少 な くと も3階 層 あ る と考 え られ て い る。(図1-2参 照)。

② 取 引別 モ デ ル

取 引の 種 類 毎 に モ デ ルが 存 在 す る と い う考 え方 で あ る。 例 え ば,受 発 注

取 引,決 済 取 引等 の別 に,そ れ ぞ れ 別 個 の モ デ ル が あ る とす る考 え方 で あ

る(図1-3参 照)。

③ 業 務 別 モ デ ル

業 種 ・業 体 に よ り別 個 の モ デ ル が 存 在 す る と い う考 え 方 で あ る。 例 え ば,

消費 側 で の 流通,生 産 側 で の 流 通,金 融 関 係 等 の 別 に,そ れ ぞ れ 別 個 の モ

デ ル が 設 定 で き る とい う考 え方 で あ る。(図1-4参 照)

以 上 の どの モ デ ル が妥 当 で あ るか,も っと別 の モ デ ルが 存 在 す るの か につ いて

は,今 後 検 討 す る こ とに な る。

コ ー ド 層

フ ォ ー マ ッ ト層

取 引 層一 一
伝達手段

図1-2階 層 モ デ ル例
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L__________」

フ

ァ
イ

ル
単
位

フ ァ イ ル ・ヘ ッダ ー

伝

票

単

位

伝 票ヘッダー

伝票ヘ ッダー ・オプション

伝票明細行

伝票明細行 ・オプション

オ プ シ ョ ン

オ プ シ ョ ン

オ プ シ ョ ン

1・ ・イ ル ・へ ・ダ ー

発 注 明細 ヘ ッダ ー

発 注 明 細 ヘッダー ・オプ ション

発注明細
オ プ シ ョン

フ ァイル ・ヘ ッダ ー

プ リン ト ・イ メ ー ジ1

…

プ リ ン ト ・イメ ージn

「 一 一 ー ー ー ー ー ー ー 一 「

1制 御電文(終 了)l
L___一 一_______」

図1-3取 引 別 モ デル 例(発 注(受 注))

ユ ー ザ ー

(製 品 組 立 、<

メー カ ー)

発 注

商 社
発 注

メ ー カ ー

(原 材 料,

部 品 供 給)

〉

代金請求
〉

一

■

代金支払

納 品

ハ

納品受領書
一

請求書

〉

入 金

図1-4業 務 別 モ デ ル 例(生 産 側 流通)
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さて,こ の よ うな モ デル 化 が どの よ うな 効 果 を もた らす か につ いて 触 れ て お く。

ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ルが モ デル 化 され て いれ ば,あ る ビ ジネ ス ・プ ロ トコル を表

現 す る時 に,そ の モ デ ル に従 って 記 述 す る こ とに よ り,よ り具 体 的 に表 現 す る こ

とが で き,2つ 以 上 の ビ ジネ ス ・プ ロ トコル を 比較 す る とき で も,そ の相 違 点 が

は っ き りす る。 一 般 的 に は,こ の よ うな利 点 が あ る。

具 体 例 を示 そ う。A社 とB社 が通 信 回線 に よ る接 続 を行 う とす る。 この 場 合,

A社,B社 共 に個 有 の ビジネ ス ・プ ロ トコル を 持 って い る。 な ぜ な ら,両 社 と も

た った1人 の会 社 で な い か ぎ り,何 らか の 社 内 コ ミュ ニケ ー シ ョ ンが 存 在 し,そ

れ が あ る限 り ビジネ ス ・プ ロ トコル が 存 在 す るか らで あ る。 そ こまで 理 屈 を つ け

な くて も,A,B両 社共 に帳 票 を 用 いて い る筈 で あ り,従 って,個 有 の ビジネス・

プ ロ トコル が存 在 す る。 そ こで 両 社 の ビ ジネ ス ・プ ロ トコル を モ デ ル に沿 って 表

現 し比 較 す れ ば,相 違 点 が 明 らか に な り,調 整 も能 率 的 に な る 。 ど の よ うな方 法

に よ る に して も,A社 ・B社 共 通 の ビ ジネ ス ・プ ロ トコル を設 定 しな けれ ば,両

社 の接 続 は不 可 能 で あ る の で,こ の場 合 の モ デ ル の存 在 は大 き い と い うこ とが で

き る。

4

`

1.4ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル の側 面

ビジ ネ ス ・プ ロ トコル は,様 々 な 分 野 と関 連 して い る。 ま と め て示 せ ば,次 の

よ うな 分 野 と関 連 して い る。

① ハ ー ド/ソ フ ト等 の コ ン ピ ュ ータ ・テ ク ノ ロ ジ ー

② 業 務 面

③ セ キ ュ リテ ィ面

④ そ の他

以下 に,そ れ ぞれ の項 目に っ い て,ど の よ うな 関 連 が あ るの か を述 べ る。

(1)ハ ー ド/ソ フ ト等 の コ ン ピ ュー タ ・テ ク ノ ロジ ー

ビジ ネ ス ・プ ロ トコル は,OSIの 参 照 モ デ ル とは独 立 で あ る と先 に述 べ

たが,手 段 と して 通 信 回 線 を使 う以 上,相 互 に 関連 を持 つ こ とは 明確 で あ る。
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もち ろ ん,手 段 と して は通 信 回線 だ けで は な く,磁 気 テ ー プ ・フ ロ ッ ピー な

どの バ ッチ媒 体 も含 ま れ る。 さ らに,ビ ジ ネス ・プ ロ トコル は,コ ン ピ ュー

タ に よ って 処 理 され るの で,結 局,コ ン ピュ ー タ ・テク ノ ロ ジ ー全 体 と深 い

つ な が りが あ る 。

そ の つ な が り とは,各 種 の制 約 条 件 で あ る。 実 現 不可 能 な ビ ジネ ス ・プ ロ

トコル は無 意 味 で あ り,そ の 実現 性 を判 定 す る要 素 の 一つ が コ ン ピ ュー タ ・

テ ク ノ ロ ジ ーで あ る。 量 と速 度 と質 の3種 が存 在 し,近 年 そ の制 約 条 件 が 急

速 に 改 善 され つ つ あ る こ とは よ く知 られ て い る。

② 業 務 面

ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル とは業務 そ の もの で あ る とい う極 論 は と もか くと し

て,そ の つ な が りは 極 めて 強 い。 コ ン ピュ ー タ ・テ ク ノ ロ ジー が,ビ ジネス ・

プ ロ トコル の制 約 条 件 で あれ ば,業 務 は,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の仕 様 を 決

定 す る境 界 条 件 で あ る。

ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル と業 務 とは,そ の 境 界 を 定 め るの が 難 しい とい う関

連 もあ る。 帳 票 の 交 換 手順 と い うの は,本 来 業 務 処 理 の 一 部 と考 え る こ と も

可 能 で あ り,一 方,業 務 とい う もの を よ り本 質 的 な もの と定 義 して,「 もの

を 買 う」 と い う意 志 決 定 行 為 の み が 業 務 だ とす れ ば,帳 票 交 換 手 順 は単 な る

手 段 に過 ぎな い こ と に な り,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル に含 ま れ る こ と にな る。

こ の よ うに,そ の 境 界 の決 定 に は問 題 が 多 いが,自 動 受 発 注 シ ス テ ム等 を見

る と,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコルの 範 囲 が 確 実 に増 加 して い る と言 え よ う。

③ セ キ ュ リテ ィ面

セ キ ュ リテ ィと は,お よ そ この 世 の 中で 最 も説 明 しに くい言 葉 で あ るが,

これ と ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル と は,密 接 な関 係 が あ る。 こ こで,こ の 項 に お

け る セ キ ュ リテ ィにつ い て定 義 して お く。 こ こで 言 うセ キ ュ リテ ィと は,「防

衛 」で あ る。 我 々 は,取 引 をす る時 に書 類(証 拠)を 交 換 す るが,こ の理 由

を考 え て 見 た い。 書 類 の 中 に は,法 律 や 制 度 に基 づ く もの も存 在 す るが,大

部 分 は 自 己防衛 の ため に 交換 す る。 従 って,書 類 の な い取 引 も存 在 す る。 例

一11一



え ば,契 約 書 は 相 手 に約 束 を 守 らせ る(自 分 が損 を しな い)た め に存 在 す る

し,領 収 書 は,代 金 を2重 取 り され な い ため に存 在 す る。

さて,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル と の関 連 で あ るが,次 の よ う に な る。 ここで

「物 を 買 い た い 」 と い う意 志 を 伝 え る時 の ビジ ネ ス ・プ ロ トコル と,「 約 束

した 」 とい う確 認 を伝 え る ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル に分 けて 考 え る。前 者 に は,

セキ ュ リテ ィの要 素 が ほ とん ど な い が,後 者 は,防 衛 の た め の セ キ ュ リテ ィ

その もの で あ る。 しか しな が ら,実 際 の受 発 注 シ ス テ ム で は,こ れ らが セ ッ

トに な った ビジネ ス ・プ ロ トコル が 設 定 され て い る た め,セ キ ュ リテ ィ面 と

の 関 連 が 分 りに く くな って い る 。 この 辺 りの 分析 は,今 後 の 大 き な課 題 に な

る こ とが予 想 され る。

(4)そ の他

ビジ ネ ス ・プ ロ トコル に 関 連 す る項 目 は,以 上の 他 に も多 数 存 在 す る と考

え られ るが,そ の 中 の代 表 は 「人 間 」で あ る。 身 近 な例 で は コ ー ドが あ る。

コ ー ドは コ ン ピュ ー タの 内 部処 理 で使 わ れ るの と 同時 に,通 常 の 人 間 の処 理

(手 作 業)で も使 わ れ る。 コ ー ドを管 理(コ ー ドの 決 定,保 守 等)す るの は,

本 質 的 に人 間 で あ る。 こ の こ とが,コ ー ドの設 計 を難 か しい作 業 に して い る。

メ ッセ ー ジの 交 換 手 順 に して も,個 々の 取 引 に お け る処 理 が 自動 化 された

と して も,全 体 の 運 用 は 人 間 が 管 理 す る こと に な る。 も っ と も この よ うに考

え るな らば,シ ス テ ム全 体 の 運 用 も ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の範 囲 に入 れ た く

な って くる。 この辺 りの 検 討 も今 後 重 要 とな ろ う。

`

1.5標 準 化

標 準 化 に は2つ の考 え 方 が あ る。 工 業 製 品(特 に 部 品)等 の 厳 密 な標 準 化 と緩

い標 準 化 で あ る。 こ こで 問 題 に して い る ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の範 囲 で考 え て見

る と,従 来 は ゆ る い標 準 化 で あ った と言 え る 。手 作 業 に お け る帳 票類 で も従 来 か

ら緩 い標 準 化 が実 施 され て い た 。 その 結 果,契 約 書 で あ れ ば どれ で も同 じよ うな

体 裁 を して いた。他 の帳 票で も同 じこ とが 言 え る 。 この よ うな 条 件 に,人 間 の 持 つ
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偉 大 な コ ンバ ー ジ ョ ン能 力 が加 わ って,手 作 業 が 大 き な 問題 もな く行 わ れて い た

と考 え て よ い。

シ ステ ム化 に よ って,こ の 状 況 が にわ か に変 化 し始 め た 。 人 間 に比 べ て コ ン ピ

ュー タ は コ ンバ ー ジ ョン能 力 に劣 るの で,従 来 よ り厳 密 な標 準 化 が 必 要 にな って

き た。 しか し肝 心 の 人 間 の 方 の頭 の切 り換 え が 遅 れ て(す るべ き で な い とい う見

方 もあ る),混 乱 して い る とい う考 え方 も可 能 で あ る。

は っ き り して い る こ と は,情 報 の授 受 を行 うた め に は,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル

を揃 え る必 要 が あ る ことで あ る。 そ こで,ど の よ うに揃 え るか が 問題 に な って い

る。 揃 え る方 法 は い くつ か あ る。 それ は,

① 取 引 は本 質 的 に2者 間 で 行 われ るの で そ の2者 間 で 揃 え る。

②1件 の取 引 は2者 間 で あ る が,取 引全 体 か ら見 れ ば,n者 間 の取 引 に な る

ので,全 体 で 揃 え る。 す な わ ち,標 準 化 す る。

③ す べ て,コ ンバ ー ジ ョンで 対処 す る。

等 で あ る。 ① は従 来 か ら実 施 され て い る方 法 で あ るが,取 引 先 の増 加 と共 に,行

詰 ま り を見せ て い る。② は,金 融 業 等 で 実 施 され て い る方 法 で,か な りの 成果 を

あ げて い る。 最 近 で はPOS等 の 消費 者 に 直結 して い る流 通 業 で も実施 され て お

り,や は り大 き な成 果 を あ げ て い る。③ を単 独 で 実現 す るの は,現 在 の コン ピュ

ー タ ・テ ク ノ ロ ジ ーで は困 難 な の で ,① と組 み 合 わ せ て 実 施 され て い るが,こ れ

も取 引 先 が増 加 ず る と,だ ん だん 難 し くな って くる こ とが 予 想 され る。

結 果 的 に,② へ 向 って 進 む 以 外 に道 は な いの で あ る が(総 論 で 賛 成 者 が 多 い),

ど うい う手 川貢で,ど うい う方 向 へ進 む か とい う と ころ で,大 ぎな 問 題 が発 生 して

い る。 そ の問 題 点 が ど こ に あ るの か と い う点 に つ い て は,各 方 面 で 報 告 され て い

るの で,こ こで は これ以 上触 れ な い こ と にす る。

1.6現 実 の ビ ジネ ス ・プ ロ トコル

ビジ ネス ・プ ロ トコル の 分 析 は始 ま った ば か りで あ るが,一 方 これ とは 無 関 係

に産 業 界 の 情 報 化 は進 む 。 第2章 で示 す よ うに,各 企業 と も 自社 内 の オ ン ラ イ ン
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化 の段 階 か ら,企 業 間 の ネ ッ トワ ー ク化 の段 階 へ と進 み っ っ あ る。 これ を業界 レ

ベ ルで 見 渡 す と ,今 度 は,ネ ッ トワ ー ク化 の著 しい業 界 とそ うで な い業 界 とに 分

れ て くる。

ネ ッ トワ ー ク化 の著 しい業 界 で は,当 然 の よ うに,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 標

準 化 な い しは コ ンバ ー ジ ョンが 実施 され て お り,そ うで な い業 界 は 手 がつ け られ

て い な い。 第1の 問題 は この よ うな 進 捗状 況 の違 い が,将 来 ど の よ うな問 題 を も

た らす か で あ る。

ま た,現 在 の ネ ッ トワー ク 化 が ブ ロ ック別 に行 わ れ て お り,標 準 化等 もブ ロ ッ

ク別 に行 われ て い る こ とが,将 来 に どの よ うな影 響 を及 ぼす か 注 目 され て い る。

これ が第2の 問 題 で あ る。 ブ ロ ック と言 って も様 々 な形 態 が あ り,親 会 社 と系 列

企 業 に よ る企 業 グル ー プ型,系 列 企業 で は な いが 協 力 企 業 に よ る共 同 グル ープ型,

業 界 単 位 の 業 界 グル ー プ型 及 び あ る手 続 きを 中心 とす る グル ー プ等 で あ る。 現 在

起 き て い る問 題 は,複 数 の ブ ロ ック に属 さな けれ ば な らな い企 業 で は,複 数 の 標

準 プ ロ トコル を処 理 す る 必 要 が あ り,シ ステ ムが複 雑 に な った り,端 末 が複 数 台

必要 に な り,効 率 を悪 化 させ て い る こ とで あ る。

今後,こ れ らの 問 題 が どの よ うに拡 大 して 行 くの か,あ る い は解 決 して しま う

の か,現 段 階 で は予 測 困 難 で あ る。 しか しな が ら,将 来 へ の 悪 影 響 を早 く具体 的

に 明 らか に し,必 要 な対 策 を 立 て る必 要 が あ る こ とだ け は確 か で あ る。 その た め

に も,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル そ の もの の分 析 を 早 急 に行 い,将 来 の方 向性 を 探 る

一 つ の 材料 と して用 い て 行 く必 要 が あ ると考 え る。

尚,参 考 と して巻 末 に,現 在 の代 表 的 ビ ジネ ス ・プ ロ トコル2種 を 掲載 した。

1.7ま と め

以 上,長 々 と ビジ ネ ス ・プ ロ トコル に つ い て述 べ て きた が,本 章 を 終 るに 当 た

り,も う一 度 そ の 要 点 に っ い て 述 べ る。

(1)ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 体 系 化

ビ ジネ ス ・プ ロ トコル は,あ る現 象 に対 して,自 然 発 生 的 に付 け られ た 名
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前 で あ る。 そ の現 象 とは,デ ータ の授 受 を行 う際 に,従 来 か らあ る通 信 回線

に関 す る取 り決 め以 外 に,取 り決 め な けれ ば な らな い項 目が あ る こ とで あ り,

具 体 的 に は,コ ー ド,帳 票 フ ォー マ ッ ト等 で あ る。

従 って,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の厳 密 な意 味 で の 統 一 的 解 釈 及 び体 系 等 は

ま だ 存 在 せ ず,早 急 に 整備 す る必 要 が あ る。 なぜ,こ の よ う な作 業 が 必 要 か

と言 う と,一 つ は ビ ジネ ス ・プ ロ トコルの 内容 を具体 的 に(明 確 に)記 述 す

るた め で あ り,も う一 つ は,2つ 以 上の ビジ ネ ス ・プ ロ トコ ルの 比 較(相 違

点等 を は っ き りさせ る こ と)を 容 易 に行 うため で あ る。

(2)ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコルの モ デ ル

体 系 化 を 行 うた め に,ビ ジネ ス ・プ ロ トコルの モデ ル が 必 要 で あ る。 こ の

モ デ ル を考 え る際 に,次 の よ うな前 提 条 件 を 設 け る方 が よ い と思 わ れ る。 第

一 に
,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル は,OSI参 照 モデ ル で示 され る プ ロ トコ ル と

は別 個 に存 在 す る。第 二 に,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル は,通 信 回 線 系 だ け に適

用 さ れ るの で は な く,磁 気 テ ー プ,フ ロ ッ ピー等 のバ ッチ 媒 体 に 対 して も,

そ れが 情 報 交 換 の 手段 と して 用 い られ るな らば 適 用 され る こ とで あ る。

具 体 的 モ デ ル と して,次 の3種 が 考 え られ る。

① 階 層 モ デ ル

OSI参 照 モ デ ル の よ うな 階 層 モデ ル で あ り,少 な くと も3階 層 は あ る

と考 え られ る 。

② 取 引別 モ デ ル

受 発 注,決 済 等 の 取 引別 に 設 定 す るモ デ ル で あ る。

③ 業 務 別 モ デ ル

業 務(例 え ば カ ー ド処 理 等)別 に そ の 業 務 に 関連 の あ る取 引 を含 め て 表

わ す モ デ ルで あ る。

どの モ デル が 妥 当で あ るか,あ る いは も っ と別 の モ デ ル が存 在 す るか 等 に

つ いて 今 後 検 討 す る必 要 が あ る。
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③ ビ ジネ ス ・プ ロ トコル に 関 連 す る事 項

ビ ジネ ス ・プ ロ トコル は 多 方 面 と関 連 し,互 い に影 響 し合 って い る。 非 常

に関係 が 深 い の は,

① コ ン ピ ュ ー タ ・テ ク ノ ロ ジー

② 業 務 面

の2者 で あ り,① は,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル に 制 約条 件 を設 定 し,② は,ビ

ジネ ス ・プ ロ トコル に対 す る要 求 仕様 を 設 定 す る。 そ こ で,ビ ジネ ス ・プ ロ

トコル は,①,② の接 着 材 と も考 え られ る。

そ の次 に関 係 が 深 いの は,セ キ ュ リテ ィで あ り,こ の こ と は ビジネ ス ・プ

ロ トコルが,専 ら対 外 取 引の 道 具 と して 用 い られ る こ とを 考 えれ ば,納 得 の

行 くと こ ろで あ る。 但 し,セ キ ュ リテ ィ面 で の 関 係 や 問 題 は,現 段 階 で は は

っき り して いな い 。 今後 の検 討 課 題 と も考 え られ る。

その 他 に,人 間 との 関係 が あ る。 帳 票 とか コ ー ドは,直 接 人 間 が見 る対 象

に な る こ とが あ り,人 間 との 関 係 は結 構 あ る 。 もち ろん 帳 票 や コ ー ドを管 理

す るの は 人 間 で あ り,そ の意 味 で も人 間 との 関 係 は 重視 しな けれ ば な らな い。

さて,以 上 述 べ た ビ ジネ ス ・プ ロ トコル に 関 連 す る項 目 は,大 阪 城 の 外 堀

の よ うな役 割 を して い る。 そ して 産業 界 の 情 報 化 の 進 展 は,こ の堀 を 少 しつ

つ 埋 め て きて お り,ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル の 自 由度 を着 実 に 制 限 して きて い

る。 そ こで,何 らか の対 策 が 必 要 にな って くる わ け で あ る。

(4)標 準 化

結 論 的 に は,い ず れ ビ ジネ ス ・プ ロ トコル は 標 準 化 され る こ と にな る。 た

だ し,い っ 頃 どの よ うな 内容 で 標 準化 され るか は,現 段 階 で は不 明で あ る。

例 え ば,現 段 階 で 標 準 案 な る もの を提 案 した と こ ろで,そ れ が受 け入 れ ら

れ るで あ ろ うか 。 ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 統 一 的 解 釈 とか モ デ ル が不 明確 な

た め,そ の 標 準 案 が す ぐれ て い た と して も迫 力 あ る説 明 は 困 難 で あろ う し,

万人 を納 得 させ る こ と もで き な いで あ ろ う。 そ の前 に,モ デ ル不 在 の状 態 で,

す ぐれ た ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル を設 計 で き る か そ れ こそ 疑 問 で あ る。 そ こで,
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体 系 化,モ デル 化 と い うよ うな 基 礎 的研 究 が重 要 にな って くる。

体 系 化,モ デル 化 の た め に は,現 在 の 状 況 を適 確 に把 握 す る必 要 が あ る。

今 後,可 能 な と こ ろか ら作 業 を行 い,着 実 に 問題 の解 決 を 図 って 行 く必 要 が

あ る。

'
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2.各 業 界 に お け る シ ス テ ム化 状 況

本 章 で は,各 業界 に お け る シ ステ ム化 ・ネ ッ トワ ー ク化状 況 に つ いて 述 べ る 。

本 章 で は,以 下 に 示す5業 界 に つ いて,業 界 の特 性,シ ステ ム化(ネ ッ トワ ー ク

化)を 実 施 す るに 至 った背 景 及 び 今 後 の 課 題 等 につ いて ま とめ た 。

① 生 命保 険 業界

② 化 学 工 業 界

③ 不 動 産 業 界

④ 通 話 販 売 業 界

⑤ 鉄 鋼 業 界

業 界 に よ って,シ ス テ ム化 の 進行 状 況,シ ス テ ム化 の観 点 な どが,か な り違 っ

て お り,業 界 特 性 の シス テ ムに 及 ぼ す 影 響 の 大 き さが読 み取 れ る と思 う。 こ こで

紹 介 す る業 界 は,産 業 界 全 体 か ら見 れ ば,ご く僅 か の 業 界 で あ り,こ れ らの情 報

か ら産 業 界 の 情報 化 を判 断 す る こ と は難 か しい 。今 後 も,各 業 界 の 実 態 を 引 き続

き調 査 す る こ とが 必 要 で,大 きな 課 題 で あ る。 この よ うな 前 置 きを した 上で,本

章 の結 果 か ら産 業 界 の 情 報 化 動 向 を総 括す れ ば,次 の よ うに言 う こ とが で き る。

す な わ ち,産 業 界 全 体 と して み れ ば,各 個 別 企 業 に お け る シス テ ム化 が 一段 落

し,今 正 に,ネ ッ トワ ー ク化 へ の 入 口を 入 った と ころ で あ る と い う こ とに な る。

従 って,イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リテ ィーの 欠 如 が もた らす ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 問

題 も,全 体 か ら見 れば 小 さい と い う こ とで あ る。 いっ 頃,そ れ が 大 きな 問題 に 発

展 す る か,そ れを予 測 す るこ とは難 か しいが,い つ れ 大 きな 問 題 に な る こ とは 明 ら

か だ と思 わ れ る。 従 って,常 に産 業 界 の動 向 を把 握 して お く こと は,き わ め て 重

要 な事 と言 え よ う。

尚,産 業 界 の 情 報 化 動 向 につ いて は,「 産 業 界 に お け る情 報 処 理 の 相 互 運 用 性

を め ぐる課 題(昭 和60年3月,財 団 法 人 日本 情報 処 理 開 発 協 会)」 の 中 に も紹

介 され て い る ので,参 照 され た い 。
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2.1生 命 保 険 業界 に お け る シス テ ム 化 戦 略

2.1.1は じ め に

日本 人 の 「保 険好 き」 に つ い ては よ くい わ れ る と ころで あ る。 そ れ は世 帯 加 入

率91.3%(生 命 保 険 文 化 セ ン タ ーの調 査 に よ る)と い う数 字 か ら も うか が う こ

と もで きる。(図2-1.1参 照)
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図2-1.1世 帯 加 入 率

生 命 保 険 の保 有 契 約 高 も800兆 円(国 民 所 得 の3,4倍)を 超 え,日 本 は い ま

や名 実 と もに世 界 有 数 の,生 命 保 険 の普 及 した 国 に成 長 した。

一 方で 生 命 保 険 事 業 を取 り巻 く環 境 は ,高 齢 化,金 融 自由化,高 度 情報 化,国
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際化 が 進 み,め ま ぐる し く変 動 して い る。

また顧 客 の ニ ーズ も従来 の 「死 亡 保 障 」 一点 張 りか ら,「 貯 蓄 」,「 医 療,老

後 生 活 資 金 」 へ と多 様化 して い る傾 向 に あ り,業 界 と して もその 役 割 を広 範,長

期 的 な 視 野 に立 って 見直 す べ き時期 に立 ち至 っ て い る。

こ こで は,そ の 中 か ら,コ ンピ ュー タを媒 介 と して どの よ うな対 応 を とる べ き

か,業 界 の コ ンピ ュ ータ化 の 現 状 と将来 へ の 展 望 を ふ まえ なが ら考 え て み た い。

2.1.2生 命 保 険 業 界 の シス テム 化 の 現 状 と新 しい波

生 命 保 険 業 界 の コ ンピ ュ ー タ導 入 の 歴 史 は古 い。 生命 保 険 は,事 務 の 特 性 と し

て大 量 の 契 約 を長 期 間 に わ た って1件 ご とに維 持 管理 す る こ とが 要 請 され る。 こ

の た め,も と も と計 算 機 や 分類 機 な どの 事 務 機 器 を 利 用 して い た経 緯 が あ った 。

昭 和30年 代 に 入 って契 約 件 数 の 大 幅 な 増 加 に よ っ て各 社 と も続 々 と大 型 コ ンピ

ュ ー タの 導 入 を 開始 した。 そ して,40年 代 に は個 人 保 険 の 全国 オ ン ライ ンが 開

始 され,第1次 オ ン ラ イ ンの幕 明 け と な った 。 その 後適 用業 務 も企業 保 険,財 務,

営 業 支 援 と広 範 囲 に わ た っ てオ ン ライ ン化 が 進 め られ,昭 和50年 代 半 ば に は総

合 オ ン ライ ンシス テ ムが 完 成 し,第2次 オ ン ライ ン化 時代 を築 いて い る。

これ らの シ ス テ ム は,内 部 事 務 の合 理 化 を 中心 と したオ ン ラ イ ン シス テ ムで あ

り,大 量 の デ ー タ を迅 速 か つ 正 確 に処 理 す るた め の事 務 系 シ ス テ ム を 基 本 に,契

約 単 位 の 管 理 を行 な って い る。

しか し,今 後,顧 客 に総 合 的 で よ り高 度 な 情報 を提 供 して い くた め に は,こ れ

だ け で は充 分 対 応 で きな い。 従 来 の業 務 系 オ ン ライ ン シス テ ムで は,柔 軟 性 ・拡

張 性 の 面 で 限 界 が あ り,顧 客 単 位,更 に は世 帯 単 位 を 中核 に据 えた 情報 系 シス テ

ムに 転 換 して い く こ とが 要 請 され る。(本 題 につ いて は後 段 で 詳 述 す る)

な お,最 近 に な って大 きな展 開 を み せ て い る もの に,「 ネ ッ トワー ク化 」 が あ

る。

前 述 した よ うに 自社 内 の ネ ッ トワ ー ク化 につ いて は,大 手 の生 命 保 険 会社 を 中

心 に 本 社 か ら末端 の 営業 所 まで オ ン ライ ン網 が 張 りめ ぐら され て お り,ほ ぼ 完 成
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の域 に達 して い る 。

外 部 ネ ッ トワ ー クに つ いて み る と,金 融 機 関 と して の総 合 化 が 進 み 、あ らゆ る

面 で他 業 界 との 接続 が 必 要 に な っ て きた 。

生命 保 険 会 社 の 対外 接 続 の 第1号 は,58年6月13日 か ら,富 士 銀 行 と,コ

ン ピュ ー タ を デ ー タ通 信 回 線 で 結 び 情報 交換 す る フ ァー ム ・バ ンキ ン グ シ ス テ ム

の利 用 を開 始 した安 田生 命 で あ る。

「高 度 エ レク トロニ クス化 の もた らす 本 格 的 な 金 融 サ ー ビス 競争 に 備 え,そ の

戦 略 的対 応 を は か る」 との経 営 方 針 の 下 に,オ ン ライ ン シス テ ムの 一 環 と して実

現 した 。 この 対外 接 続 は,2つ の 波 及 効 果 を生 命 保 険業 界 に もた ら した 。 ひ とつ

は,安 田 生 命 一 富 士 銀 行 の オ ン ライ ンデ ー タ交換 の 産 物 と して,生 保 ・銀 行 提携

商 品 が で きあが った ことだ 。 この 提携 はそ の 後 の 朝 日生 命 一 野 村 証券,第 一 生 命

一 野 村 証 券 とい った 生保 ・証 券 提 携 商 品 な ど を生 み 出 す刺 激 要 因 と な って い る。

も うひ とつ は,生 保 各 社 が フ ァー ム ・バ ン キ ン グを通 して銀 行 業 界 との 間 に ク

モ の巣 状 の エ レク トロニ クス提 携 網 が 形 成 され た ことだ 。 これ に よ って保 険 金 ・

年 金 な どの 即 時 送 金,銀 行 か らの 入 出 金 状 況 の 把 握,生 保 住宅 ロ ー ンの 口座 振 り

替 え請 求 等 を 自動 的 に行 な う こ とが で き る よ うに な った 。

この よ うに フ ァ ーム バ ンキ ング は,事 務 面 ・資 金 効 率 面で の経 営 効 率 の 向上 に

貢 献 して い る。業 界 内各 社 間 で の ネ ッ トワ ー ク化 の動 き も もち ろ ん あ る 。現 在,

生命 保 険 協 会 に加 盟 して い る26社 が 参 加 して 「生 保 共 同 セ ンタ ー」 の設 立 準 備

を行 な って い る 。本 格 的 な稼 動 時 に は,各 社 間 を オ ン ラ イ ン回 線 で結 ぶ ことに な

ってい る。(図2-1.2参 照)

と りあ え ず の 適 用 業 務 と して は,企 業 年 金 や 団 体 定 期保 険 の 付 け 替 え処 理,顧

客 で あ る企 業,銀 行 な ど との デ ータ交 換,契 約 内 容 を 登 録 してお いて 不 良 契 約 な

どモ ラル ・ リスク を チ ェ ッ クす る情報 交 換 一 な ど を予 定 して い る。

① 企業年 金や団体 定期保 険の 付け替 え処理

企業年 金や団体定期 保険の受託に は複数社 があた るケ ースが多 く,し か も,

-22一



'

.1 生保協標準通信プoト コル 1
… 1適 用業務プログラム1

NTT社 開発 ソ フ トウ ェア il
.1

1
1

. 1機 種別共通適用業務プログラム

|

1

ー

1メ ー カ作 成 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ ll
生保各社適用業務プログラム

l

l

{

1
ホス ト・コン ピュー タ接 続

l
l
|適用業務

システム
1

全銀(生 保)協 手順 生保共同センター

ファイル伝送QueueFile業 務用File
-一

,/

l
l

ー

N
ω

ー

1
1
1
1

生 保 共 同 セ ンタ ー

コ ン ピ ュ一 夕

セ ンタ ー
パ ーソナル ・コンピュータ 接 続

全銀(生 保)脇 手1順

送受信ファイル

Q

生 保 共 同 セ ン ター

業務 用 フ ァイル

Q

編集溶

出力 リスト

入力用C/S

送信 用 フ ァイル

受 信 用 フ ァイル

他のパ ソコン

システム

← 一 ー デ 一 夕 ・エ ン ト リー ・フ ァ イル

ー ー 一 → プ リン ト ・イメ ー ジ ・フ ァイ ル

編集済

出力リスト

入力用C/S

図2-1.2 生 保 共 同 セ ン ター と各 社 処 理



受 託 社 間 の シ ェア が変 化 す る。 この シ ェア が変 わ る と,そ の相 当 分 を 現 金 で や

り取 り しな け れ ば な ら な い厄 介 な業 務 が 付随 す る。 こ う した各 社 に また が る シ

ェ ア割 りの 変 更 な どに伴 う業 務 を一 括 処'理 しよ う と い うわ けで あ る。

② デ ー タ交 換

大 企 業 は多 くの保 険 会 社 と取 り引 きが あ る。 コ ン ピュ ー タ処 理 を一 本 化 して

これ らの 企 業 とデ ー タ授 受 す る こ とに よ り,各 社 共 通 の 問 題 を一 本 化 して,共

通 の メ リッ トを 得 よ う とい う も く ろみ もあ る。

③ モ ラル リス ク対 策

保 険 金 殺 人 等 の モ ラル リス ク を伴 う契 約 に つ い て は早 くか らそ の 防止 策 が 検

討 され て きた。 多 くの 場 合,こ の 種 の 契 約 は1社 に限 らず 多 数 の会 社 に複 数 の

契 約 で 加 入す るケ ー スが 通 常 で あ る。 した が っ て この 種 の 契 約 の事 前防 止 は1

社 内 で の チ ェ ック体 制 で は不 可能 に近 い。 共 同 セ ン ター に お い て契 約 情報 の集

中 が で きれ ば,実 効 性 の あ る事 前 チ ェ ックの 可能 性 がで で くる 。

十

この よ うに,内 部 の事 務 を い か に 効率 的 かつ 迅 速 に行 な うか,と い うと こ ろか

ら始 ま った 生保 業 界 の シス テム化 は

路 面 で の貴 重 な サ ポ ー ト手段 と して

しい局 面 に対 面 しよ う と して い る。

オ ン ライ ン網 の拡 充 期 を経 て,今 で は,戦

「情 報 化 」,「 ネ ッ トワー ク化 」 とい う新

2.1.3生 命 保 険 業 界 をめ ぐる環 境 の 変 化

そ れ で は,こ こで,こ の 様 な展 開 を みせ るに至 った背 景 一 業 界 を 取 り巻 く経 営

環 境 の変 化 一 に つ い て 概 観 して み た い。

大蔵 大 臣 の諮 問 機 関 で あ る保 険 審 議 会 が 近 ご ろ答 申を ま とめ た 。 答 申 は生 命 保

険事 業 を め ぐる環 境 の変 化 を 分 析 した うえ で新 しい 時 代 に対 応 す る た めの 生 命 保

険事 業 の あ り方 を 提 言 して い る。 特 筆 す べ きは 「金 融 の 自 由化 ・国 際 化 」,「 高

齢 化 社 会 へ の 移 行 」 に 加 え て 「高 度 情報 社 会 の到 来 」 を環 境 変 化 の三 本柱 に据 え

て い る こ とで あ る。 勿 論 前2者 と コ ン ピュ ー タ リゼ イ シ ョ ンと は切 って も切 りは
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λ

なせ な い関 係 にあ る。 した が って これ か らの 生 命保 険 事業 の展 望 を探 るに あ た っ

て は,コ ン ピ ュ ー タを 介 した シス テ ム化戦 略 を抜 き に して語 る こ とはで きな い。

以 下 答 申 に指 摘 され た 内 容 に添 って,今 後 の生 命 保 険 業界 の シス テ ム化 を取 り巻

く環 境 変 化 に つ いて 考 え て み た い 。

(1)金 融 の 自由化 ・国 際 化 の進 展

金 融 業 界 は法 令 な らび に行 政 指 導 に よ り銀 行,証 券,保 険 等 に 分野 調 整 が な

され て い る。 と ころが 「金融 の 自 由化 」 の 先進 国 で あ る米 国 で は す で に これ ら

の 業 際 間 の垣 根 が 大 幅 に と りは らわれ て い る。 「金 融の 国 際化 」 に よ り米 国 内

の 金 融 の 自由化 の 波 が わ が国 へ も波 及 して きた 。 昨 年の 日米 円 ドル委 員 会 の 報

告 書 に は 日本 の 金 融 市 場 の開 放 を 要 請 す る米 国 側 へ の配慮 が うか が え る。 「護

送 船 団 行 政 」 とい わ れ て久 しい大 蔵 省 の 金 融 行 政 に黒船 が 到 来 した 。 一 方,日

本人 の 旺盛 な 貯 蓄 性 向 は個 人 資 産 の増 加 を もた ら し金利 選 考 に拍 身 をか け て き

た。 個 人 資 産 の 保 有 形 態 も多 様化 し金 利 の 変 化 に 応 じた 資 金 移 動 が頻 繁 に行 な

われ よ う と して い る。 この よ うな 背 景 の もと 日 本 に おい て も業 際 間 の 垣 根 を ま

たが っ た 分野 調 整 の 見 直 し論 議 が な され る よ うに な って きた 。 現 実 に業 際 間 を

また が った 提携 商 品 の 出現 を見 て い る こと は 前述 した とお りで あ る。 当 然 金融

機 関 同 士 の競 争 が 激 し くな り,か つ,金 融 分 野 へ異 業種 が 参 入 して くる。 そ の

結 果,増 加 す る個 人 金融 資産 の 運 用 選 択 の 幅 も広 が って くる。 実 際,こ うい っ

た 動 きは 生命 保 険 業 界 につ い て も例 外 で は な い 。

そ の発 端 とな った の が,59年1月 の,明 治 生 命 と三 菱 銀 行 系 ク レ ジ ッ ト ・

カ ー ド会 社 の ダ イ ヤ モ ン ド ・ク レジ ッ トの業 務 提 携 で あ る 。

両 社 の 提携 の 骨 子 は,

① 保 険 業 界 で 初 め て 共 通 の ク レ ジ ッ ト・カ ー ドを発 行 す る。

② ダ イ ヤ モ ン ド ・ク レジ ッ ト ・カ ー ドで 明治 生 命 へ の初 回 保 険 料 を支 払 え

る よ うに す る。

③ 明治 生 命 が 共 通 カ ー ドの 加 入者 向 け に実 施 す る フ リー ロ ー ン(最 高300

万 円,年 利12%強,期 間5年)を ダ イ ヤ モ ン ド・ク レジ ッ トの 保 証 で貸
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1

月

中
期
国
際
フ
ァ

ン

ド
新
設5月シ団金融機関の国債売
却

制限緩和(発行後一年↓七～九カ月)

昭
和
56

年

4

月

都
銀
の
コ

ー
ル
ロ

ー
ン

放出

容認12月中堅証券八社のコールマネー取入容認

4

月

シ

団
金

融
機
関
の

国
債
売
却
制限緩和(発行後七～九カ月↓一〇〇日程度)

57

年

4

月

短
資
会

社
の
デ
ィ

ー

リ
ン

グ
認可

11

月

利
金

フ
ァ

ン

ド

新

設

58

年

2

月

中
堅
証

券
二

社
の
コ

ー
ル
マ

ネー取入容認(追加)、CD発行枠拡大(59年1～3月に自己資本の七五%)

4

月

長
期
国
債
の

窓
口
販
売
開
始10月中期利付国債、割引国債
の窓口販売開始

59

年

1
月

C
D

発
行
単
位
引
下
げ
(
五
億↓三徳)、発行枠拡大(60年4～6月に自己資本の一〇〇%)

4
月

居
住
者
ユ
ー
ロ

円債

の
ガ
イ
ドライン緩和、非居住者円建外債の発行・運営ルールの弾力化6月公共債のディーリング業務開始10月外銀のディーリング業務認可

60

年

3

月

手
形
両
建
取

引
容
認4月CD発行単位引下
げ
(
三

徳↓一億)、発行期間の短縮化(三カ月↓一カ月)

4

月

非居

住
者
ユ

ー
ロ

円

債
の基準緩和居住者ユーロ円債の源

泉
課税の撤廃6月公共債のディーリング業務の制限緩和(対象を残存期間二年未満債とする制限を撤廃)10月債券先物取引開始

(著 者:後 藤 新一)よ り)(日 経 文庫 「短期金融市場 の知 識」
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し出 す 。

な ど と い う もの だ った。

金 融 自 由化 で は,日 本 を は るか に リー ドして い る ア メ リカ の 大 手生 命 保 険 会

社 で は,銀 行 預 金 と同 じよ うな機 能 を もつ 「生 保 総 合 口座 」 を 設 け て い る。

た とえば,全 米3位 の エ ク イ タ ブル社 は ク レジ ッ ト ・カ ー ド会 社 と提携 して

「テ ィー ム ・ア カ ウ ン ト」 と い う名 の総 合 口座 を開 設 して い る。 これ は 「現 金

口座 」 と 「有 価 証 券 口 座 」 を組 み 合 わせ た もの で,加 入者 は ク レ ジ ッ ト ・カ ー

ドを 使 っ て シ ョ ッ ピ ン グや キ ャ ッシ ング な どの サ ー ビスを 受 け られ る。 「現 金

口座 」 か らの 引 き出 しが2,000ド ル を超 えた場 合 に は,証 券 投 資 に 回 してい た

「有 価 証券 口座 」 の 資金 を回 収,「 現 金 口座 」 に補 てん す る仕 組 み で あ る。

明 始 生 命 と ダ イ ヤ モ ン ド ・ク レ ジ ッ トとの提 携 は,ま さに この 「総 合 口座 」

創 設 の糸 口 とな る もの だ 。 この 提 携 を き っか けに,大 手 生保 各 社 は 「カ ー ド部

門 進 出」 に一 段 と熱 を 入 れ る よ うに な って きた 。

ま た,高 利 回 り商 品 の 検 討 が 盛 ん に な っ て きた こ と も忘 れ て は な らな い。 た

とえ ば,変 額 保 険 ・ユ ニバ ー サ ル 保 険 ・保 険金信 託 な ど で あ る。

変 額 保 険 は,投 資 実績 を保 険 の配 当 に その まま反 映 させ る投 資 信 託 類 似 商 品 。

ま た,ユ ニ バ ーサ ル保 険 は掛 金 の死 亡 保 障 部 分 と貯 蓄 部 分 とを 明 確 に し,貯 蓄

部 分 の利 回 りを高 くす るの が 特 徴 。保 険金 信 託 は,契 約 者 が 受 け取 る満 期 保 険

金 な どを 生命 保 険 会社 が 預 っ て 管理,運 用す る もの で あ る。

特 に変 額 保 険 に つ いて は,保 険 審 議 会答 申で も大 き く採 り上 げ られ て お り,

も し実 現 す れ ば 金 融 自由 化 に一 石 を投 ず る存 在 に な りそ うで あ る。

② 高 齢 化 社 会 へ の 移行 と経 済 社 会 環 境 の変 化

出生 率,死 亡率 の 低 下 に よ り,わ が 国 の65才 以 上 の人 口 の 占め る割 合 は,現

在 の10%か ら,西 暦2,000年 に は15%,2,020年 に は22%に 達 し,世 界

一 の 高 齢 化 社 会 国 に な る と予 測 され て い る。

また,高 齢 化 の ス ピ ー ド(65才 以 上 の人 口の 占 め る割 合 が7%か ら14%

に な るの に 要 す る年数)で み る と,西 側 諸国 で は最短 で も45年 を要 した の に
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表2-1.2生 保 会社 のカ ー ド発行 状況

カ ー ド 名 提 携 先 業務開始
発 行 枚 数

(60.9末)

明 治生 命 い い カ ー ド ダイヤモンドクレジット 59.3 1,500

三井 生 命 三 井 生 命 カ ー ド 三 銀 ク レ ジ ッ ト 59.10 3,500

太陽 生 命 太陽 ひまわ りカー ド 日 本 信 販 60.3 一

東京 生 命 東京生命 カ ー ド囲 DBク レ ジ ッ ト 60.5 5,000

千代田生命 千代 田生命 カ ー,∫

セ ン トラル フ ァイ ナ ンス

ミリオ ンカー ド ・サ ー ビス

6L1(予 定)

61.1(予 定) =

名 鉄 ク レ ジ ッ ト 6L1(予 定) 一

間 機能は当面,UCカ ードのク レジット機能のみ(保 険のID機 能はない)。

対 し,日 本 は,わ ず か26年 の 間 に これ を経 験 す る こ と にな る。

この確 実 視 され て い る高 齢 化 へ の 加速 は 既存 の 経 済 社 会 シス テ ム に多 大 の 影

響 を 及 ぼ す 。寝 た き り老 人,ぼ け老 人 の増 大 。生 き続 け る ことの リス クが 拡 大

して い く。元 来,生 命 保 険事 業 は人 間 の 生 死 にか か わ る リスク を補 填 す る相 互

扶 助 の シ ステ ムで あ る 。 生存 の リス ク に対 す る保 障 は金 融商 品 の 中 に あ って も

生 命保 険 商 品 が一 番 目 的 にか な って い る。 した が って 生命 保 険 事業 が この急 激

に増 大 す る シ ルバ ー ・マ ーケ ッ トに 与 え る役 割 は 大 き い。 また,事 業 の 性 格 上

生 命 保 険 は社 会 的秩 序 の 安 定 化 の一 翼 を 担 う もの で あ り事 業運 営 に あた っ ての

社 会 的責 任 が 大 き い。

③ 生命 保 険 に対 す る ニ ーズ の変 化

金 融 の 自 由化 や,高 齢 化 ・ライ フサ イ クルの 変 化 と い った 動 き は,生 命 保 険

に対 して も少 なか らぬ影 響 を 与え てい る。

生 命保 険 文 化 セ ンタ ーで は,公 衆 の 生 命 保 険 に つ い ての 加 入 状 況 や 考 え方 を

時 系 的 に 把 握 す るた め,3年 ご と に 「生 命 保 険 に 関 す る 全国 実 態調 査 」 を 実 施

して い るが,今 年 の 調 査 で,「 加 入 目的 」 の 多 様 化 が 一 層 す すん で い る こ とが

明 らか に な った 。

か って 生命 保 険 と い え ば 「死 亡 保 障 」 一 点 張 りの 観 が あ ったが,「 貯 蓄 」 や

「医療,入 院 費 」,「 老 後 生 活 資 金 」 の ため に加 入 す る人 が急 速 に増 え て い る
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ので あ る。

こ うい った変 化 は,「 商 品 動 向 」 に も波 及 す る。保 険 審 議 会答 申 で,変 額 保

険 や医 療 ・福祉 ニ ーズ へ 対 応 す る こ との 必 要 性 が あ げ られ て い るの も当 然 と い

え よ う。

(4)求 め られ る ライ フ ・コ ンサ ル タ ン ト機 能

「生命 保 険事 業 は人材 しだ い」 とよ くい わ れ る。特 に営 業 面 で は,セ ー ル ス

マ ン,セ ール ス レデ ィの 双肩 に か か る部 分 が多 い。

生 命 保 険 業 界 は35万 人 の外 務 員 を か か え,全 国津 々浦 々 に支 社 ・営業 所 網

を は りめ ぐ らせ て い る。 これ ら営業 拠 点 が オ ン ライ ン化 され て い く こ とに よ り,

生保 は 「歩 く金融 機 関 」 と して 大 き く飛 躍 す るチ ャ ンスを つ か め る。

金 融 の 自 由化,高 齢 化,そ して,そ れ に伴 う顧 客 のニ ーズ の多 様化 と高利 回

り指 向,と い った環 境 の変 化 に対 応 して い くため,外 務 員 に 「歩 く金 融機 関 」

の 中 枢 と して の 資 質 が求 め られ て い る。

しか し,問 題 は外 務 員 の 質 の 向 上 だ けで は な い。

い ま多 くの生 命 保 険会 社 が志 向 す る販 売 戦 略 は,「 歩 く金 融 機 関 」 の 特 色 を

いふ して,各 家 庭,各 個 人 の ライ フサ イ クル に合 わ せ た生 活 設 計 コ ンサル タ ン

トと して の地 位 を確 保 す る ことで あ る。

銀 行 が 決 済 機 能 を持 ち機 械 化 に向 か う。証 券 会 社 は,高 利 回 り商 品 を持 って

銀 行 に対 抗 す る。信 託 は,財 産 管 理 に力 を 入れ る。

金 融 革 命 が 進 み,金 融 機 関 の特 色 を ど うい か して,存 在 意 義 を 高 め て生 き残

って行 くか。 個 々 の 家族 構 成,子 供 の 年 齢,親 の職 業,.い つ ま で働 け る のか,

年 金 は ど の くらい もらえ るの か,万 一 の と きに ど の位 の貯 え や保 証 が あ った ら

子供 を大 学 ま で卒 業 させ られ る のか 。画 一 的 で な い,一 人 一 人 の 実 情 に あ った

個 人 の 生 活 設 計 を サ ポ ー トす る。

この よ うな 生活 設 計 上 の総 合 サ ー ビス を提 供 しよ うとす るた め は,地 域 社 会

に密 着 した 生活 情報 セ ンタ ー と しての 機 能 が 果 た せ るこ とが 必 要 と な って く る。

(5)高 度 情 報 化 社 会 の 到来
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エ レク トロニ ク ス技 術 の驚 異 的 な革 新 と と もに,多 くの 「ニ ュ ー メデ ィア」

が話 題 と な り,現 在 で は,新 聞 に この 種 の記 事 が 出 な い 日は な い ほ どの 盛 況ぶ

りで あ る 。

INS,CATV.VAN等,詳 しい内容 に つ いて は,既 に何 度 も多 くの方

面 で語 られ て い るの で,こ こで は 触 れ な いが,生 命 保 険 業界 が 対 応 を迫 られ る

さ ま ざ ま な問 題 を 解 決 して い く上 で 「ニ ュ ー メ デ ィア」 の果 す役 割 は大 き い。

2.1.4こ れ か らの シ ステ ム 戦 略

既 に み て きた よ うに生 命 保 険 業 界 で は,昭 和40年 代 か ら50年 代 にわ た るオ

ン ライ ン化 に よ り,事 務 分野 を 中心 と した 機械 化,合 理 化 に大 きな 成 果 を あ げて

きた 。 しか し,こ れか らは大 き く変 わ る経 営 環 境 の 中で,既 に 次 の情 報 化 戦 略 に

向 け て 大 き く踏 み 出 して い る銀 行,証 券 等 の 隣接 地 業 界 に対 応 して い か ね ば な ら

な い 。 その ため には,新 た な 情 報 化 戦 略 とそ れ を支 え る シス テ ム の 構 築 が 必須 と

な って くる。

これ か らの 生命 保 険 シス テ ム は,コ ン ピ ュ ータや ネ ッ トワ ーク の最 新 技術 を積

極 的 に と り入 れ,顧 客 に対 す る総 合 サ ー ビス体 制 づ く り と い う観 点 に立 った シス

テ ム の再 構 築 を はか っ て い く必 要 が あ る。

現 在 検 討 され よ う と して い る生 命 保 険 の 「第3次 オ ンライ ン シス テ ム 」 は,隣

接他 業 界 と同 様 に,顧 客 サ ー ビス の充 実 を核 と した 営業 活 動 の強 化 を め ざす,市

場 顧 客 対 応 型 シ ステ ム を推 進 す る こ と にな ろ う。

業 際 間 競争 は,シ ス テ ム化 に よ る顧 客 の系 列 化 の 様相 を 強 め て い る。 顧 客 ニ ー

ズ に 即 した 商 品 ・サ ー ビス の提 供 や 市 場 ・顧 客 情 報 を核 と した,き め 細 か い営業

活動 の支 援,さ ら には取 引 情報 の総 合 化等 の,全 社 に わ た る各 部 門 と一 体 化 した

シ ス テ ム戦 略 の展 開 が求 め られ て くる。

以 上 の よ うに,顧 客 ニ ーズ の 多 様化 と エ レク トロニ ク ス技 術 の 革 新 を背 景 に,

生 命 保 険 業 界 も第3次 オ ン ライ ン ・シ ス テ ム に 向 けて 新 た な シス テ ム戦 略 を展 開

して い く こ とに な るが,そ の 中 で,特 に これか ら対 応 して い くべ きもの に つ い て
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述 べ る。

(1)ネ ッ トワ ー ク化 の 推 進

① 自社 内 ネ ッ トワ ー クの整 備 と充 実

自社 内 ネ ッ トワ ー クに つ い て は,事 務 シス テ ム のオ ンライ ン化 に よ り,既

に成 熟 の段 階 に 入 って い る こ とは,既 に述 べ た が,総 合 的 な ライ フ コ ンサ ル

タ ン トと して発 展 して い くた め に は,顧 客 の オ ーダ ー メイ ドの タ イ ム リーな

情 報 を提 供 で きな け れ ば な らな い 。 その際,有 力 な媒 介 とな る のが 全 国 に散

りば め られ た 支 社,営 業 所 な ど の店 舗 で あ る。特 に生 命保 険 会 社 の場 合,銀

行 と ちが って店 舗 規 制 が な い の で地 域 密 着 型 の店 舗 を 構 え る ことが で き る と

い う強 みが あ る。

今後 は,こ れ を エ レク トロニ ク ス化 あ るい は ニ ュー メ デ ィア に よ る装 置 化

を す る こ とに よ り集 客 機 能 を 持 た せ,コ ミュニ テ ィ ・サ ー ビス を 図 って い く,

つ ま り地 域 社 会 に お け る 「生 活情 報 センター」と しての役 割 を担 うべ きで あ る。

事務 分野 に お け る ネ ッ トワ ーク化 が 一 応 の 完 成 を み た現 在,営 業 情 報 面 で

の ネ ッ トワ ー ク化 の 整備 ・充 実 を 図 る ことが これ か らの課 題 で あ る。

② 顧 客 ・他 企 業 との ネ ッ トワ ー ク

他 企業 との デ ー タ通 信 の動 き に つ いて は,フ ァー ムバ ン キ ングの 進 行,生

保VANを 通 じた 動 き等 現 実 に進 展 しつ つ あ る。 生命 保 険業 界 を め ぐ る経 営

環 境 が 大 き く変 わ る 中で 総 合 金 融 サ ー ビス機 関 を め ざす に は業 際 間 の枠 を超

え た ネ ッ トワ ー ク化 が 必 須 で あ る 。 既 に業 際 間 の 提携 商 品 の 出現 を み て い る

こ と は 前述 した とお りで あ る。 ま た顧 客 企業 に対 す る総 合 福 祉 サ ー ビス の 通

信 回 線 を通 じた 提 供 な ど も今後 の発 展 課題 で あ る。特 に企 業 の グル ープ 化 が

進 行 して い る中 で 特 定 の 企業 グル ープ の福 利 厚 生 を一 括 して担 う団 体 が 出 現

しよ う と して い る。 これ らの団 体 の 運 営 に は 生 命保 険 業 界 が もつ ノ ウハ ウが

生 きて こよ う。 生 命 保 険 業 界 か らの マ ンパ ワ ーの派 遣 と同 時 に 通 信 回 線 を 通

じた 事 務 サ ー ビス の 提供 に よ る企業 間 ネ ッ トワ ー クの拡 大 が期 待 され る。

生 命 保 険 業 界 で は,こ の よ うな 将来 の展 望 を ふ まえ て,ま ず業 界 内 の ネ ッ
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トワ ー ク 基盤 を確 立 す るた め に,「 生保 共 同 セ ンタ ー」 を 来 春 か ら発 足 させ

る こ とに した わ けで あ る。

将 来 は適 用業 務 を拡 大 し,ま た 共 同 開 発,共 同 利 用 の機 関 と して,さ らに

生保ANSERや 生保 間ATMネ ッ トワ ー ク,銀 行CD共 同 ネ ッ トワ ー ク と

の 接続 等,業 界 内外 との あ らゆ る ネ ッ トワ ー ク化 を考 えて い くべ きで あ ろ う。

③ 家 庭 と の ネ ッ トワー ク

ニ ュ ー メ デ ィ アに よ る情報 伝 達 は,従 来 い くつ かの媒 体 を経 て 伝 え られ て

いた 情 報 が,提 供 者 か ら受 け手 へ と直 接 に 提供 され,コ ミュ ニケ ー シ ョ ンの

距離感 や時 間差 がな くな る方向に変化 す ることにその特徴が あ る。

各 家 庭 に キ ャ ップ テ ン端 末 が 普 及 した と仮 定 した 場 合,顧 客 は生 命 保 険各

社 が 発 売 して い る商 品 情 報 を家庭 内 で 得 られ る よ うに な る。 また,顧 客側 か

ら端 末 機 を 通 した 生命 保 険 契 約 の 申込 み を す る こ と も物 理 的 に 可能 と な って

くる。

しか し,セ ー ル ス マ ンの 対 面 に よ る説 明 で顧 客 が理 解 し,納 得 して買 うと

い った 購 買 行 動 は そ う簡 単 に は変 わ らな いだ ろ う。

生命 保 険 加 入時 に は告 知 義 務 が あ って,既 往 症 な どを 正 し く告 知 しな けれ

ばな らな い。 後 で 保 険 金 を 支 払 う と きに な って 起 きる トラ ブルで 一 番 多 いの

が この 告 知 義 務 で あ る。 また,詳 細 で 長 分 の約 款 の説 明 や診 査 な ど,機 械 で

代 替 で きな い 問題 が沢 山 あ る 。

しか し,生 命保 険 の販 売 とい う観点 か ら離 れ れ ば,家 庭 との ネ ッ トワ ーク

の 可能 性 は 充 分 考 え られ る。

各 個 人,各 家 庭 に応 じた ライ フ プ ラ ンの 提供 等,生 活 情 報 全般 の サ ー ビス

な ら,天 気 予 報 や シ ョ ッ ピ ング情 報 と並 ん で,利 用 され る こ と もあ るの で あ

ろ う。

(2)コ ンサ ル テ ィング ・サ ー ビス の 充実

顧 客 の 総 合 的 な 生活 保 障 や 金 融 ニ ーズ に柔 軟 に対 応 し得 る新 しい シス テ ム の

構 築 が さ けば れ て い る。 そ の た め に は,従 来 の 契 約単 位 の デ ー タ管 理 か ら,契
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約者 単 位 あ るい は世 帯 単 位 に名 寄 せ した顧 客情 報 デ ー タベ ニス の整 備 が 必要 と

な る。

これ に よ り,顧 客 の ライ フス テ ー ジに応 じた総 合 的 な 生 活保 障 コ ンサ ル テ ィ

ングが 可能 に な り,同 時 に既 契 約 の ア フタ ーサ ー ビス につ い て もキ メが細 か く

な る。

企業 に 対 す る コ ンサ ル テ ィ ングサ ー ビス に つ い て も同様 で あ る。

従 来 の 商 品 単 位(グ ル ー プ保 険,企 業 年金 保 険 等)の 契 約 管 理 か ら,企 業 単

位 の総 合 的 な デ ー タベ ース を構 築 し,企 業 の 福 利 厚 生 制 度 に対 す る総 合 的 な ア

ドバ イ ス を行 な って い くの で あ る。

ま た,従 業 員 の総 合 的 な生 活 保 障 コ ンサル テ ィ ン グを行 な うた め に,従 業 員

単 位 の デ ータ ベ ース の 必 要 性 も出 て こよ う。

(3)カ ー ドへ の対 応

今 日,カ ー ド利 用 は わ が国 の社 会 経 済 生 活 に深 く定着 して い るが,生 命 保 険

業界 と して も,利 便 性 ・サ ー ビス 向上 の 面か らも一 層 の 検 討 が 望 まれ る。

カ ー ドと しての 機 能 を 高 め るた め に は,共 同 利 用 が 前提 と な るた め,生 保 共

同 セ ンタ ーを 通 じて各 社 間 のCD・ATMネ ッ トワ ークが 構 築 され る こ と も考

え られ よ う。

2.1.5シ ステ ム 戦 略 の推 進 に伴 う問 題 点

最後 に,前 述 した よ うな シス テ ム戦 略 を 推 し進 め た 場 合 に伴 う問題 点 に つ い て

考 え て み た い。

(1)安 全対 策

金融 機 関 の シス テ ム に は,公 共 性 ・広 範 性 と い っ た点 か ら高 度 な安 全対 策 が

要 請 され る。

昨 年11月 の東 京 ・世 田谷 の通 信 ケ ー ブル 火 災 に よる社 会 的 ・経 済 的混 乱 は

記憶 に新 しい。 ネ ッ トワ ー ク社 会 に対 す る依 存 度 が 高 ま って く るに つ れ て,万

全の対 策 が 必 要 に な る。
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他 に もデ ー タ盗 聴 や,端 末 機 操 作 に よ る保 険 内容 の 改 ざん等 を 防止 す るた め

の 情報 の 管 理,保 護 を 図 って い く こと も考 え るべ きで あ る。

② プ ライバ シ ーの 問 題

今 後,個 人情 報 の 蓄 積,活 用 が進 ん で く る と,プ ライバ シ ーの侵 害 や誤 情 報

の流 通 な ど トラブル 発 生 の 可能 性 が 増大 して く る。

特 に生 命 保 険 の 場 合,多 くの プ ラ イバ シ ー情 報 を保 有 して い る ため,そ の機

密 保 護 対 策 は極 め て 重 要 で あ る。

シス テ ム の高 度 化 が 進 む につ れ て,顧 客 が キ ャプ テ ン等 端 末 機 を 通 じて,直

接 に デ ー タを利 用 す るケ ー ス も考 え られ る。 本人 か 否 か を 確 認 す る検証 シス テ

ム を組 み こんで お くな どの 防 衛 措 置 も必 要 にな って こ よ う。

2.1.6終 り{こ

以 上,新 しい時 代 の シス テ ム化 戦 略 に つ い て述 べ て きた 。 新 商 品 や 新 サ ー ビス

の 開発,ネ ッ トワ ーク化 等,今 後 ます ます 高 度化,複 雑 化,巨 大 化 して い くコ ン

ピュ ー タ ・シス テ ム に対 応 して い く為 に は,巨 額 の 資 金 投 資 が 必 要 に な って くる。

この 様 な要 請 に 応 え て い くため に は,「 シス テ ムの 共 同 開 発 」 が 必 要 にな って く

る。

今後 の シス テ ム開発 に あ た って は,業 界 各 社 で 共 同 で ソ フ トウ ェア を 開発 した

り,あ るい は パ ッケ ー ジ商 品 を購 入 した り して,経 済 効 率 を高 め る こ とを考 え な

けれ ば な る ま い。 ・

これ らは 最 終 的 に は経 営 判 断 の問 題 で あ るが,積 極 的 か つ柔 軟 な対 応 を して い

く ことが 要 請 され て こよ う。
L
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2.2化 学工業界における システム化 と課題

2.2.1は じ め に

産業界 の中で,化 学 工業 は,鉄 鋼業 とほぼ同程 度の規模 と位 置づ け られ ている

が,そ の事 業に対 す るイメー ジは鉄鋼業 のよ うな明確 さはない。歴 史的 に見 て も,

硫酸 とか硝 酸の大量生産 工場の完成 が近代化学工業 の始 ま りとされ てい るよ うに,

その主 要製品す ら時代 とと もに変遷 してい る。 日本の化学工業 は概 ね石炭 か ら製

鉄 用の コークスを製造 す る際 に副生 す るコークス炉 ガ スとコール タール を起源 と

して いる。第2次 大戦後 の食糧増産 時期 には,高 圧 ガス工業 か ら生 まれた肥料工

業 が全盛を極めた し,稲 作 に不 可欠 な農薬 はタール工業の誘導 品で あ った。原料

が石炭 か ら石油へ と移 り変 って も,化 学 工業の多様化 は止 ま る所 な く拡大 し,各

産業 の業際 に新産業 が成立す る時 に は必ず といって よい程,新 素 材が化学者達 か

ら生み出 され化学 工業 の構造 に変化 を もた らしてい った。

日本の化学工業 の構造 を産品で 分類 してみ ると,約 半分が石 油化学 に代表 され

る素材型製 品であ り,残 り半分が医薬 品,塗 料,接 着剤,等 の加工型製品 にな っ

て い る。(図2-2.1参 照)

企業の規模 も,素 材型 化学工業 では比較的大企業 が多 く,加 工 型化学工業で は,

中小規模 の専業企業が多 い。化学工業 を構成す る業界 も,日 化協(日 本化学工業

協会)と い う全化学工業 を殆ん どカバ ーして いる業界 団体が存在 して いるが,実

務 的には傘下 の,石 化協(石 油化学工業協会)を 始 め とす る約200の 業界団体

で,業 種毎に具体 的な活動 を して いる。例えば,10年 前 までは年 中行事の1っ

とされて いた 『日中肥料 輸 出交渉』'などは,日 本硫 安工業会 を窓 口に交渉 を行 な

って いた し,最 近では,塩 化 ビニル樹 脂の構造不況 に伴 う通産 省指導 の塩 ビ共販

4社 の設立等は,日 本塩化 ビニル協会 を中心 に業界全体の調 整が行 なわれた。

化学 工業 の多様化 を促 進 してい る別 の理由は,自 動 車工業界 や電子機器 工業界

が従来 外部 の化学企業 か ら購 入 していた化学製品 を 自社内で 自製 し,素 材の段階

か ら他社 との差別 化を強調 す る戦略 を採択 している ことであ る。 又,食 品 とか化
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医 薬

(18.9%)

最 終 化学製 品

(44.5%)

その他有機化学

製品(4・6%)有 機化学製品

2.5%(39.3%)合成ゴム

プラスチック

(12.1%)

染料 ・顔料 ・環式中間物

図2-2.1化 学 工業 の出荷額 とその事業 構成(工 業統 計表,58年 実績)

その他最終化学製品

化学肥料



表2-2.1日 本化学 工業 協会加 盟主要団体

'

■

ア ンモニア系製品協会 シ リ コ ー ン 工 業 会 日本石灰窒素工業会 日本無機 薬 品 協会

板 硝 子 協 会 石油 化学 工 業 協会 日本石鹸洗剤工業会 日本有機過酸イヒ物工業会

印 刷 イ ン キ 工 業 会 石 油 連 盟 日本接着 剤 工業 会 日 本 油 脂 協 会

塩化ビニル管 ・継手協会 東京医薬品工業協会 日本 ソー ダ 工 業 会 日本輸出ヨード工業組合

塩化 ビニール工業協会 東 部 試 薬 協 会 日 本 塗 料 工 業 会 日本硫安 工 業 協会

カ ー バ イ ド 工 業 会 日 本 エ ア ゾ ール 協 会 日本塗料 商 業 組 合 日 本 硫 曹 協 会

カ ーボ ンブラ ック協会 日本界面活性剤工業会 日本難燃剤 懇 話 会 二 硫化炭 素 工 業 会

化 成 品 工 業 協 会 日本化学繊 維 協 会 日本 ビニル 工 業 会 農 薬 工 業 会

可 塑 剤 工 業 会
日本化学物質 安 全 ・
情 報 セ ン タ ー

日 本 香 料 工 業 会 メタノールホルマリン協会

研 削 材 工 業 協 会 日本化成 肥 料 協 会 日本 フェロアロイ協会 葉 菜 経 済 研 究 所

硬質塩化ビニール板協会 日本化粧品工業連合会 日本 フ ロ ンガ ス 協会 溶解 アセチ レン協会

合成 樹脂工 業 協 会 日 本 ゴ ム 工 業 会 日本プラスチック工業連盟 熔 成 燐 肥 協 会

酢 酸 工 業 会 日本酸化チタン工業会
日本ポリエチ レン製品
工 業 連 合 会

硫 酸 協 会

酸 素 協 会 日 本 産 業 火 薬 会
日本 ポ リオ レフイ ン

フ イ ル ム 工 業 組 合
レ ジ ンカ ラ ー工 業会

写真感光材料工業会 日 本 製 壕 協 会 日本芳香族 工 業 会 関西化学 工 業協 会

硝 化 綿 工 業 会 日本製薬団体連 合会 日 本 防 災 協 会

触 媒 工 業 協 会 日 本 石 灰 協 会 日本 マ ーガ リン工業会

(五十音順)
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粧 品 の よ うな最 終 消 費 者 に 直 接製 品 を 提 供 す る産 業 で は,サ ー ビ スの 一 環 と して,

包 装材 に趣 向 を凝 ら して,そ れ を 自社 内 で 特 別 加 工 す る こと も珍 しい こ とで はな

いo

他 方,化 学 工 業 の老 舗 の 企業 で も,最 近 の ハ イテ ク に関連 して,バ イオ ・電 子

材 料 等 を 中心 に他 産 業 の 領域 に侵 入 して い って い る 。

この よ う に,化 学 工 業 の 定 義 は各 人 各 様 に異 な り,『 化 学 反 応 に基 因 す る工 業 』

と い う範 囲 に属 さな い加 工 型 の 化 学 製 品 の発 展 が更 に これ に拍 車 を か け て い る。

従 って,本 稿 で は,以 下 の展 開 を化 学 工 業 全体 の話 と個 々の 企 業 の 話 を,場 面 に

よ り整 合 な く進 め て い く こ とを 御了 解 い た だ きた い 。

2.2.2化 学工 業 に お け る シス テ ム 化 の 歴 史

(1)プ ロセ ス コ ン トロー ル との組 合 せ

昭和30年 代 終 りか ら,日 本 の石 油 化学 工 業 が 急 成 長 し,日 本 全 国 に突 如 と

して,石 油 化 学 コ ン ビナ ー トと い う大 規模 な工 業 地 帯 が形 成 され た 頃 が,シ ス

テ ム化 の 始 ま りで あ る。 石油 化 学 工 場 で は,そ の生 産 管理 の 大 半 を,プ ロセ ス

制 御 用 コ ン ピュ ータ に 依存 してお り,生 産 工 程 の バ ル ブの 開 閉 等 に限 らず,生

産 台 帳 とか生 産 日報 とか も,コ ン ピュ 三 夕 の ア ウ トプ.ッ トと して 利 用 され てい

た。 当 時 は,純 粋 な事 務 の機 械 化 を 目指 して シス テ ム を構 築 した 訳 で は勿 論 な

く,製 造 設備 の一 部 と して設 置 され た コ ソピ層ユー タ を有 効 利 用 す るた め に計 数

処 理 機 と して 用 いた もの で あ った 。

(2)PCSの 導 入

製 造 所 の機 械 化 と は全 く別 な 流 れ と して,PCS(パ ンチ カ ー ドシス テ ム)

が,本 社 機 構 を中 心 に発 展 して い った 。 タ イ ム レコ ー ダ ーに よ る動 体管理 と連

繋 して,給 与計 算 シス テ ム をPCSで 組 上 げ た 企業 も あ った 。省 力 化 に よ る人

件 費 の圧 縮 を第1義 に掲 げ たPCSは 時 代 を 先 取 り した感 さえ あ っ た。 当時 は,

個 々 の 企 業 の 置 かれ た環 境 に応 じて,給 与計 算 と か,限 定 商 品 の 在 庫 管 理 とが

単 機能 の 事 務 機 械 化 を 目指 す のが 精 一 杯 で あ り,シ ス テ ムの 大 部 分 が,マ ン ・
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診

マ シ ン連 繋 の 組 合 せ で 構 成 され て いた 。

(3)経 営情 報 シス テ ムの発 展

昭 和40年 代 に な る と,化 学 工 業 の 成長 も,分 野 毎 に不 均 衡 とな り,企 業 戦

略 を検 討 す る為 の経 営情 報 の 適 格 な把 握 と これ の計 数 的 分析 が要 望 され るよ う

に な り,所 謂,米 国 流 の 経 営 分 析 手 法 を駆 使 す る為 の シス テ ムが取 入 れ られ る

よ うに な った。

(4)総 合 シス テ ム へ

生 産 工 程 の シ ステ ム は,化 学 工 場 に お け る単 位 操 作 を,個 々 に偏 微 分 方程 式

で 表 現 し,全 体 の 工 程 と して連 結 した シ ミュ レー ターを 実 操 作 と リア ル タイ ム

で作 動 させ る こ とが 特 徴 で あ り,こ れ に用 い られ る コ ン ピュ ー タ も,そ れ に合

った 中規 模 ・速 応 性 の あ る もの で あ った。

事 務 計 算 のPCSか ら発 展 した事 務 機 械 化 シス テ ムは,大 量 の デ ー タを処 理

す る ことが 特徴 で あ り,速 応 性 は それ程 要 求 され て いな い。

経 営情 報 システ ムで は,産 業 連 関 に代 表 され るよ うに,多 元 の方程 式 を 解 く

事 が 特徴 で あ り,デ ー タ保 存 容 量 よ りは,計 算 容 量 の 大 き さが重 要 視 され た。

これ らの シス テ ム は,元 来,別 々 の要 請 に よ り組 立 て られ た もので あ り,独

立 して稼 動 して い て も個 々 の 目的 を 達 成 して い る限 り不 都 合 はな い 。

しか る に,そ の後 の コ ン ピュ ー タの 発達 が もた ら した 『高速 計 算 』 ・ 『大 量

記 憶 』 ・ 『廉 価 入 手』 に 支 え られ て,シ ステ ムの 企 業 内統 一 が急 速 に進 行 した 。

この 発 展 の過 程 で,各 企 業 は,

① 管 理 部 門 の簡 素 化

② コ ン ピ ュ ー タの 記憶 容 量 へ の 負荷 の 軽 減

③ メ ンテ ナ ンス の 容 易 さ

等 の 理 由 か ら,「 帳 票類 の 標 準 化 」 と 「キ ー ワー ドの コ ー ド化 」 に 注 力 した。

化 学 工 業 に お け る昭 和40年 代 の後 半 は,第1次 石 油 危 機 に始 ま る低 成 長 時

代 へ の突 入 で あ り,企 業 の方 向 も,重 厚 長 大 の 大量 生 産 ・薄 利 多 売 指 向 か らの

脱 却 を余 疑 な くされ,新 規 製 品 の 開発 と既 存 製 品 の 合理 化 とい う2方 向 を 同 時
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に追 求 す る ことが 期待 され た 。

この よ うな環 境 下 で,生 産 の 合 理 化 ・営 業 の 合 理 化 ・管 理 の合 理 化 と い った

ものが,複 数 の コ ンピ ュ ー タを 全社 的 に結 合 した情 報 流 ネ ッ トワー クを 基幹 シ

ステ ム と して推 進 され た 。

(5)合 理 化 か ら積 極 的戦 略 へ

企業 内 の デ ー タ処 理 シス テ ム が 完 成 間近 に な る と,合 理 化 の 目標 範 囲 を 企業

内 か ら企業 間 へ と拡 大 して い った 。既 に,シ ス テ ム化 の 進 ん だ 大 企業 で は その

企 業 を中 心 とす る企 業 圏 全体 の デ ー タ処 理 ネ ッ トワ ー クを 確 立 して い る 。

しか る に,'企 業 内 帳 票 類 と企業 間 帳票 類 で は根 本 的 に その存 在意 義 そ の もの

が 異 な り,従 来 の シス テ ム化 の延 長 で は簡単 に 進 ま な い。 実 際 に企 業 間 シス テ

ムが 稼 動 して い る実例 で も,中 心 企業 の持 株 子 会 社 や,経 営 が 実 質 的 に一 体 運

営 され て い る企 業 群 に適 用 して い るケ ー スが 多 い。 つ ま り,企 業 間 の関 係 に お

い て,垂 直 ・水 平 を問 わ ず何 らかの 競 争 関 係 に あ る場 合 に は,合 理 化 メ リッ ト

の他 の,よ り強 い イ ンセ ンテ ィブが 必 要 とな って く る。 ネ ッ トワー クを 企業 間 に

拡 大 す る こ とに よ り,ユ ーザ ー の情 報 を 迅 速 に キ ャ ッチす る とか,競 争 会社 の

動 向 を適 格 に把 握 す る等 の 従 来 に な い 目標 が 新 し く付加 され る 。

2.2.3企 業 間 ビジ ネ ス ・プ ロ トコル 統 一 の 意 義

企 業 間 の ビジネ ス ・プ ロ トコル の統 一 が 必 要 と考 え られ る根 拠 と して は,

① 産 業 全体 と し て不 必 要 で 繁 雑 な 手 続 き は 可能 な限 り合 理 化 し,余 っ た エ

ネル ギ ー を よ り生 産 性 の高 い 分野 に 振 り替 え る。

② 企 業 間 の 商取 引 が よ り高 度 な媒 体 に移 行 して い くの に伴 って,帳 票 類 の

内容 ・項 目 ・物 理 的 形 態 の 改善 要 求 が 高 ま っ て きた 。

③ 本 来 の 目的 で あ る企 業 間 取 引 の合 理 化 が,1部 強 力 企 業 の系 列 化 戦 略 に

利 用 され,後 発 企 業 や 弱 小 企業 へ の 公 正 取 引 の 面 で の不 利 を押 しつ け る 。

等 が 考 え られ て い る。

他 方,個 々の 企 業 と して は,必 ず し も全 企 業 が こぞ って企 業 間 ビ ジネ ス ・ブ ロ
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トコル の統 一 に賛 成 して い る訳 で は な く

① 自社 を 中心 に既 に 帳票 類 の 統 一 が で きて お り,今 後 も,商 取 引 の力 関 係

に よ り 自社 コー ドを始 め とす る社 内 ル ール を 強 要 し得 る と考 え て い る企 業 。

② ベ ンチ ャー ビ ジネ ス的 色 彩 の 強 い事 業 分野 で,商 取 引 と錐 も秘 密 裡 に遂

行 され る こ とを望 む 企 業 。

等 で は,業 界 ベ ースで の 帳票 類 や コー ドの統 一 に積 極 的 に取 り組 も う と しな い ば

か りか 寧 ろ,自 社 が 業 界 統 一 の 汎 用 ビ ジ ネス ・プ ロ トコル を 用 い た ネ ッ トワー ク

に負 け ま い と努 め る もの と思 わ れ るが,上 記 の① の ケ ース で は,自 社 シ ス テム の

内部 構 造 の変 換 を迫 られ な い限 り,シ ステ ム間 の変 換 操作 は いつ れ 常 識 とな り,

具 体 的 作業 も現在 よ り格 段 に容 易 に な るで あろ う ことが予 想 され る の で,最 終 的

に は業 界 統 合 シス テ ム とは 矛 盾 しな い。 又,② の ケ ー スで は企 業 そ の もの が 発 展

段 階 で あ り,こ の段 階 で は 企 業 間 で の 固 定 的 ル ール そ の もの が 存 在 し難 い 状況 下

に あ り,安 定 成長 期 に 入 る ま で は業 界統 一 の ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 導 入 は待 た

れ る こ と にな る。

♪

2.2.4企 業 間 の商 取 引 の 例

企業 間 の ビ ジネス ・プ ロ トコル の 範 囲 を検討 す るた め に,企 業 間 商 取 引 に伴 う

帳 票類 を 時 系 列 的 に 列記 す る と図2-2.2の 如 くな る。

ユ ー ザ ー と サプ ライ ヤ ー との 関 係 を 具 体 例 で順 に追 って み る と,以 下 の よ うに

な る。

ユ ー ザ ーA社 は,大 手 ス ーパ ーで,食 品包 装 用 の プ ラス チ ック の薄 肉厚 フ ィ

ル ム を大 量 に消 費 して い た が,最 近 の電 子 レ ンジの普 及 に鑑 み,従 来 品 の保

有 す る強 度 ・破 断 性 ・接着 性 ・透 明 陞等 の 性質 に 加 え て,電 子 レ ンジで の 使

用 が 可能 と な る品 質 の あ る フ ィル ム を,従 来 品 と ほぼ 同等 の 価 格 で 入 手 可能

か 否 か 検 討 に入 っ た。

〔ス テ ップ1〕

従 来 品 を納 入 して い る サ プ ラ イ ヤ ーB社 に電話 で 尋 ね た と こ ろ当 該 品 を製 造
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図2-2.2商 取 引 に お ける 帳票 受渡 し順 序

す る こと は そ ん な に難 し くな い との返 事 を 得 た の で,価 格 ・数 量 ・納 入 日等 を

確 認 す る意 味 で 見 積 り依 頼 書 を発 送 した 。

〔ス テ ップ2〕

B社 で は,競 合 す るサ プ ライ ヤ ーC社 の動 向 も勘 案 しな が ら,従 来 品 と同 価

格 で,同 一 条 件 で 納 入す る ことを 決 定 し,こ の 旨,見 積 書 の形 で返 事 した 。

〔ステ ップ3〕

A社 は,自 社 の条 件 通 りで 納 入 され る こ とが 確 認 で きた ので,出 来 る限 り早

く従来 品 と切 替 え るべ く,早 速,注 文 書 を出 した 。

〔ステ ップ。4〕

注文 書 を 受 けたB社 で は,契 約 成 立 を 確 認 し,注 文 受 書 を返 送 し,社 内 的 に

は,物 流 部 門 に対 し物 品 の 配 送 を指 示 す る と同 時 に,経 理 部 門 に対 し代 金 請 求
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業 務 の 準 備 を指 示 した 。

〔ス テ プ5〕

B社 か らA社 の 指 定店 へ 物 品 が 輸 送 され,物 品 の 受 領 を納 品 書 ・納 品 受 領 品

書 で 確 認 。

〔ス テ ップ6〕

B社 の経 理 部 門 で は,納 品 受 領 書 を 確認 の 上,A社 に請 求 書 を 発 送 。

〔ス テ ップ7〕

A社 は,請 求 書 の 内 容 が,見 積 り書 ・物 品 と相 異 な い こ とを 確 認 した 上,物

品 の代 金 をB社 に 支 払 っ た。

〔ス テ ップ8〕

B社 は 入 金 を確 認 し,領 収 証 をA社 に対 して発 行 。

実 際 の 商取 引 の 場 合 に は,サ プ ライ ヤ ーB社 内 で,見 積 依 頼 に対 す る技 術 的検

討 に 多 くの 時 間 を要 した り,試 作 品 をA社 に提 供 して評 価 を 受 け る こ と もあ る。

又,金 融 面 で は,商 社 が 代 金集 金業 務 を 受 託 して い る場合 が あ る。 図2-2.3は,

メ ーカ ー と商 社 とユ ー ザ ー の組 合 せ に よ る商取 引 きを,メ ー カ ー 中心 に描 い た も

の であ る。

発 注①

代金請求⑪

代金支払⑫

納 品⑥

納品受領書⑦

図2-2.3

メーカー

営業部 門

生産指示③

一 「
物流部門

製 品⑤

代金請求依頼⑧

請求書⑨

会計部門

入 金⑩

メ ーカ ーを 中心 とす る取 引形 態
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2.2.5企 業 間 商 取 引 に 伴 う ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル

商 取 引 に伴 う約 束 は,そ の形 態 が 前2.2.4項 の完 全 な るパ タ ー ン に沿 って い な

くて も,基 本 的 には,同 じ項 目で あ る。

企 業 間 の ネ ッ トワ ーキ ングが 形 成 され る に つ れ て,商 取 引 が ペ ーパ ー レス を指

向 し,完 全 な 型 の 書類 の 交 換 が行 な わ れ る こ とは珍 しい が,こ の場 合 に は,既 に

取 引企業 間 で 予 め 取 り決 め た約 束 に従 って,可 能 な限 り合理 化 され た ル ール に 基

づ い て い る 。

企業 間 商 取 引 の最 初 の 段 階 で,コ ー ド化 が 要請 され る項 目 と して は,

① 国 名

② 都道 府県 名 ・市 町 村 名

③ 企 業 名

④ 商 品 名

⑤ 荷 姿

⑥ 輸 送 手 段

等 が あ る。

取 引の 正 式 な 成立 を証 明 す る もの と しての 契 約書 の機 能 を代 替 す るに は,上 記

項 目で は不 充 分 で あ り,こ れ に更 に,

① 発 注 元

② 介 在 商社

③ 納 入 場 所

④ 品 名 銘 柄

⑤ 数 量 ・単 価

⑥ 荷 姿(詳 細)

⑦ 納 期

⑧ ロ ッ ト番 号

⑨ 納 入期 日

⑩ 決 裁 条件
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⑪ 商 品 に関 す る物 性,特 徴 等

等 が 必 要 で あ る。

前 節 の商 取 引 の各 ス テ ップ に対 応 させ て,上 記 項 目 を整備 して み る と表2-2.

2の 如 くな る。 しか る に,こ れ らの項 目が各 企業 毎 に,単 語 又 は単 文 で 記 述 す る

と,そ の意 味 の整 合 性 を チ ェ ックす るの に 多大 な時 間 が必 要 で あ る ば か りで な ぐ,

情 報 交換 の 手段 も複 雑 に な らざ るを 得 な い。

表2-2.2帳 票 とそれに含 まれ る項 目の相関

注文書 出荷依頼書 出荷指示書 納品書 品質検査書 請求書

注文会社名(受) ○ ○ ○ ○

納 入場 所 ○ ○ ○ ○

品名 銘 柄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

数 量 ○ ○ ○ ○ ○ ○

荷 姿 ○ ○ ○ ○ ○

納 期 ○ ○ ○ ○

発注元会社名 ○ ○ ○ ○ ○ ○

LOTNα ○ ○ ○

納 入 日 〔○〕 〔○〕

決裁条 件 ○

ス ペ ッ ク ○

■

こ こで,企 業 間 の 用語 の 統 一 の必 要 性,各 要 件 を 可能 な 限 り コー ド化 す る こ と

に よ る通 信 の 合理 化 の 追 求 が要 請 され て きた 。

現 実 には,昨 日 まで 書 面 で 長 々 と した 発 注 を 行 な って い た 企業 が,突 然 に企 業

オ ン ライ ン商 取 引 に 踏 み 切 る こ と は あ り得 な い こ とで あ り,企 業 内 で の 帳 票 類 の

統 一 ・商 品 名 等 最 低 限 項 目 に つ い ての コ ー ド化 が徐 々 に完 成 され た 結 果 と して,

企 業 間 へ の応 用 が 検 討 され る。

従 っ て,企 業 間 ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の統 一 は,コ ー ド体 系 の存 在 しな い所 へ
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新 しい コ ー ドを導 入 す るケ ー ス よ り も,個 々 の企 業 又 は企 業 グル ープ が 既 に保有

して い る,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 体 系 を,相 互変 換 する簡 易 シス テ ム を探 索 す

るケ ー スの 方 が 多 い。

2.2.6ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル の統 一 の 過程

(1)中 小 企業

比 較 的 小 規模 の 企業 で は,企 業 内 の合 理 化 と殆 ん ど同 時 期 に,環 境 変 化 に対

応 した企 業 間 取 引 へ の応 用 が 行 な わ れ る。

最 初 に進 あ られ るの が,帳 票 類 の形 態 ・記 載 項 目の 標 準化 で あ る。 昨 今 のパ

ソ コ ンの 普 及 か ら,こ の段 階 で パ ソ コ ン ・メ ー カ ー の提 供 す るソ フ トの 様 式 に

基本 的 に は統 一 し,そ れ に 自社 独 特 の製 品 コ ー ド体 系 等 を 付加 す るケ ー スが最

も多 い。

この よ うな 状況 を反 映 し,大 手 取 引 先 は 自社 と同 系統 の ソ フ トを搭 載 してい

るパ ソ コ ン ・オ フ コ ン等 のハ ー ドを,競 って 押 しつ け る こ とが 起 って い る。

一 方 ,取 引先 大 企 業 の意 図 に 左 右 され な い で,中 小 規 模 の企 業 だ けで 業界 内

グ ル ープ を形 成 す る動 き もあ り,着 実 に 成果 を あ げ て い る。

② 大 企業

比 較 的 大 規 模 の 企 業 で は,企 業 内合 理 化 の 一 環 と して,コ ン ピュ ー タ を用 い

た事 務 処 理 の機 械 化 が 進 行 して お り,文 字 通 り 『ペ ーパ ー レス』 に近 づ きつ つ

あ る。

大 手商 社 の 化学 品 担 当 部 門 で は,取 引 先 の多 数 さに加 え て,最 近 の ハ イテ ク

関 連 の商 品 の 多 様化 対 応 して,強 力 な コ ー ド変 換 シ ステ ム を保 有 して い る所 も

あ り,総 合 商 社 の 真 価 は国 内外 を問 わず,商 取 引 の オ ンライ ン化 を,取 引 先 に

不 都 合 を 感 じさせ な いま ま進 め る る力 と断 言 す る企 業 もあ る 。

この よ うな,シ ス テ ム化 先 進 産 業 の 商 社 群 の 動 向 が,化 学 工 業 に と っ て は,

重 要 な イ ンパ ク トで あ り,場 合 に よ って は特 定 商 社 を通 して しか商 取 引 が ス ム

ーズ にで きな い と い っ た事 態 も想 起 され る。
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しか しな が ら,商 社 に と って もい か な る企 業 の システ ム体 系 に も対 応 で き る

よ うな,変 換 機 構 を維 持 してい くこ と は,多 大 な 費用 負 担 を 前提 と して お り,

未 来 永 劫 継 続 し得 る方 法 で はない。一 方,化 学 工業 の商 取 引 に お いて は,そ の70

%が,化 学 工業 の 内で 循 環 して い る と言 わ れ る よ うに,サ プ ライ ヤ ー もユ ーザ

ー も製品 につ い て は ,所 謂 「プ ロ」 で あ り,物 性値 ・形 態 ・特 性 等 の情 報 に関

して,中 間 に介 在 す る商 品 が,自 分 だ けで双 方 を満 足 させ る こ と は殆 ん ど不 可

能 で あ り,商 取 引 へ の制 約 を通 信 ネ ッ トワ ー ク シス テ ム だ け で 強要 しよ うと し

て もで きな い。

(3)共 同 ネ ッ トワ ー ク

化 学 工 業 を 支 え る個 々 の企 業 に と って は,規 模 の 大小 に 無 関 係 で,常 に 「昨

日の 敵 は 今 日の 友 」 と い う状況 にあ り,新 製 品 の 開発 速 度 が 速 くな れ ば な る程,

特 定 の 企 業 との み の 限 定 商取 引 を 前 提 と した発 展 は あ り得 な い 。 つ ま り,最 低

限 の ビ ジネ ス ・プ ロ トコル が統 一 さ れ る ことは,全 員 の 期 待 す る所 で あ るが 同

時 に,他 産 業 か らの 細 部 にわ た る約 束事 の無 理 強 い は ・業 界 の混 乱 以外 何 も も

た ら さな い とい う共 通 の認 識 が芽 生 え始 めて い る。 図2-2.4に,こ れ らの過

程 を ま とめ た もの を 描 く。

2.2.7他 業界 と して の対 応

日化 協 と して は,化 学 業 界 に お け る情 報化 促 進 と効 率 的 シス テ ム構 築 の 基盤 作

りの一 環 と して以下 の 検 討 を行 な って い る。

(1)コ ー ドの標 準 化 につ い て

将 来 の 業 界 対 業 界,国 家 対 国家 の 間 で稼 動 す るで あ ろ う情 報 ネ ッ トワー クへ

の 先見 性 を加 味 した 体 系 を想 定 し,各 企 業 又 は,企 業 グル ー プ に 共 通 的 に 使 用

され る各 種 コー ドの 標 準 化 の取 りま と め を行 な う。

② 帳 票 類 の標 準 化 に つ い て

日化 協 と して は,加 盟各 社 の 規模 ・事 業 内容 等 が 多種 多 様 で あ り,協 会 全 体

で の統 一 歩調 を採 択 す る よ り も,帳 票 類 の統 一 が期 待 され て い る 日化 協傘 下 の
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ケ ー ス1 ケ ー ス2

比較的小規模企業では企業

環境の要請により帳票類の

形態 ・記載項 目等の標準化

を開始

企業間での帳票の

統一一による合理化

比較的大規模企業では社内

合理化の一環として電子計

算機を用いた事務処理機械

化が進行

/
共通KeyWordの コ

・一ド化 によ る事 務

処 理の高率化、記

憶容量負担軽減

ペーパーレスと連

動 して最小限の帳

票類のみを残す

業 界 統 一 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 準 備

並 び に ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成

ト ワ ー ク の 形 成

図2-2.4ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル統 一 の過 程
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個別業界 で の活動 を側 面的 に支援す る。

一般論 か ら言えば ,帳 票類の統一が期 待 され て いる業界 とは,

① 取 扱 い主要 化学 製品が,成 熟製品 で業界 の協調が進 んでいる。

② 個 々の企業 が,個 別 には企業 内事務機械化 ・情報 ネ ッ トワー ク化 が進ん

で い るが,こ れ を他 企業 に強要す るまでにに は至 っていない。

③ 政 府 ・通商 産業省 の指導 の構造改善法 に基づ く,「 共 同販売 会社 」 のよ

うな製品 の規格化が進 み,帳 票類 の統一 ・コー ドの整合等 の必要 性を業界

メ ンバー各 社が望 んで いる。

等 の ケースであ り,日 化 協で は,こ れ ら業界 間での調整が必要 とな り,個 々の

傘下 の業界 か ら要請 を受 けた場 合,又 は,関 係官庁 より調 整 を要請 された場 合

にその可能 な範囲 で協力 す ることを考 え ている。

2.2.8商 取 引 以 外 の コ ー ド

学 工 業 に お い て は周 期 率 表 に 基 づ く,「 万 国 原 子 量表 」 を 始 め と して,各 種

の 物 質 コ ー ド体 系 が存 在 して い る。特 許 検索 用 に作 成 され た もの,米 国 の ケ ミカ

ル ・ア ブ ス トラク ト(通 称 「ケ ミア ブ」)の コ ー ド,通 関 統 計 に 用 い られ る物 質

番号 等,相 当 数 に の ぼ る。 これ らは主 と して,学 術 的意味 で の 化 学 分野 に お い て

開 発 され た もので あ り,企 業 間 の商 取 引 に は,必 ず しも適 格 で な い場 合 が 多 い 。

従 って,企 業 の事 業 戦 略 に 直 結 して い な い とい う理 由 か ら,企 業 間 シス テ ム体 系

の統 一 の起 運 が 弱 い。

企業 内 に お い て も,R&D用 の物 質 コ ー ドと,会 計 処理 用 の製 品 コ ー ドと2本

立 てで 保 有 して い る場 合 が あ り,相 互 の変 換 の必 要 性 は殆 ん どな い 。 しか しなが

ら,国 際 的 に は,イ ン ドの ポバ ール の 事 故 以 来,化 学 物質 の安 全 性 に 関 す る情 報

の整 備 に対 し強 い 関 心 を 示 さ れ て お り,商 取 引体 系 とは全 く別 の観 点 か ら,国 際

的情 報 ネ ッ トワ ー ク及 び それ に必 要 な コ ー ド等 の統 一,又 は,変 換 に 関 す る要 請

が生 じて い る 。

欧米 の デ ー タバ ンクで は,技 術 情 報 の相 互 補 間 の な い国 々 に対 して は,利 用対
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価 を著 し く高 くす るか,場 合 に よ って は,使 用制 限 す ら設 定 す る こ とを検 討 して

い る と言 わ れ る。

この 分 野 は,化 学 工 業 が,学 ・官 の 要 請 を 受 けて,他 主 要 産 業 と と もに,ま と

め役 の 中 心 的 役 割 を 果 す ことが 期 待 され て い る。
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2.3不 動 産 業 界 の状 況

2.3.1は じ め に

不 動 産 流 通 の 大 半 は中 古 住 宅 で あ り,不 動 産 の流 通 市場 とは,つ ま り中 古住 宅

市 場 で あ る,と 言 って い い。

その 中古 住 宅 が いま ど の程 度流 通(売 買)し て い る の か,明 確 な 数 字 は な いが,

総 理 府 が5年 に一 度行 な う住 宅統 計 調 査 によ る と,53年 が14万9千 戸 とな っ

て い る。 そ の後 急 速 に増 え て お り,30万 ～35万 戸 が取 引 され て い る だ ろ う と

推 計 され て い る。 日本 長 期 信 用 銀 行 の予 測 で は,昭 和65年 に は60万 戸 に 達 す

ると して お り,か な りの 市 場 規 模 が考 え られ て い る。

表2-3.1中 古住宅 流通市 場の将来規模

単位 49 50 51 52 53 60 65

A持 家 新 築 戸 数 千戸 914 942 1,015 1,034 1,080 1,000 900

B中 古 住 宅 流 通 戸 数 〃 83 94 117 135 149 350 600

CB/A×100 % 9.0 10.0 11.5 13.1 13.8 35.0 66.7

D中 古住宅1戸 当たり価格 万円 1,387 1,463 1,529 1,714 1,870 3400 5,000

E市 場 規 模B×D 兆円 1.1 1.4 1.8 2.3 2.8 12.0 30.0

囲1.中 古 住宅流通戸数 は,住 宅ス トックに対す る弾性値 を53～60年5.6,60～

65年6.0と して試 算(ち な みに、同値 は49～53年5.6)

2.中 古住 宅1戸 当 たり価格 は,新 築住宅価格に準 じて53～60年 年率9.0%増,

60～65年 年率8.0%増,と して試算 した。(日 本長期信 用銀行 の調 査資料)

2.3.2中 古 住 宅 市 場 発 達 の経 連

中古 住 宅 市 場 が 不 動 産 業 界 で 注 目 され るよ うに な った の は,新 築 住 宅 と大 きな

関 係 が あ る 。新 築 住 宅 は,47年 頃 に,年 間180万 戸建 て られ た の を ピー ク に

51年 ～53年 に は`150万 戸,55年 は122万 戸,56年 は115万 戸 と い

う よ うに急 速 に減 少 した 。 い わ ゆ る 「狂 乱 物価 」 を 締 め く くる よ うに起 ったオ イ

ル ・シ ョッ ク もあ って,土 地 ・住 宅 の 価 格 が異 常 に 値 上 が り し,初 め て家 を買 う
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中 低 所得 者 層 に は,新 築 住 宅 に 手が 出せ な くな ったの で あ る。

一 方 ,既 に 住宅 を持 っ て い る人 達 が,そ の持 ち家 を処 分 して頭 金 を調 達 し,新

築 住 宅 を 買 う 「買 い替 え 需 要 」 が 次第 に増 え て きた結 果,中 古 市場 が 活発 化 して

きて い る。 現 在,一 戸 建 て住 宅 の場 合,8～9割 が こ う した 買 い替 え 需 要 だ と言

わ れ,デ ベ ロ ッパ ー も中 古 住 宅 を扱 う部 門 を持 た な い と,新 築 住 宅 を 販 売 で きな

くな った。 ま た,新 築 の落 ち込 み で,仲 介 部 門 で の利 益 増 を図 る こ と も,デ ベ ロ

ッパ ー(大 手 企業)の 重 要 な 課題 に な りつ つ あ る。

中 古住 宅 市 場 で,ト ップ を 争 って い る東 急 不 動 産 や 三 井 不 動 産 販 売 が,そ の 業

務 を単 に売 り手 と買 い手 を 仲 介 す るの で は な く,あ る程 度 の品 揃 え を して お い て,

選 択 の 幅 の あ る市 場 を つ く って い く。売 り手 も買 い手 も,そ の市場 を 通 じて,よ

りよ い相 手 を見 つ け て成 約 す るよ うに す る,と い う 「流 通 業 」 な の だ と認 識 し始

め た の も この ころか らで あ る。 また 大 手 企業 の 中 古市 場 へ の 本 格 的 参 入 は,中 小

業 者 を刺 激 して,中 小 企 業 分野 調 整 法 に よ る争 い も起 こ った 。

現 在,建 設 大 臣 あ る い は都 道 府 県 知 事 に よ る宅 地 建 物 取 引業 の免 許 を持 つ業 者

は,全 国 で10万7千 を数 え る。 そ の うち,不 動 産 協会 に所 属 す る業 者 で は,約

200社 が 大企 業 と見 て い い 。他 に マ ン シ ョン分譲 や 建 て売 り専 業 の 中堅 業 者 が

あ るが,宅 建 業 者 の90%以 上 が 中小 零 細 業 者 と い う こ とに な る。 この う ち,8

万5千 の 業 者 が 加 盟 す る 全国 宅 地 建 物 取 引業 協 会連 合 会 が,昭 和52年 秋 に,三

井 不 動 産 販 売 の フ ラ ンチ ャイ ズ店 展 開 を,分 野 調 整 法 に 低 蝕 す る もの と して 建 設

大 臣 に訴 え,56年2月 に和 解 す る まで,三 井 側 は新 た な展 開 を ス トップ され る

な ど,長 期 に わ た って争 わ れ た もの で あ る 。

大 手 の 資本 力 ・信 用 力 ・ノ ウハ ウ を持 って進 出 され た の で は 中小 業 者 は生 活 の

基盤 を失 って しま う と し て争 わ れ た もの だ が,こ れ と並行 して中小 業 者 の側 の"近

代 化 ・ も叫 ば れ る よ う に な り,国 の10億 円 の補 助 もあ って,業 界 全 体 で20億

円 を 出損 した財 団 法 人 ・不 動 産 流 通 近代 化 セ ンタ ーが55年11月 に誕 生 した 。

これ まで,不 動 産 の媒 介(仲 介)業 務 に は しっか り した媒 介 委 託 契 約 が な く,

業 者 のせ っか くの媒 介 努 力 が無 駄 に終 る とか,物 件 情 報 を チ ラ シや 新 聞広 告 で 公
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関 す る と,他 の 業 者 に依 頼 主 を横 ど り され て しま う とい うケ ース が少 な くな か っ

た 。 この た め 市 場 は閉 鎖 的 に な り,業 者 も積 極 的 な努 力 を しな くな る と い う結 果

を もた ら して いた 。

これ を改 善 す るた め宅 建 業 法 が 改正 され,し っか り した媒 介 契 約 を して物 件 情

報 が 公開 され て も他 の業 者 に抜 か れ る心 配 が な く,努 力 には報 酬(手 数 料)で 報

われ る,と い う こ と に しよ うと され て い るの で あ る。

2.3.3不 動 産 業 界 の シス テ ム 化

企 業別 で早 くか ら コ ン ピ ュ ータ を入 れ て い るの は大蔵 屋 の43年 が トップ ク ラ

ス 。東 急不 動 産(45年)と 同 様 に本 支 店 間 の オ ン ライ ンを実 施 して い る。 三井

不 動 産(51年)は 本 社 の み 。流 通 業 で1,2位 を 争 う東 急,三 井 の両 社 が,物

件 の 管 理,検 索 は営 業 マ ンの頭 で や るべ きで,機 械 の役割 は 手 付 金 な どの 金銭 管

理 や 市 場 分 析 の ウ ェ ー トが 高 い,と い う見解 を示 して い るの は考 え させ られ る と

ころだ 。一 時期,物 件 情 報 は多 い ほ どい い とい うの で,1万 件 を 超 した こ と も あ

ったが,出 て くる情 報 が いず れ もフ ォ ロ ー して み る と成約 して い た と か,行 方不

明 に な って いた,な どの反 省 か ら,「 少 数 精 鋭 主義 」 を と り始 め て い るの で あ る。

大 蔵 屋 は機 械 に よ る価 格 査 定 を 準 備 中 で あ る。

で きる だ け多 くの 情 報 を集 め,で き るだ け多 くの 出 合 い の機 会 を一 と考 え て い

るの は信 託 銀 行 で あ る。 周 知 の よ うに信 託 銀 行 も銀 行 法 に しば られ て い て,思 う

よ うな 店舗 展 開(と い って も1行50近 い店 舗 網 は,専 業 トッ プ ク ラス に決 して

劣 る もの で は な いが)は で きな い し,人 員 も営 業 時 間 も制 限 され て い る,と い っ

た不 利 な 条 件 を機 械 に よ っ てカ バ ー しよ うと い う考 え 方だ 。

住 友信 託 が54年11月,三 菱 信 託 が56年7月,と 相 次 いで 全 国 の 支 店 を オ

ンライ ン化 し て い る。1万 ～1万5千 件 の売 り情 報 に 対 し2千 ～5千 件 の 買 い情

報 を イ ンプ ッ ト し,夜 間,コ ン ピュ ータが 暇 な 時 に,"自 動 マ ッチ ング"を 行 な

い,翌 朝,そ の結 果 を売 り情 報 を 入 れた 支 店 に知 らせ,営 業 活 動 に 結 び つ け て い

く方 式 を と って い る。 自動 マ ッチ ング は最 近,MRD,関 西 情 報 セ ンタ ーで も開
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始 した 。

2.3.4シ ス テ ム 事 例

こ こで,MRDシ ス テ ム を例 に して,不 動 産情 報 シス テ ム に つ い て概 観 す る。

MRD株 式 会 社 は,不 動 産 に関 す る情 報 を1カ 所 で 照 会 で きれ ば,顧 客 に と っ

て非 常 に便 利 にな る と い うニ ー ズを 満 たす た め,ミ サ ワ ホ ーム株 式 会 社 を 母体 に

して 設 立 され た,不 動 産情 報 処 理 を行 な う会社 で あ る。 同 社 は,音 声 応 答 を用 い

たMRDシ ス テ ム を構築 し,「MRD全 国不 動 産 情 報 セ ンタ ー」 と して,業 界 に

参 加 を呼 び か け,加 盟 店 を増 や して い る。

MRDシ ステ ム は,中 古 住 宅 の 買 売 増 加 に対 して,次 の よ うな機 能 を持 つ よ う

に設 計 され た。

① 全 国 規模 の 中古 物件 の 検 索 照 会

② 音 声 応答 装 置 に よ り,一 般 の人(素 人)で も容 易 に 入 力 で き る。

③ 端 末 機 と して プ ッ シュ ホ ンを 使 用 し,全 国 ど こか らで も オ ン ライ ン照 会

がで き る。

具 体 的 に は,以 下 の よ うな処 理 と な る。

① 利 用 者 は,コ ン ピュ ー タか らの 音声 に よ る指 示 に従 って 入 力 す る。 プ ッ

シュ ホ ンが な い時 は,携 帯 用 ア タ ッチ メ ン トを 付 け る こと に よ り,ダ イ ヤ

ル 電 話 で も,処 理 で き る。

② 利 用者 か らの 入 力 デ ー タは 音声 応 答 装 置 が 受 け,コ ン ピ ュ ー タ に渡 され

る。 この と き,コ ー ド化 され て 入力 さ れた デ ー タは,音 声 に 変 換 されて,

電 話 へ も ど され る。 従 って,入 力 デ ータの 誤 りを確 認 す る こ とが で き,そ

の 場 で 訂 正 もで き る。

③ 処 理 の 結果 は,コ ン ピュ ータ よ り音声 応 答 装 置 に返 され,音 声 に 変換 さ

れ て,出 力 され る 。(以 上,図2-3.1参 照)
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順番

入力項目 ボタン操作 出 力 音 声

セ ンター

電話番号

03-33}-3651

06-228-0906

092-472-599| ブ
「こちらはMRD全 国不動産情 報センターで

す。暗証番号 をどう駒

| 暗 証 番 号 XXXXXXX# 〆 、
暗証番号のチェック後「業務コー ドをどうぞ田/

2 業務コー ド 1# 〆 、, 「問い合わせ。取引形態 をどうぞ田
/

3 取 引 形 態 2#
〆 、 「買い

。物件種別を どうぞ剋/

4 物 件 種 別 6# 〆 、 「新築売家
。価格を どうぞ匂/

5 価 格 2850#
〆 、 「2

,850万 円 。 地域 を ど うぞ 匂/

6 地域 コー ド 14209#
∠/、. 「柏槙原市。沿線を どうぞり/

7 沿 線 40#
∠/、 「小田急線。土地面積をどうぞ剛/

8 土 地 面 積 180#・
〆 ＼ 「|90平方メー トル。間取 りをどうぞ匂/

9 間 取 り 43# 〆'、 「4LDK 。しばらくお待ち下さV＼ ⇒ 回答.

回答 記入欄
(1)希 望物件がある場合。

(音声 を くり返 し聴 きたい ときは"#"の み を押 して下 さい.)

登 録 番 号 提 携 店 電 話 番 号
1 }一

2 _一

3 一 一

(回答された提携店へ電話し、登録番'号を言って資料をtl求して下さい。)

(2)近 隣地域 でな ら希望価格の ものがあ る場合。(3)他 の価格でなら希望地域内にある場合。

1地 域 名 価 格 帯

1
～ 万 円

2 ～ 万 円

3 ～ 万 円

に'希 望 地域 コー ドを替え てお問 い合わせ下 さい。) {二'希望価 格 を替 えてお問 い合 わせ下 さい。)

図2-3.1問 い合わせの手順

●

¶

問 い合 わ せ に対 す る回 答 は以 下 の よ うに な る。

① 希 望 の 物件 が 見 つ か った 時 は,物 件 番号,登 録 提 携 店 名,提 携 店 電話 番

号 が,回 答 され る 。

② 希 望 した 地 域 に は な いが 近隣 地域 に希 望 の物 件 が あ る場 合 に は,そ の他

域 名 が回 答 され る。

③ 希 望 した価 格 で は な いが 他 の 価 格帯 で希 望 地域 内 あ る と き は,そ の価 格

帯 が 回答 され る。

以 上 の よ うな機 能 を持 た せ る こ とに よ り,希 望 物 件 が 見 つ か らず,何 度 も入 力

をや り直す とい うよ うな こ と もな く,ス ムー ズに 物 件 捜 しが で き る。'

照 会 の 結 果 希 望 物 件 が 見 つ か った場 合 には,物 件 登 録 提 携 店 へ 連 絡 し,詳 しい

内容 を確 認 後,図 面 等 の 資 料 を フ ァク シ ミ リで 取 り よせ る。 つ ま り物 件 図 面 は登

録 提 携 店 が 責 任 を持 って保 管 す る(分 散 方 式 と呼 ぶ)。 一 方,,集 中 方 式 と呼ぶ や

り方 もあ る。物 件 図 面 を セ ン タ ー事務 局 へ送 付 し,・一 括 して コ ン ビュ ー タへ登 録
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す る方 式 で あ る。 分散 方 式 に は,次 の よ うな利 点 が あ る。(MRDは 分 散方 式)

① 図 面 枚 数 は1万 枚 を越 え る と整 理 保 管 が難 し く,整 理 ミス が 生 じ易 い 。

分 散 方 式 で は,一 店 当 りの 保管 枚 数 が 少 な いの で有 利 で あ る。

② 集 中 方 式 で は売 却 済 と な った 図 面 の取 消 を セ ンタ ーへ 書類 で連 絡 す る こ

と に な るが,こ の時 ミス が 生 じ易 い。MRDの 場 合 は各 提携 店 が プ ッシ ュ

ホ ンで コ ン ピュ ー タに取 消 を 指示 し,後 は,手 元 図 面 を処 分 す るだ けで 済

む。

③ 集 中 方 式 で は,図 面 ・報 告書 の送 付 時 間 の た め に 情 報鮮 度 が 悪 い。

デ ー タの鮮 度 を 良 くす るた め に,登 録 後3カ 月 以 上経 過 した 物 件 は,コ ン ピュ

ー タが強制 的 に削 除 す る(自 動 抹 消) 。何 時 まで も,取 引 に な らな い情 報 を抱 え

込 ん で いて は,お 客 様 を混 乱 させ る との判 断 で あ る。

MRDシ ス テ ム は,全 国 オ ン ラ イ ンで約2,500社 の 提 携 店 と ネ ッ トす る こ とが

計 画 され,進 行 中 で あ る。

2.3.5シ ス テ ム 化 の 方 向

不 動 産 流通 業 の 近 代 化 とは,前 述 した例 の よ うに,よ り正 しい物 件 情 報 が,よ

り早 く,よ り多 く,業 者 間 で 流 通 し消 費者 の 目に届 くよ うに す る ことで あ る と言

って いい。

正 しい物 件 情 報 とは,宅 建 業 者 が 持 ち主 や 所 在 地,大 き さ,築 年 数 な ど を 間違

い な いか ど うか確 認 す る ほか,価 格 につ い て も市 場 価 格 に 見 合 った もの か ど うか

を 「査 定」 して流 す もの で な けれ ば な らな い。 そ の た め に中 古 住 宅価 格査 定 マ ニ

ュア ルが あ る 。

こ う した情 報 が よ り多 く集 ま る に は,中 小 業 者 が 多 い だ け に,よ り多 くの業 者

が 集 ま る協 業 体 を つ く りあ げて い く必要 が あ る。 これ は,各 部 道 府 県 の宅地 建 物

取 引業 協会 を 中心 に不 動 産 流通 セ ンタ ー と して設 立 され っ つ あ り,20を 超 す セ
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ンタ ー が 全国 で ス タ ー トして い る。物件 情 報 の 登録 ・管理 ・検 索 に コ ン ピュ ー タ

を使 って い る と こ ろ も多 く,福 岡県 の場 合,コ ン ピュ ータ に よ って情 報 誌(旬 刊)

を編 集 す る ほか,電 電 公社 の デ ータ テ レホ ン皿型 を 使 って,会 員 か ら直 接,検 索

で き る よ う に して いる。 同 様 な 方式 を進 め て い るの は,鹿 児 島,大 分,兵 庫,愛

知,北 海 道 な どで,同 じ電 電 公社DRESSを 使 っ て い る こ とか ら,将 来,全 国

を オ ンラ イ ン化 す る話 も出 て い る。京 都 や奈 良 もDRESSを 使 って い る。

不 動 産 情 報 に は図 面 が 不 可決 だが,こ れ を送 るの に は フ ァ ク シ ミリを 使 って い

る と ころ が 多 い 。

機 械 の導 入 で 全 宅 連 の中 で 他 に注 目 され るの は熊 本 県 が 日本 電気 に 依 頼 して開

発 した 「RICS」 で あ る。 簡単 な説 明 で,誰 で も使 え る よ うに 工 夫 した 端 末 機

で,デ ィス プ レー(テ レビ画 面)に 表 示 され る指示 に 従 って キ ーを 打 ち込 ん で い

くと,物 件 の 登 録,検 索 は も ち ろん,マ ニ ュ アル に従 った価格 査 定 まで で き る と

い う仕 組 み に な っ てい る。 当 初,月 額1万5千 円 の リース方 式 に な る予 定 だ った

が,そ の後,買 い と りに切 り換 え られ た 。他 の 単 協 で もRICSの 導 入 を検 討 し

て い る と こ ろ が あ る。

以 上 の 宅 地 建 物 取 引業 協会 ベ ース の もの は,す で に あ る会 員 で 協 業 事 業 を進 め

る もの だ が,新 た に 会員 を募 っ てや ろ うとす る民 間 企 業 な どが あ る。 ミサ ワ ホ ー

ム を母 体 とす るMRD全 国 不 動 産情 報 セ ンタ ー,㈱ 住 通,東 京 カ ンテ イ,勧 不動

産 セ ンタ ー,関 西不 動 産 情 報 セ ンタ ー,な どで あ る。
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2.4通 信 販 売 業 界 にお け る シ ス テ ム 化

2.4.1は じ め に

48年1月,西 武 グル ープ が シア ー ズ と提 携 し,わ が国 に本 格 的 カ タ ロ グ販 売

を展 開,そ れ を 契機 と して わが 国 の通 信 販 売 業 は急 速 に近 代 化 路 線 を探 る に至 っ

た と みて よ い。

わが 国 の 多 くの分 野 で そ うで あ るよ うに短 期 間 に欧 米 の 通販 先 進 国 か ら通 販 に

関 す る技 法 を吸 収 し,・今 日で は無 店舗 販 売 の 旗 手 と して流 通 界 で の 位 置 は年 々高

ま りっ つ あ るので あ る。 そ の背 景 に は,消 費者 の価 値 観 の変 化,共 働 き家 庭 の増

加,交 通 事 情 な ど,通 販 を 支 え る社 会 的 環 境 が あ る こ とは見 逃 せ な い。 す で に わ

が国 の狭 義 に解 した 通 販 上 総額 は,4,600億 円(55年)に 達 し,通 販 を ダ イ レ

ク トマ ーケ テ ィ ング と広 く解 す る な らば,総 売 上額 は8,000億 を越 え 小 売 総 売 上

額 に対 し1%以 上 の 比 率 を 占 め る もの とみ られ る ので あ る。 長 い間,こ の1%を

越 え る こ との 出来 な か った通 販 業 界 も,生 協 関 係 の通 販,惣 菜 通 販,宅 配 業 者 通

販,ス ーパ ーな ど各 分野 が通 販 手 法 に よ って販 売 の 多角 化 へ 向 っ た こ とに よ って,

これ ら業 者 の通 販 売 上 げ に よ り遂 に1%の シ ェア ーを凌 駕 す る に至 った 。 この 比

率 を 欧米 に み れ ば,ア メ リカ10%,英 国8.4%,西 独7%,フ ラ ンス4.2%,

ス ウ ェ ー デ ン4.2%,ス イ ス3.8%と 各 国 の 通販 の 小 売総 売 上額 に対 す る位 置 は

高 く,わ が 国 の 最 近 の 異 常 な通 販 の発 展 か ら世界 の 大 手 通販 会 社 は,将 来 最 も通

販 の 有 望 市 場 と して わ が国 へ進 出 の機 を ね らっ て い る と い われ て い る。

わが 国 に お い て は,通 販 を して不 安 定 要 素 の 高 い販 売 方 法 と捉 え られ て い るが,

西 独 に お い て は最 も安 定 した商 法 と して取 上 げ られ て い る こ とは注 目に価 す る。

ア メ リカ,西 独 共 に通 販 の伸 び率 は,小 売 業 の伸 び率 を上 回 って い るの で あ る。

この海 外 通 販 代 表国 の 売 上額 は,ア メ リカ 約400億 ドル,西 独18.2百 万 マル

ク(80年)と され て い る。 両 国 と も通販 は国民 生 活 に定着 し,便 利 で 気 易 い買

物 方 法 と して消 費 者 に満 足 を 与 え て い るの で あ る。
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表2-4.1カ タ ログ販売 ・通信販売の売上高推移

(単位:億 円)

年別4243444546474849505152535455

百 貨 店 30 40 55 75 100 170 200 400 500 550 610 680. 740 800

(ク レジットカード会 祖 (2) (3) (5) (10) (22) (35) (50) (84) (87) (go) (97) (120) (140) (162)

(テ レビシ ョッピン グう 一 一 一 一 (20) (60) (80) (110) (130) (160) (300) (360) (460) (550)

レ コ ー ド 35 45 60 65 72 85 104 125 143 160
`180

194 202 210

通 信 教 育 77 88 111 145 186 220 260 300 365 430 500 630 750 800

各種通信販売
カタログ販売

144 167 194 229 284 600 750 975 1392 1660 2ρ10 2396 2β08 2790

合 計 286 340 420 514 642 1P75 1394 1β00 2400 2800 3300 3900 4鼻00 4β00

㈱工業市場研究所謂

2.4.2通 信 販 売 の 形 態

わ が 国の 通 販 を ヨーロッパ スタ イル と ア メ リカ ン ス タ イル に 大 別 す る考 え 方 もあ

る。 ヨー ロ ッパ ス タ イル と い う場 合 は,通 常 のカ タ ロ グ販 売 の み な らず カ タ ログ

に よ る販 売 代理 人 の行 な う エ ージ ェ ン トシス テ ムが 主 力 とな る 。 ア メ リカ ン シス

テ ム で は,主 と してDMに よ る通 販 を 意 味 して い る。広 告 面 か らの わ が 国 通 販 ス

タ イ ル は,情 報 志 向 型 と カ タ ログ タ イプ 型 の2っ に 分 けて み られ る。 情 報 志 向 型

で は,CBSソ ニ ー フ ァ ミ リー ク ラブ にみ られ る タイ プで,情 報 を主 とす る広 告

に よ って 商 品 を売 る もの で あ って,デ ザ イ ン,写 真,コ ピー な どの 情 報 提供 に重

点 が 置 か れ る。 これ に対 しカ タ ロ グ タ イ プ で は,紙 面 の枠 組 の中 に各 商 品 を 羅 列

し商 品 説 明 を す る こ とに よ っ て売 る一 覧 性 の もの で あ り一瞬 理 解 型 の 通 販 タ イ プ

で,日 本 メ ー ルサ ー ビス,尊 簡 な どに み られ る。 また2つ の タイ プ を ミッ クス し

た 形 の もの も出 現 して い る 。二 光 通 販 や エ ヌ ・ジ ー ・シーに そ れ を み る こ とが で

き る。

通 販 受 注 の シス テ ムは,① 先 づ 電話 ま た はハ ガ キ に よ り新 規 客 か らの 申込 が あ

れ ば顧 客 の 登 録 が な され,② 受 注 受 付,チ ェ ックが 行 な わ れ る。 受注 有効 期 間 か
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ど うか,自 社 商 品 か ど うか,媒 体 は何 か,商 品 の 型,色,サ イ ズ な どの 確 認,③

受 注 の判 定,在 庫 の 有 無 で あ る。 ④ 出荷 の判 定,出 荷 可能 商 品 の発 送 へ の 配慮 で

あ っ て こ こで は 在 庫 か らの 落 しが 行 な わ れ る,⑤ 出荷 指 示,報 告,出 荷 伝 票 作 成,

代 金 支 払 方 法別,(無 料 試 用,代 引,月 割,現 金)に 伝 票 は区 分 され ね ば な らな

い。 出荷 指 示 に もと ず い て商 品 の重 量,サ イズ の いか ん に よ っ ては,輸 送 の 方 法

も変 り,送 料 も一 律 に は ゆか な い・。 また1人 の 客 が何 点 もの注 文 を して お れ ば そ

れ を1個 に ま とめ る作 業 も必 要 と な る。 そ の よ うな 出荷 単 位 に 応 じて 出荷 伝 票 が

作 成 され,発 送 へ とす す む の で あ る。

2.4.3通 信 販 売 の特 徴

(1)商 品 面 の特 徴

欧米 に お い て は,通 販 で売 れ な い もの は な い との 考 え方 が 有 力 で あ る。 わ が

国 で もデ ィ ノ ス カ タ ログ に み られ る よ うに 幅 広 く日用 品 が 集 録 され て い るが,

わ が 国 で ヒ ッ ト商 品 とな る通 販 品 は何 れ も特 異 的 な商 品 で あ り,消 費者 もま た

通 販 で は珍 しい商 品 が 入手 で き る との 見 方 を して い るので あ る。近 頃 の ヒッ ト

商 品 を み て も 「ル ー ム ラ ンナ ー 」 「エ レ ンスパ ッ ク」 「ス リム メ イ ト」 「サ ン

パ ワ ー」 「シール ドビー ム」 「プ ロテ イ ン」 な ど何 れ も百 貨 店 で通 常売 られ て

い る商 品 の 中 に は見 当 らな い 開発 品 で あ った 。

② 決 済 面 の 特 徴

所 得 が 平 準 化 し,個 人 信 用 経 済 の 発 達 して い るわ が 国 の通 販 手 法 は,商 品 先

渡 し,代 金 後 払 い の シ ス テム が 現 在 通 販 業 の殆 ん どに採 用 され て い る。1週 間

は無 料 使 用 の方 法 が 多 くと られ て い る の で あ る。 ア メ リカ に お い て も返 品 交 換

自 由 は唱 って い る もの の,商 品 代 金 は 前払 い で 返 品 に は返 金 とい う形 で 取 扱 わ

れ て い るの で あ る。 ク レジ ッ トカ ー ドに よ る購 入 で は代 金 は後 日 口座 引落 しの

方 法 が と られ る。 わ が 国 の 商 品 先渡 し代 金後 払 いの シス テ ム は,通 販 を して も

っ と も大胆 な販 売 方 法 で あ る と の 見方 が な され る所 以 で あ る。

(3)広 告 面 で の特 徴
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郵 便 料 金 大 幅値 上 りを 時 点 と してわ が国 の 通販 広 告 に一 つ の変 化 が 現 わ れ た 。

そ れ は新 聞 また は雑 誌 の 広 告 そ の もの を カ タ ロ グ と して の通 販 へ の 直 往 で あ る。

そ れ まで の通 販 で は カ タ ログや 資 料 の請 求 を 求 め そ れに よ って 受注 す る形 で あ

った もの が,郵 便 料 金 の 節 約 もあ って広 告 そ の もの をカ タ ログ に見 立 て る方 法

で あ る。 新 聞1頁 ま た は2頁 を 用 いて の通 販 広 告 で あ る。 この よ うな大 規 模 の

通 販 広 告 は わ が国 通販 広 告 の 特 徴 と して あ げ て よ い。

最 近 の 傾 向 と して は,カ タ ログ発 行 に よ る通 販 に戻 りつ つ あ る。

(4)業 界 と して の 特徴

わ が国 の 通 販 の歴 史 は古 いが,戦 争 で 中 断 され て以来,戦 後 は新 しい形 で通

販 が 興 ってい る。わが国 の通 販 が欧米 先進 国の 通 販 の ノウハウを 取 入 れ て 近 代 的 通

販 の 方 向 を た ど った の は ここ10年 位 の こ とで,業 界 と して は新 興 の部 に属 す

る。 従 って世 界 的 水準 に 達 す る企 業 もな くア メ リカ の シア ーズ や西 独 の オ ッ ト

ーの よ うな大 企 業 は存 在 しな い。 い うな らば群 雄 割 拠 の 状態 とい え よ う。

全 体 的 に は,試 験,適 応 期 を す ぎて 成長 期 に 入 り,そ の伸 び率 は 昭 和50年

よ り55年 迄 の 平 均 で116%と 高 い 。 こ う した 伸 長率 に着 目 して大 手 企業 の

通 販 参 入 の 傾 向 が 目立 ち,ダ イ エ ー,ユ ニ ー を は じめ,キ ャ ノ ン,サ ン トリ ー,

毎 日商事,住 友 商事,麟 麟 麦 酒,第 一 家 庭 電 器 な どの 進 出 が さか ん とな って きて

て い る。

2.4.4通 信 販 売業 界 の シ ス テム 化

通 販 の シ ス テ ム は,広 告媒 体,カ タ ログ な ど に よ っ て受注 す る シ ンプ ル な シス

テム で あ る。 しか し,カ タ ロ グ作 成や 商 品 の確 保 に 当 って も需 要 の 予 測 が 必 要 と

な り,ク レジ ッ トを加 味 す る とな れ ば そ の都 度,受 注 に即 応 す る商 品 の 出荷 な ど

これ ら一 連 の 作 業 を ス ピ ーデ ィに行 な う こと が要 求 され る。 迅 速 性 は 通 販 の 生 命

で もあ る。 これ らを コ ン トロ ール し効率 を 高 め る ため には コ ン ピュ ー タ の導 入 が

必 要 とな る。 現 在 大 手,中 堅 の通 販 業 者 は コ ン ピュ ー タの導 入 を はか り効 率 化 経

営 を はか って い る。 そ の 作 業 内容 と しては,
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① 顧 客 の登 録

顧 客 の 住所,氏 名 の他 知 り得 た情 報 が イ ンプ ッ トされ,顧 客 コ ー ド決 定 の

上 流 れ る。

② 受 注 受 付

注 文 書 へ 商 品名 等 の 記 入 。

③ 受 注 イ ンプ ッ ト

オ ペ レータ ー に よ り,注 文 書 か ら,エ ン トリー,ベ リフ ァイが 行 な われ磁

気 テ ープ ヘ ア ウ トプ ッ トされ る。 この デ ー タ は コ ン ピ ュ一 夕ヘ イ ンプ ッ トす

る。

④ 受 注 の 判 定

コ ン ピュ ー タ に よ り在 庫 状況 な ど照 合 し処 理 され る。

⑤ 出荷 判 定

分割 処 理 の判 定,出 荷 指 図 を 判 定 す る。

⑥ 出荷 指 図

出荷 可能 を 指 図 す るた め の 伝 票発 行,ラ ベ ル等 の作 成 。

⑦ 出荷 報 告

出 荷 完 了 に よ り テ ープ へ 出荷 報 告 が.イ ンプ ッ トされ る。 コ ン ピュ ー タは 出

荷 案 内 書 を ア ウ トプ ッ トす る。

以 上,コ ン ピュ ー タ処 理 の 概 要 で あ るが,各 社 共 に これ らと共 に 「販 売 情 報 シ

ス テ ム」 を ア ウ トプ ッ ト して い るの で あ る。 それ ら は,地 域別,媒 体 別,顧 客属

性,な ど販 売 促 進 の た めの 各 種 資料 の 他,顧 客別 受 注,出 荷 の 情 報,顧 客 別 売 上,

入 金,返 品情 報,加 え て経 営 資料 と しての 商 品 回 転 表,販 売 先 売 掛 金回 転 表,在

庫 情 報,商 品 別 販 売 情 報 と い っ た もの が作 成 され るが,会 社 に よ って一 律 とは い

え な い。通 販 の顧 客 数 は 多 くま た商 品 も多種 で あ る と ころ か ら コ ン ピュ ー タの有

効 度 は大変 高 い 。将 来 も その 活 用 に期 待 が待 た れ る。
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2.4.5今 後 の 課 題

わが国の通販業界 は流通業 に お ける位 置を年々高 め定着化 しつつあ り,そ の伸

び率 も20%前 後で順調 に推 移 してい るが抱え る問題 も多い。各社の企業体質 は

脆弱で欧米 にみ られ る強靱 な企業 は少 く,従 って浮沈 も常な らず とい った実 状で

あ る。 そのため外 観 は華や かな各社 に,常 時危機感 を抱 かせ ることとなっているが,

この危機感 はまた発展へ の活力 とな っているとみ てよい。

今後の通販業 の課題 と しては,企 業体質の強化 を 目指 し,急 激な上昇 に対 する

管理体制 の充実(商 品開発,媒 体利用,顧 客管理,回 収,各 チ ェック機能 などの

バ ラ ンスの とれた運営),商 品開発力 の強化,管 理費増大へ の対処,物 流組織 の

確立,消 費者問題 へ の対応 の他,業 者 乱立 による不良業者の排除 とい った業界 と

しての問題 もあ り,モ ラルの向上 も叫ばれてい る。解決 すべ き課題 は多 くある。

要 は,通 販業が,消 費者 の信 用 を獲得 し,そ れを保持 しつつ便利で重宝 な買 い

方 と消 費者 か ら歓迎 され国 民生活の 中に浸透す ることにある。

幸 いに してわが国で は,近 代通販 が発展 する社会的条件 とみ られ る。成熟 した

大衆 消費市場,大 量生産機構,個 人 信用経済 の発達,情 報化社 会の成立,高 度 な

文化,と い った環境 が整 って い るので,通 販各社 が誠 実 さに立 脚 して その運 営を

はか る限 り将来 の発展 は約束 され よう。流通界 にお ける位置 も毎 年高 まってゆ く

ものと思 われ る。

▼
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2.5鉄 鋼 業 界 に お け る 情 報 化(業 界 共 同 デ ータ ベ ース ・シス デ ム)

2.5.1は じめ に

鉄 鋼 業界 に お け る情 報 化 は 昭和30年 代 の前 半 か ら,コ ン ピ ュ ータの 初 期 の製

品 で あ るパ ンチ ・カ ー ド ・シス テ ム(PCS)を 利 用 して 単 純 計 算 業 務 の 機 械 化

に始 ま った 。 そ の 後 高 度 成 長 期 と石 油危 機 と い う大 きな 社 会 的,経 済 的 変 革 の時

期 を経 て経 営 と直 結 した シス テ ムを 構 築 し,徹 底 的 な合 理 化 を 図 り,強 い国 際 競

争 力 を維 持 して きた 。

しか し,現 在 の 鉄 鋼 業 を と りま く環境 に は 非 常 に厳 しい もの が あ り,今 後 と も

国 際競 争 力 を 維 持 し,向 上 させ て い くた め に は,経 営 の 効 率 化,合 理 化 が一 層 必

要 で あ り,情 報 シ ス テ ム の役 割 は増 々重 要 と な りつ つ あ る 。

この よ うな 状 況 に お い て,(社)日 本 鉄 鋼 連 盟 情 報 処 理 委 員 会 の 中 に 臨 時 プ ロ ジ

ェク トと して 設 置 され た 「情 報 化 研 究 会 」 が 本 年3月 に と り ま とめ た 「鉄鋼 業 に

お け る情 報 化 の 現 状 と課 題 」 よ り,そ の概 要 を ご紹 介 した い 。

ま た,鉄 鋼 業 界 で は 昭 和46年 に業 界 共 同 の デ ータ ベ ー ス ・シ ステ ム と して

「鉄鋼 情 報 シ ス テ ム ーSteelInformationSystem(SIS)」 を 計 画 し,鉄 鋼

連 盟 を 中心 に開 発 ・運 用 して き た。

SISは 鉄 鋼 連 盟 会 員 会 社 お よ び事 務 局 で 実 施 され る種 々 の 分 野 にお け る調 査

研 究 活動 に用 い られ るプ ラ ンニ ン グ情 報 を 的 確 に入 手 ・処 理 ・蓄 積 す る情報 処 理

体 制 を確 立 す る こ とに よ り,情 報 利 用 の 高 度 化 を 図 り,質 の 高 い調 査 研 究 を 的 確

に 実施 す る基 盤 とす る と と もに,業 界 全 体 と して 情 報 処 理 の 省 力 化,合 理 化 を 図

る こ とを 目的 と して い る。

現在 で は鉄 鋼 関 係 を 中 心 と した種 々 の デ ー タ が 蓄 積 され て お り,会 員 会 社 に対

して は磁 気 テ ー プ の コ ピ ー ・サ ー ビス とプ リン ト ・サ ー ビス を行 って い る。 しか

し,最 近 デ ータ の 拡 充 と利 用 の高 度 化 の要 請 が 高 ま って お り,現 行 シス テ ム の 見

直 しが 必要 に な って きて い る。 こ こで は,こ の よ うな 状 況 に お け るSISの 現 状

と将 来方 向 に つ い て 紹 介 した い 。
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▼

2.5.2鉄 鋼 業 にお け る情 報 化 の 現 状 と課 題

鉄 鋼 業 の 特 質 は 「基 礎 素 材 産 業 で あ り,大 量 生 産,大 量 販 売 の装 置 産 業 で あ る

一 方
,多 くの需 要 家 か らの 注 文 に 基 づ く販売 ・生 産 方 式 を と る」 とこ ろ に あ り,

この特 質 が 鉄 鋼 業 に お け る情 報 シ ス テ ムを 特 徴 づ け て いる。

(1)情 報 化 の経 緯

鉄 鋼 業 に お け る情 報 化 の 経 緯 は第2-5.1図 に示 す とお り,昭 和30年 代 の

単 純 計算 業 務 の機 械 化 を 経 て,高 度 成 長 期 に お け る新 鋭 大 型製 鉄 所 の建 設 に 合

わ せ て効 率 的 な操 業,高 品 質,高 生 産 性,徹 底 した 省 力 化 を 狙 い と し,建 設 計

画 時 点 か ら コ ン ピュ ー タ ・シス テ ム を管 理 の 前 提 と して 織 り込 み,製 鉄 所 の 運

営 を 組 織 的 に コ ン ピ ュー タ と総 合 的,一 貫 的 に結 合 させ て い る。 石 油 危 機 後 は'

設 備 の 連 続 化,直 結 化,省 力 化 や操 業 の 同期 化,多 品種 少 量 生 産,低 コス ト化,

操 業 条 件 の 変 化,新 製 品 の増 加 等,各 種 の変 化 に 対 応 して コ ン ピ ュー タ ・シス

テ ムが 構 築 され,経 営 危 機 乗 り切 りの重 要 な ツ ー ル とな って き た。
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② 情 報 化 の現 状 とそ の 特 徴

鉄鋼 業 に お け る情 報 シ ス テ ム は第2-5.2図 に示 す とお り,日 常 業 務 の実 行

管 理 を行 な うオ ペ レー シ ョナ ル ・レベ ル か ら,販 売 ・生 産 計 画 を 中心 と した短

期 計 画 の た め の 計 画 ・管 理 レベル,お よ び長 期 計画 を 中心 に トップ ・マ ネ ジメ

ン トの 意 思 決 定 を 支 援 す る戦 略 レベ ル の 三 つ の レベ ルが 階層 的 に構 築 され て お

り,経 営 の あ らゆ る領 域 まで 拡 大 され て い る。
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◆

今 や 日本 鉄 鋼 業 にお け る情 報 シス テ ムは経 営 の 中 枢神経 と して 不 可 欠 の機 能

と役 割 を果 た して お り,省 力化 を は じめ とす る コ ス ト削 減 や,計 画 ・管 理 面 で

の高 度 利 用 等,経 営 活動 に 大 き く寄 与 して い る。

ま た,我 国 鉄 鋼 業 の情 報 化 は 国 内 の他 産 業 お よ び欧米 先 進諸 国 の 鉄 鋼 業 に 比

べ て トップ ク ラ スの 水 準 に あ り,そ の 現 状 と特 徴 は次 の とお りで あ る。

① 販 売 ・生 産 を 中心 と した 総 合 一貫 管 理 シス テ ム

全 社 的 に 管 理 方 式 お よび 業務 処 理 標 準 を整 備 して販 売 一生 産 一出荷 一流 通

に 至 る総 合 一 貫 管 理 シス テ ムを 形成 して い る。

② 高 度 な 総 合FAシ ステ ム

セ ンサ ー,プ ロセ ス ・コ ン ピュ ー タ,大 型 コ ン ピュ ータ を駆 使 し た全 製 造

工 程 の 高 度 自動 化 の み な らず,エ ネル ギ ー,環 境 管 理等 も含 む製 鉄 所 全 体 運

営 と も結 合 した総 合FAシ ス テ ムを 構 築 して い る。

③ 大 規 模 シス テ ム,大 型 ネ ッ トワ ー ク

ハ ー ドウ ェ アお よ び ソ フ トウ ェア,処 理 量,要 員数 等,い ず れ も他 産 業 に

比 べ て 大 規 模 とな って い る 。 ま た,全 国 的 な 大 型 ネ ッ トワ ー ク に よ り事 業 所,

営 業 所,流 通 基 地等 を結 ん で い る。

④ 国 際 的 な シ ス テ ム技 術 協 力

長 年 の経 験 で 培 わ れ た 高 度技 術 を もち い て 各 国 ヘ シス テ ム技 術 協 力 を行 っ

て い る。

⑤ 先 進 的 な 業 界 共 同 シ ステ ム

日本 鉄 鋼 連 盟 にお け る鉄鋼 情報 シ ステ ム(SIS)に よ る業 界 共 通 情 報 の

整 備 と,鋼 材 倶 楽 部 を 中 心 とす る帳 票 ・コ ー ドの標準 化 お よ び鉄 鋼 協 会 の 鉄

鋼 技 術 情 報 セ ンタ ー によ る技 術情 報 の 整 備 等,他 業 界 に先 駆 け て業 界 共 同 シ

ス テ ムを 開 発,運 用 して い る。

③ 情 報 化 の 今 後 の 展 望

以 上 の よ うな 現 状 と特 徴 か ら,鉄 鋼 業 に お け る情 報 化 の 今後 を展 望 す る と,

次 の よ うな項 目が あ げ られ る。
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(i>企 業 内 シス テ ム

① 競 争 力 強化 の た めの 基 幹 シス テ ムの 絶 え ざ る リフ レ ッシ ュ

高 級 製 品化,多 品 種 小 ロ ッ ト生 産 体 制 の 確 立,生 産 工 程 の 連 続 化 ・自動

化 等 の た め の設 備 更 新,国 際 競 争 力 強 化,経 営 環 境 変 化 に対 応 した 日常 業

務 活 動 領 域 の 基幹 的業 務 シ ス テ ムの 不 断 の リ フ レ ッシ ュが 必 要 で あ る。

② 経 営 計 画,戦 略領 域 の シ ス テ ム支 援 機 能 の充 実

量 的 拡 大 が 望 め な い 状 況 下 で の収 益 管 理,効 果 的 な販 売 ・生 産 ・購 買 管

理,経 営 計 画 ・管 理 業 務 の効 率 化,あ る いは長 期 的 な 事 業 展 開 の た め の的

確 ・迅 速 な戦 略策 定特 に資 す る支 援 シ ス テ ムの 充 実 お よ び社 内外 の デ ータ

ベ ー スの 整 備 ・活 用 を 図 る必 要 が あ る。

③ 技 術開 発 力 強化 の た め の 支 援

高 品質 ・高 付 加 価 値 製 品,新 製 造 技 術,新 素 材等 の 研 究 開 発 の効 率 化 を

支 援 す る情 報 シ ステ ムの 強 化 が 必 要 で あ る。

④ エ ンジ ニ ア リン グ事 業 の 総 合 管 理 シス テ ムの確 立

エ ン ジニ ア リ ング事 業 展 開 に対 応 す るた め に,設 計 ・見 積 り ・調 達 ・プ

ロジェク ト・マ ネジメン ト等 を 中核 と した エ ン ジニ ア リン グ総 合 管 理 シス テ

ムの確 立 によ る競 争 力 の 強 化 が必 要 で あ る 。

⑤ オ フ ィスの 効 率 化 と高 度 ネ ッ トワ ー クの 整 備

管 理 ・間 接 部 門 の合 理 化 の 一 環 と して,オ フ ィスの 生 産 性 向 上 を 図 るた

め に,各 種OA機 器 と大 型 コ ン ピ ュー タを 統 合 し,さ らに 高 度 ネ ッ トワ ー

クを通 して相 互 の オ フ ィスを 結 合 した高 度 な オ フ ィス ・シ ス テ ム を実 現 す

る必要 が あ る。

UD企 業 間 システ ム と ネ ッ トワ ーク 化

① 系 列 ・関 係 企 業 間 ネ ッ トワ ー ク化 と情報 化 の促 進

加 工 会 社,流 通 基 地,輸 送 業 者 等 との ネ ッ トワ ー クを 整 備 ・充 実 し,中

小 系 列,関 係 企 業 の情 報 化 促 進 支 援 に よ る企 業 グル ー プ全 体 の経 営 体 質 の

強 化 と企 業 活 動 の活 性 化 が 必 要 で あ る 。
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◆

② 企 業 間 ネ ッ トワ ーク利 用 に よ る業 務 処 理 の効 率 化

昭 和48年 に実 施 した鉄 鋼 取 引 に お け る 「帳 票 ・コ ー ドの標 準 化 」 を基

盤 と した,現 在 の 鉄鋼 メー カ ー,商 社 ・問屋 間 の磁気 テ ープ に よ る デ ー タ

交 換 を,オ ン ラ イ ン ・ネ ッ トワー ク化 へ 発 展 させ,企 業 間 業 務 の 効 率 化 を

推 進 す る必 要 が あ る。

ま た,金 融,一 般 輸 送会 社 等 との ネ ッ トワ ー ク化 に よ り効 率 化 が 期 待 さ

れ る。

③ 国 際 ネ ッ トワ ー クの 活 用

企 業 活 動 の 国 際 化 に伴 い,海 外 事業 拠 点,エ ンジニ ア リ ング ・プ ロ ジ ェ

ク トサ イ ト,海 外 事 務 所 等 を 国 際 ネ ッ トワ ー クで結 合 し,国 際 業 務 活 動 を

効 率 化 す る必 要 が あ る。

④ 業 界 デ ー タベ ー ス の整 備 ・充 実 とオ ンラ イ ン化 の推 進

鉄 鋼 業 界共 同 の デ ータ ベ ー スで あ る 「鉄 鋼 情 報 シス テ ム(SIS)」 の 内

容 を 一 層 充 実 させ る とと もに,会 員 会 社 との オ ンラ イ ン化 に よ り情 報 蓄 積

加 工 ・利 用 の 高 度 化 を 図 る必 要 が あ る。

ま た,各 産 業 別 情 報 拠 点(業 界 団 体)に よ る産業 毎 の デ ー タベ ー スの 整

備,さ らに官 庁 デ ー タベ ー ス との 有 機 的 結 合 に よ る産 業 レベ ル の 高 度 情 報

化 を 実 現 す る必 要 が あ る。

(4)情 報 化 推 進 上の 課 題

以 上 の よ うな 鉄 鋼 業 に お け る情 報 化 の現 状 と展 望 か ら,今 後 情 報 化 を一 層 推

進 して い くた め に は,我 々 コ ン ピ ュー タ利 用 企 業 の ニー ズを 反 映 した視 点,な

らび に 社 会 的,経 済 的視 点 等 か らの バ ラ ンス の とれ た総 合 的 な施 策 の 推 進 が 望

ま れ る。 今 後 具 体 的 に ど の よ うな機 関で,ど の よ う に推 進 す る か につ いて は,

な お検 討 を要 す る もの も あ るが,解 決 す べ き共 通 の 課題 と して 次 の よ うな項 目

が あ げ られ る。

① ソ フ トウ ェア危 機 に 対 す る人 的 ・技 術 的問 題 解 決 の た めの 諸 施 策 の策 定 と

実 行
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イ・ ソ フ トウ ェ ア要 員等,情 報 化 に関 す る人 材 育 成 の た め の 教 育 機 関 の拡 充

等,基 盤 の 整備

ロ.開 発,保 守 の生 産 性 向 上 を 図 る た め の ソ フ トウ ェア生 産 工 業 化 シス テ ム

等,有 効 な 手段 の早 期 開 発 と実 用 化 の促 進

ハ.汎 用 ソ フ トウ ェアの 広 範 な利 用促 進 の た め の条 件 ・機 構 の 整 備

② 利 用 企 業 か らみ た 情 報 産 業 の 問 題 点 解 消 の た め の諸 施 策 の 策 定 と推 進

イ.相 互運 用 性(イ ンタ ーオ ペ ラ ビ リテ ィ)お よ び利 用 企 業 の ニ ー ズ に適 合

した 機器 の提 供 を 可 能 とす る た め の コ ン ピ ュー タ,通 信 機 器 メ ーカ ーに対

す る指 導 と施 策 の検 討

ロ.利 用 企 業 の ソ フ トウ ェア 開発 ・保 守 ・運 用 を担 うに足 る ソ フ トウ ェア ・

ハ ウス,計 算 セ ンタ ー の資 質,信 頼 性 の 向 上 の た め の 育 成,指 導 お よ びそ

の た め の施 策 の 検 討

八 広 域 通 信 シス テ ム化 を 促 進 させ る た めの 基 本 通信 業 者,VAN業 者,デ

ー タ ベ ー ス業 者 等 の利 用 容 易 性 ,安 全 性,信 頼 性 向 上 に関 す る 育 成,指 導

お よ びそ の た め の施 策 の 検 討

③ 高 度 情 報 化 を 促 進 させ る実 体 基盤 の 整 備

イ・ 業 界 内,企 業 間 の 取 引業 務 手 順(ビ ジネ ス ・プ ロ トコル)標 準 化 の促 進

ロ.情 報 化 投 資 費 用 へ の資 金,税 利 面 で の優 遇 措 置 の 検 討

ハ .公 共,業 界 拠 点 の デ ー タ ベ ー ス整 備 ・構 築 の促 進 と助 成 ・振 興 策 の確 立

④ 中 小 企 業 の情 報 化 促 進 の た め の諸 制 度 の 整備 と施 策 の検 討

イ.公 的 機 関 に よ る コ ンサ ル テ ィン グ,共 同開 発 等 の支 援 充 実

ロ.低 利 融 資,税 制 上 の 優 遇 措 置 等,費 用 面 で の特 段 の 配 慮

⑤ 高 度 情 報 化 に対 して,実 体 にそ ぐわ な くな って い る法 制 の見 直 し,整 備

イ.商 的取 引(契 約 ・決 済)行 為 の 電 子 的 処 理 等,商 法 等 の 問題 に 関 す る見

直 し,整 備

ロ.コ ン ピュ ータ機 器 等 の 償 却 問題(期 間,残 存 薄 価)等,税 法 等 の 問 題 に

関 す る見 直 し,整 備
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ハ.女 子 労 働 力 の活 用,要 員 派 遣 等,労 働 法 上 の問 題 に関 す る見 直 し,整 備

二 .ソ フ トウ ェ アや デ ー タの 保 護,権 利 等 に関 す る法 制 の 整備

以上に掲 げた課題 は鉄鋼 業界 だけの問題で はな く,我 国が今後 高度情報 化社会

を実現 しよ うとす る時に整備 しなければな らないイ ンフラ ・ス トラクチ ャーの よ

うな ものであ り,こ れ らの解 決すべ き課題 を放置 して高度情報化社会の実現 はあ

り得 ないで あろ う。

◎

2.5.3業 界共 同デ ータベ ース ・システム

前 述の とお り鉄鋼 業界で は業界共 同のデ ータベース ・システムと して 「鉄鋼情

報 システム(SIS)」 を開発 し,運 用 してきた。

鉄鋼連盟会員会社 におけ るSISの 位置づ けは,個 別企業で は入手できな いよ

うな,ま たは入 手す るには相当の費用 と要員を要す るよ うな社外 情報 を一元的 に

蓄積 ・整備 し,付 加 価値 を高 めて提供す る,い わば会 員会社 の情報 システムの補

完的機 能であ る。

鉄鋼 業界で はSISを よ り充実 させ ることによ って業界全体 と しての情報処理

の効率化 を図 ろ うとす る ものであ る。

(1)SIS開 発 の背景

鉄鋼業界 では昭和30年 代 に臨海製鉄所 の新設を中心 と した本格的 な鉄鋼生

産体制 を整備 しつつあ ったが,こ の時の業界が取組むべ き課題 の一 つ として,

需給分野を中心 と した鉄鋼総 計の整備 と中長期 の鉄鋼需要見通 しを中心 とす る

調査活動 の充実が あげ られ る。

この時期 に受注,生 産,原 料,貿 易 および鉄鋼 生産設備種別 ごとの作業調 査

表等 の各種統 計の整備 を開始 し,鉄 鋼連盟事務局が これ らの統計の集計業務 を

担 当 した。事務局 では集計作業 の効率化,省 力化の ため に統計処理 の機械化 を

推進 し,昭 和33年 にバ ロ ース会 計機 を導入 し,昭 和39年 か らは外 部の計算

セ ンターへの統計集計の委託 を開始 した。
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そ の後,主 要 な統 計 の 集 計 を 逐 次 機 械 化 したが,当 時 の機 械 化 は 個 々の 集 計

業 務 の機 械 化 が 目的 で あ り,デ ー タ の有 機 的,効 率 的 な活 用 に ま で は至 って い

な か った 。 そ こで 昭 和43年 に事 務 局 内 に ワー キ ン グ ・グル ー プ と して 「資 料

情 報 委 員 会 」 を設 置 して,デ ー タ の効 率 的 な利 用 に つ い て検 討 した 結果,デ ー

タ バ ンク機 能 を 中心 と した情 報 シス テ ムの確 立 が 提 案 され た。

この よ うな事 務 局 の 検 討 結 果 は,主 要 な会 員会 社 の 情 報 シス テ ム部 門 の専 門

家 に よ って 具 体 化 の 方 策 を技 術 的 な 側 面 か ら専 門 的 に検 討 す る こ と とな り,昭

和44年 に情 報処 理 委 員 会 が 設 置 され た 。情 報 処 理 委 員 会 で は,コ ン ピュ ー タ

の 利 用 技 術 面 か らの 検 討 に加 え て,当 時 の 我 国 に お け る情 報 化 の 動 向,会 員 会

社 の社 内 に お け る情 報 処 理 シス テ ムの 状 況 等 の側 面 か らの 検 討 も行 った。

昭 和42年 に経 団 連 が経 営 トップ に よ る 「経 営 情 報 シス テ ム調 査 団 」 を ア メ

リカ に派 遣 したが,そ の報 告 がMISブ ー ムを 呼 ん だ,MISブ ー ム は その 後

鎮 静 化 したが,そ れ は我 国 の将 来 の 情 報 化 の あ り方,方 向 づ け等 の検 討 の 引金

と もな り,主 要 産 業 に お け る情 報 化 の 動 向 を 踏 え つ つ,将 来 の 我 国 に お け る情

報 化 の 展 望 等 が 関 係 各 省 庁 で 検 討 され る こ と と な った。 この よ うな検 討 の 一 つ

と して,昭 和42年 に通 産省 を 中心 とす る研 究 グ ル ー プ がNIS(National

InformationSystem)を 発 表 した 。NISは 「企 業,研 究 機 関,産 業 団 体,

官 庁 等 の 各 機 関 が 自 らの 情報 処 理 機 能 を確 立 す る こ とを前 提 と して,各 機 関 が

必 要 に応 じて対 等 な立 場 で協 力 関 係 を 結 ぶ 情 報 流 通 の ネ ッ トワ ーク を結 ぶ こ と

を 推 進 し,各 機 関 が そ の経 営 活 動 等 に必 要 とす る外 部情 報 を迅 速 か っ容 易 に 収

集 で き る体 制 を 築 くこ と に よ って,我 国 の情 報 化 の レベ ル ア ップ を 図 る」 と い

う もので あ る。

さ らに 昭和44年 に 産 業 構 造審 議 会 が 情 報 化 の促 進 に 関す る中 間 答 申 を発 表

したが,国 全 体 の情 報 化 の あ り方 を指 摘 した 中 に,「 今後 の情 報 化 の 進展 に と

って 情 報 ネ ッ トワ ー クの 形 成 が 緊 要 で あ り,情 報 ネ ッ トワ ー クの 重 要 な 部 分 と

して 業 界 団体 が 自 らの 領 域 に お け る情 報 処 理 機 能 を 確 立 す る と と も に,政 府 機

関 の情 報 の受 皿 機 能 を 受 け持 ち,業 界 に お け る情 報 拠 点 とな る こ とが 期 待 され
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る」 と述 べて い る。

情 報 処 理 委 員 会 で は,事 務 局 の 提 案 に加 え て,こ の よ うな 国 全 体 の 情 報 化 の

展 望 お よ び鉄 鋼 業 界 の 情 報 化 の 動 向 を検 討 し,SISマ ス タ ー プ ラ ンを立 案 し

た 。

(2).SISの 目的 と効 果

以 上 の よ うな背 景 に基 づ い て立 案 され たSISは,第2-5.3図 に示 す よ う

な 目的 と効果 を持 って お り,業 界 全 体 と して の 情 報 処 理 の 合 理 化 と情 報 利 用 の

高 度 化 を図 ろ う とす る もの で あ る 。

鉄鋼業界におけるプランニング情報の処理体制の合理化,

号

会員会社 と事務局に共通する情報処理の集中化(鉄 鋼業界の共同

処理機能としての事務局の情報処理活動を強化)

迅速かつ正確な情報の入手,処 理,提 供

蓄積情報の充実,的 確な追加および更新

事務局の情報処理の改善,効 率化

与

■

会員会社および事務局を含む鉄鋼業界全体として

情報処理の要員,機 材,

保有情報の充実

情報の高度利用

コス トの節約

第2-5.3図SISの 目的 と期 待 され る効 果
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(3)SISの 構 造 と機 能

SISの 構 造 は第2-5.4図 に示 す とお り,SIS情 報収 集 シス テ ム,SIS

デ ータ ・バ ンク お よ びSIS情 報 利 用 シ ステ ムの3つ の サ ブ シ ステ ムに よ って

構 成 され て い る。

SIS
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SIS時 系 列 統 計 デ ー タ 文 字 情 報 サ ブ ・ ンス テ ム間 の

ベ ー ス(統 計 デ ー タ)イ ン タ ー フ ェ ー ス

第2-54図SISの 構 造

①SIS情 報 収 集 シ ス テ ム

情 報 の 入 手 ・イ ンプ ッ ト機 能 の た め の サ ブ シ ステ ム で あ り,事 務 局 が従 来

か ら行 って き た統 計集 計 シ ステ ムか らの デ ー タエ ン トリーを 中心 に,外 部統

一74一

㌔



'

計 の 磁 気 テ ー プ によ るデ ー タ エ ン ト リー,刊 行 物 か らの カ ー ドパ ンチ に よ る

デ ータ エ ン トリー等 で 構 成 す る。

②SISデ ー タバ ンク

情報 の 蓄 積 機 能 の ため の サ ブ シス テ ムで あ り,SISの 中心 的機 能 を果 た

す 重 要 な サ ブ シ ス テ ムで あ る。SIS情 報 収 集 システ ムに よ り入 手 した 種 々

の フ ォ ー マ ッ トの デ ー タ を利 用 し易 い統 一 フ ォ ーマ ッ ト等 に 変換 し,常 に最

新 の 情報 の 追 加 ・更 新 を 行 って 情 報 を蓄 積 す る。

③SIS情 報 利 用 シス テ ム

情 報 の 利 用 機 能 の た め の サ ブ シス テ ム で あ る 。SISデ ー タバ ンクに 蓄 積

され て い る情 報 を有 効 に活 用 し,会 員会 社 や事 務 局 の 調 査 活 動 に際 して,政

策 課 題 検 討 の た め の基 礎 デ ータ の提 供 を 行 う もの で,必 要 な情 報 の 検 索,解

析,ア ウ トプ ッ ト等 の 処 理 を行 う。

(4)SISの 現 状

SISは 鉄 鋼 連 盟 事 務 局 と会 員会 社 に お け る プ ラ ンニ ング情 報 の有 効 利 用 を

図 る ため の業 界 共 同 デ ー タ ベ ー ス ・シ ス テ ム と して 立案 され,そ の具 体 化 の た

め に 昭 和49年 に事 務 局 に コ ン ピ ュー タを 導 入 し,開 発 ・運 用 して きた が,そ

の 現 状 は次 の とお りで あ る。

① デ ー タの蓄 積状 況

SISで 蓄積 して きた デ ータは,需 給,貿 易,原 燃 料,設 備,労 働 等 の 分

野 に お い て事 務 局 が 従来 か ら統 計 集 計 業 務 と して定期 的 に 集 計処 理 して き た

デ ータが 中心 とな って い る。

SISに お け るデ ー タを その 加 工 方 法 の違 い に よ って 分 類 す る とrSIS

時 系 列 統 計 デ ータ ベ ー ス 」,「 サ ー ビス可 能 業 務 統 計 」 お よ びrSISマ ク

ロ統 計 デ ー タベ ー ス」 の3種 類 に大 別 され るが,そ れ ぞ れ の 概 要 お よび 蓄 積

状 況 は 次 の とお りで あ る。

イ.SIS時 系 列 統 計 デ ー タベ ー ス

各 種 統 計 集 計 の 結 果 と して 得 られ た保 存 用 デ ータを 更 に加 工 して 統 計 の
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種 類 に 関 係 な く統 一 フ ォ ーマ ッ トと して時 系 列 に デ ー タを 整 理 した もの で

あ り,7統 計,29万 系 列,176万 レ コ ー ドを 蓄積 して い る。

ロ.サ ー ビス可 能 業 務 統 計

各 種 統 計集 計 の結 果 と して 得 られ た 保 存 用 デ ータ ・フ ォ ーマ ッ トそ の ま

ま で 蓄 積 した もの で あ り,18種 類 の 統 計 につ いて サ ー ビス可 能 で あ る。

こ の デ ー タ は他 の2種 類 の デ ー タ に比 べ て加 工 度 が 低 いた め,比 較 的早 い

時 期 に サ ー ビスで き るの が 利 点 で あ る 。

ハ.SISマ ク ロ統 計 デ ー タベ ー ス

各 国 の 生 産 ・出荷 ・貿 易 等 の デ ー タ を 比 較 利 用す る場 合 に,各 国 の 品種

分 類 が 異 な り,ま た同 一 の国 で も統 計 毎 に品 種 分 類 等 が異 な って い る た め,

オ リジナ ル の細 目分類 で は 比 較 で きず,大 ・中分 類 程 度 に 分 類 集 約 を行 な

う必要 が あ る 。SISマ ク ロ統 計 デ ー タ ベ ー スで は鉄 鋼 需 給 の国 際 比 較 を

オ ン ラ イ ンで 検 索 利 用 で き る よ うに分 類 集 約 を行 って 整 備 した もの で あ り,

10統 計 に つ いて 約58,000系 列,31万 レコ ー ドを 蓄積 して い る。

② デ ー タの 利 用 状 況

SISの デ ー タ利 用 は鉄 鋼 連 盟 事 務 局 にお け る業 界 活 動 の ため の 利 用 と,

会 員 会 社 に お け る企 業 活 動 の た め の 利 用 お よ び関 連 団 体 か らの 受 託 利 用 等 に

分 け られ るが,そ れ ぞ れ の利 用 状 況 は次 の とお りで あ る。

イ.鉄 鋼 連 盟事 務 局 にお け る利 用

事 務 局 に お け る利 用 は 定 常 的 な統 計集 計 ・分析 業 務 か ら貿 易 摩 擦 等 に代

表 され る よ うな そ の時 々の ス ポ ッ ト的 な 業 界 の 政 策課 題 に 対 応 す る た め の

利 用 まで 種 々 の利 用が あ る。

コ ン ピ ュ ータ利 用時 間 に 占め る事 務 局 の利 用 比率 は昭 和59年 度 で91

%と な って い る。

ロ.会 員 会 社 へ の サ ー ビス

現 在 実 施 して い る会 員 会 社 へ の デ ー タ ・サ ー ビスは,蓄 積 デ ー タ の磁 気

テ ー プへ の コ ピ ー ・サ ー ビス お よ び 特 別 の 計 算 処 理 も含 む プ リン ト ・サ 一
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ビス等 が あ るが,最 近 の傾 向 と して は磁 気 テ ー プの コ ピー ・サ ー ビスが 中

心 に な りつ つ あ る。 ま た会 員会 社 へ の サ ー ビス にっ い て も定 常 的 な もの と

ス ポ ッ ト的 な もの が あ り,こ れ らの年 間 の利 用 回数 は 昭 和59年 度 で683

回 とな って お り,コ ン ピュ ー タ利 用 時 間 に 占め る会 員 会 社 へ の サ ー ビス業

務 の利 用 比 率 は 同 年 度 で6%と な って い る。

ハ.関 連 団体 か らの 受 託 利 用

鋼 材 倶 楽 部,鉄 鋼 ス ラ グ協 会,特 殊 金 属 備 蓄 協会,特 殊 鋼 倶 楽 部,日 本

特殊 鋼 輸 出 組 合 等,鉄 鋼 関 連 団 体 へ の デ ー タ ・サ ー ビ スお よ び統 計 集 計 業

務 の 受 託 等 が あ り,こ れ らの 利 用 が コ ン ピュ ー タ利 用 時 間 に 占 め る比 率 は

昭 和59年 度 で3%と な って い る。

⑤ 問 題 点 と今 後 の課 題

SISの 開 発 ・運 用 を 開 始 して10年 以 上経 過 した が,こ の 間 の 社 会,経 済

情 勢 は 激 し く変 化 し,企 業 を と りま く環境 は非 常 に厳 し くな って い る。

ま た最 近 で は 「高 度 情 報 化 社 会 」 と言 う言葉 が使 わ れ る程 情 報 処 理 機 器 お よ

び 通 信 機 器 の 発 達 に よ り情 報 処 理 を と りま く環境 も急 激 に 変 化 しつ つ あ る。

さ らに,主 要 な デ ー タ ベ ー スの 多 くを 海 外 に依 存 して い る現 状 に鑑 み て,国

産 デ ー タ ベ ース の 整備 が 叫 ば れ,そ の振 興 策 が 関 係 官 庁 に お い て 検 討 され て い

るが,鉄 鋼 業 界 に お い て も世 界 の 鉄鋼 お よ び 関連 情 報 の拠 点 とな り得 る よ うな

体 制 を 整 備 す る必 要 が あ る。

この よ うな 状 況 の 変 化 を踏 ま え た 上で,新 しい時 代 の要 請 に応 え られ る よ う

な 業 界 共 同 デ ー タ ベ ース と して のSISの 今 後 の 課 題 に つ いて,現 状 の 問題 点

を 整 理 しなが ら述 べ て み た い 。

① デ ータ の充 実

SISで 整備 して い る デ ー タ は主 と して 従 来 か ら鉄 鋼 連 盟 の 統 計 処 理 業 務

と して 実施 され て きた 業 務 を 一 元 的 に機械 化 して,そ の 結 果 と して の デ ー タ

を 蓄 積 して きた もの で あ る が,複 雑 な 社会 ・経 済 情 勢 の 中 で 的確 な業 界 政策

を 立 案 し,対 応 して い くた め に は現 状 の デ ー タで は不 充 分 で あ り,例 え ば一
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般 経 済 デ ー タ,関 連 産 業 の デ ー タ,海 外 の 鉄鋼 関係 を 中心 と した 関 連 デ ー タ

を整 備 し,そ の 内 容 を 充 実 させ る 必要 が あ る 。

前 述 の とお り,SISは ネ ッ トワ ーク を前 提 と して い るが,現 状 で は その

相 手 の体 制 が 整 備 され て い る 所 が少 な く,事 前 でデ ー タを 整 備 す る こ とを余

儀 な くされ て い るが,広 範 な デ ー タを 全 て 事 前 で 整 備 す る こ と に は限 界 が あ

り,関 連 業 界 に お け る情 報 拠 点 の確 立 の 必 要 性 を強 く感 ず る もの で あ る。

ま た 情 報 処 理 に 関 す る官 民 の 役 割 分 担 も明確 に し,国 全 体 と して の情 報処

理 の 効 率 化 を 図 る必要 が あ る。 そ の意 味 で は デ ータ の素 性 や 性格 を知 悉 し,

利 用 の ノ ウハ ウを 蓄 積 して い る業 界 団 体 が情 報 拠 点 とな り,情 報 セ ンタ ー機

能 を発 揮 す る こ と に よ って 関 連 業 界 お よ び行 政 との連 携 を 深 め る こ とが 大 切

で あ る。

② 利 用機 能 の 充 実

SISに お け る デ ータ ・サ ー ビ スは バ ッチ処 理 を主 体 と して お り,会 員 会

社 に 対 して は磁 気 テ ープ の コ ピー ・サ ー ビス等 を行 って い るが,こ の よ うな

方 法 で は磁 気 テ ープ を 入 手 した会 員 会 社 は 自社 の デ ータ ベ ー スをSISと は

別 に作 成 し,さ らに その デ ー タ を利 用 す るた め の ソ フ トウ ェア を利 用 す る た

めの ソ フ トウ ェアを 開 発 も し くは購 入 しな けれ ば な らな くな る。 しか しSIS

の大 き な 目的 と して,業 界 全 体 の重 複 投 資 を 避 け,効 率 的 な情 報 処 理 を行 う

こ とを狙 って お り,そ の意 味 で は現 行 の サ ー ビス方 法 が 必 ず し もSISの 目

的 に 叶 って い る とは言 い難 い面 が あ る。

ま た プ リ ン ト ・サ ー ビ スを 行 うに して もニ ー ズ を 出 され て結 果 を 提供 す る

ま で の 間 に,場 合 に よ って は新 規 に ソ フ トウ ェ アを 開発 しな けれ ば な らな い

場 合 もあ り,デ ー タ利 用 に関 す る迅 速 な対 応 とい う面 で 問 題 が あ る。

事 務 局 内 の利 用 につ いて も同 じこ とが 言 え,情 報処 理 部 門 は常 に大 き な バ

ック ロ グを か か え 込 ん で しま い,そ の よ うな 事 情 を 知 って い る利 用 部 門 は要

求 を 出 し難 くな り,欲 求 不 満 を募 らせ る結 果 とな って しま う。

この よ う な問 題 を解 決 す るた め に は,デ ー タ利 用 の オ ン ラ イ ン化 を 促 進 し,
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データ利用 に関す る ノウハ ウを持 っている利用 者が自 ら機械 を駆使 して情報

の付加価値を高め られ るよ うな環境 を整備す る必要が ある。

今後増 々データを充 実 させ,そ の利用が多様化 すればす る程,現 状の シス

テム環境では情報処理 部門の対応 は困難 にな ってい くことは明 らかで あ り,

膨大 なデ ータを真 に有効 に活用 す るための利用機 能の充実が 強 く望 まれ る と

ころで ある。

③ 開発 およ び運用体制 の整備

現在SISの 開発 および運 用について は事務局情報 システ ム部が担 当 して

いるが,今 後新規 に追加す べ きデ ータの選択や その利用 については利用 部門

の参画を得て業界全体 と しての開発,運 用体制 を整備す る必要が ある。

鉄鋼 連盟では鉄鋼関連 の種 々の分野 にわた って委員会活動 を中心 に業界 の

政策課題 に対処 して お り,SISが 業界 の政策立案 のために真 に有効 な情報

を提供 して い くためには業界 内各分野の専門家 とその活動 を支 える事務局各

部,さ らにその両者 を側面 か ら支 援す る情報処理 委員会 および事務局情報処

理部門の緊密 な連携 と協力が必要 であ る。

また,鉄 鋼連盟事務 局は広い意味での情報 セ ンターであ り,SISの 開発 ・

運用 にあた って は全事 務局的に推 進する必要 が ある。事務 局全体 が情報 セ ン

ター機能 を充分 に発揮 す るためにはデ ータの内容 を熟知 して いる利 用部門が

データ利用 に関す る コ ンサルテ ーシ ョンを行な い,情 報処 理部門は システ ム

を利用す る際の支 援活動を行 う等,事 務 局内各部門の特性を活か した役割分

担が 必要で あ る。
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付 属 資 料

1.JCA手 順 の 概 要

2.全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ ト コ ル の 概 要
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〔JCA手 順 の 概 要 〕

1.デ ー タ 交 換 標 準 方 式 の 概 要

1.1標 準 方 式 の 適 用 範 囲

(1)チ ェ ー ンス トア と取 引 先 との 間 で オ ン ライ ンの デ ー タ交換 を す る場 合 に適

用 す る。

② 標 準 方 式 は通 信 手 順(プ ロ トコル)及 び制 御 手 順 に限 定 す る もので,デ ー

タ電 文 の 内 容 等 は適 用外 とす る。

③ 今後,チ ェ ー ン ス トア が オ ン ライ ン ・シス テ ムを採 用す ると きの 指標 で あ

って,既 に実 施 中 の シス テ ムの適 用 を 拘 束 す る もの で はな い。

1.2標 準 方 式 は 現 在 も多 く使 用 さ れ て い るBSC(BinarySynchronousCo－

㎜unications)通 信 手 順 に 準 拠 す る 。

1.3今 後,デ ー タ通 信(DDX方 式)等 の新 技 術 が一 般 に普 及 した場 合 は,そ

の時 点 で標 準 方式 を再 度検 討 す る。(方 向 と して は従 来 の標 準 方 式 に追 加 と

い う形 で検 討 す る)

1.4通 信 回 線 は公衆 回 線 を使 用 し,取 引 先 の端 末 起 動 方 式 に よ る もの とす る。

2.伝 送 仕 様

1)適 用 回 線

2)通 信 方 式

3)同 期 方 式

4)接 続 制 御 方 式

5)応 答 方 式

6)誤 り 制 御 方 式

電 話 型 公 衆 通 信 回 線2400BPS

半 二 重 通 信 方 式

独 立 同 期 方 式

コ ン テ ン シ ョ ン 方 式

ACKO,ACK1,NAK方 式

CRCチ ェ ッ ク:X16+X15+X2+1
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8)伝 送 方 式

9)伝 送 ビ ッ ト 順 位

10)回 線'の 接 続

11)RS制 御

12)回 線 平 常 状 態

13)リ ー デ ィ ン グ ・パ ッ ド

14)ト レ イ リ ン グ ・パ ッ ド

15)モ デ ム 仕 様

時 間 監 視

応 答 チ ェ ック

同 期 チ ェ ック

EBCDICコ ー ド(※ 別 紙 添 付)

非 透 過 方 式

LSB(低 位 ビ ッ ト先順)

モ デ ム ・イ ン タ ー フェ イス(CCITTV24準 拠)

送信 時on

マ ー ク状態

SYNキ ャラ ク タ ー

X"FF"

CCITTV26BISに 準 拠

4

〉

3.伝 送 制 御 符 号

1)ACKO/ACK1(肯 定 応 答)

メ ッセ ー ジ ・テ キス トの 受 信 が エ ラー無 しに完 了 し,次 の メ ッセ ー ジ の受 信

可能 で あ る事 を 示 す 。

BSC制 御 手順 で は,肯 定 の 応 答 と してACKOとACK1を 交 互 に使 用 す

る。即 ちACKO/ACK1に よ り応 答 の連 続 性 を チ ェ ック し,前 の メ ッセ ー

ジの伝 送 に対 す る応 答 が 否 か を確 か め る。

ACKOはLINE・BIDに お け る肯 定 応答 と して も使 用 す る 。 、

LINE・BID後,最 初 に 受 け る メ ッセ ー ジの 肯 定 応 答 はACK1で あ る。

2)DEOT(回 線 切 断)

ELE,EOTの ペ ア ーで,回 線 の切 断 を示 す 。

3)ENQ(受 信 勧 誘,応 答 督 促)

LINE・BIDに お いて メ ッセ ー ジの送 信要 求,即 ち受 信 勧 誘 と して 使 用

す る。 又,送 信 した メ ッセ ー ジ に対 す る レス ポ ンス の再 送 要 求,あ る い はWA

-83一



CKに 対 す る応 答 と して も使 用 す る。

4)EOT(伝 送 終 了)

伝 送 制 御 の 終 了 を 示 し,EOTの 受信 に よ りBIDス テ ー トとな る。

伝 送 す る メ ッセ ー ジが 無 く,伝 送 を 終 了 す る時 に送 信 す る。

5)NAK(否 定 応 答)

伝 送 メ ッセ ー ジ の否 定応 答 と して 使 用 す る。(メ ッセ ー ジの サ イ ズ ・オ ーバ

ー ,CRCエ ラー),又,TTDに 対 す る応 答 と して も使 用す る。

6)RVI(送 受信 権 反 転)

RVIはACKO,ACK1の か わ りに使 用 され る肯 定 の応 答 で あ り,交 互

チ ェ ッ クに含 め る。

受 信 ス テ ー シ ョ ンで,よ り高 い 優 先 度 を持 った メ ッセ ー ジが 発 生 した 場 合,

RVIを 送 り受 信 側 よ り送 信 側 へ送 信 権 の逆 転 要 求 を行 な う。

RVIは 応 答 督 促 のENQに 対 す る レス ポ ンス と して送 る以 外 は連 続 して送

っ て は な らな い 。.・

7)STX(テ キ ス トの 開始)

伝 送 メ ッセ ー ジ ・テ キ ス トの 最 初 の文 字 とな る。

8)SYN(文 字 同 期)

二 つ の 連 続 す るSYNに よ り同期 を確 立 す る。

こ こで 確 立 され た 同期 は伝 送 の 終止 を 示 す 文 字 の 受信 に よ り完 了 す る。

SYNはCRCの 計 算 対 象 外 とす る。

9)TTD(送 信 待 機)

TTDは 送 信 側 ステ ー シ ョンで メ ッセ ー ジの伝 送 が遅 れ る事 を示 す 。

TTDに 対 し受信 ス テ ー シ ョ ンで はNAKを 返 し,伝 送 の再 開 を 待 つ 。

も し,送 信 ス テ ー シ ョ ンで伝 送 可能 とな らな けれ ば(2秒 間 に)こ れ を繰 り

返 す。

TTDの 返 答 と してNAKを 受信 した後 に,送 信 側 がEOTを 送 る とス テ ー

シ ョンはBIDス テ ー トとな る。
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10)WACK(受 信 待機)

WACKは 次 の メ ッセ ー ジ の受信 が 受 信 ステ ー シ ョ ン側 で 一 時 的(2秒 間)

に不 可能 で あ る事 を示 す 。 これ は メ ッ セ ー ジ ・受信 あ る い はBIDス テ ー タ ス

で のENQ受 信 に対 す る肯 定 応 答 と して 使 用 され,交 互 チ ェ ックに含 めな い。

11)ETX(伝 送 テ キ ス ト終 結)

ETXで 始 ま る伝 送 テ キ ス トの終 りを示 す 。

4
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4.BSC・ 伝 送 制 御 手 順(概 略 図)

、 、

主 局 従 局

'

DIAL
ANSWER

,N－ ゴー
DISCODEOT」'』

】NVALIDorT/()WACKNAK ACKO

合llI'L
DEOTンD1～icON

⑨ ワ

OTTＴD

8
Σ

艮
芸

1.'

。 ・;-AU三 ・T万 全1

ξ::きDISCON・Dε ㏄ －l
z<▼ ▼ ●'ず
巴EQINvALID。,T乃MCKNAK又VIACK

日 貸=DE。T∂ISC・NIl

恒'
'

DISCON〈DEOT

"

NAK

.1

－DEOT__bISCON

1NV∴LIDorT/OENQ

ACKOWACKNAKINVALlDorT/'CJ

DISCON DEOT'

EOT

IN'VALID。,T/OSTX

ETX

CRC－
ACKO、1

カ
TTDEOTDEOT

DEOr-一 一ーーーーーーナDISCON

DISCONDEOT」

'

1)ISCON← 一一ー－DEOT-一 一一 一}

DEOT

DlSCON

DlSCON

－86一

ア

〉

■



や

5.JCA手 順 の 受 発 注 シ ス テム へ の適 用

5.1標 準 化 の 考 え 方.・ ・s

(1)JCA手 順 に 基 づ いて,そ の枠 内で 検 討 す る。

(2)フ ォ ーマ ッ トは1種 に限 定 せ ず に商 品特 性,シ ス テ ム特 性 に応 じたパ タ ー

ンを設 定 す る。"

(3)'デ ー タ項 目 は,共 通 項 自 と各 種 特 性 に応 じた項 自}と分 けs'特 に,共 通 項 目

に つ い て標 準 化 を 行 な う。"▲

(4)フ ォ ーマ ッ トの総 桁 数 は デ ー タ伝 送 に要 す る コ ス トと時 間;及 び伝 票 発 行

の容 易 性 を考 慮 す る。 ・:

⑤ 使 用 す る各 項 目(発 注 単 位 コ ー ド,伝 票 区 分 ユ ー ド等)の コ ー ドに つ い て

は,フ ォ ー マ ッ トと は別 に検 討 す る。1

5.2対 象 業 務

小 売 業 の 受 発注 業 務 に 必 要 な オ ン ライ ン.デー タ交換 フ辻 三 マ ッ トにつ いて 標 準

化 を行 な う。

5.3標 準 化 対 象

伝 送 手順 は,JCA手 順 を 基順 に し

(1)伝 送 レコ ー ド ・シ ー クエ ンス

(2)フ ァイ ル ヘ ッダ ー

(3)伝 票 作 成 に 必 要 な デ ー タ

。 伝 票 ヘ ッダ ー

o伝 票 明細 行

(4)店 別 発注 明細

(5)プ リン ト ・イ メ ー ジ,・デ ー タ

に つ いて 標 準 化 を 行 う。

そ の 中 で取 扱 うデ ー タ と して,
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5.4標 準 フ ォ ー マ ッ ト

5.4.1伝 送 レ コ ー ド ・シ ー ク ェ ン ス

伝

送

単

位

　コ　 　 　 　 　 　 　 　 　 ロ　

1制 御電文(開 始)l
L__________」

フ ァ イ ル ・ヘ ッ ダ ー オプ ション
'

フ

ァ

イ

ル

単

位

伝

票

単
位

伝票ヘ ッダー

伝 票ヘ ッダー ・オ プシ ョン

伝票明細行

オプシ ョン

1・ ・ イ ル ・へ ・ ダ ー

オプ ション

フ ァ イ ル ・ヘ ッ ダ ー

フ。リ ン ト ・イ メ ー ジ1

…

プ リ ン ト ・イ メ ー ジn

オプ ション

「一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一一「

1制 御電文(終 了)l
L___________」

(1}制 御電 文 の フォ ー マ ッ トは,取 引 先 デ ー タ 交換 標 準 通 信 制 御 手順(JCA

手順)に 準 ず る。

②1伝 送 単 位 とは,1回 の 回 線 接 続 に よ って伝 送 され る デ ー タの 集 りを い う。

θ
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5.4.2標 準 フ ォ ー マ ッ トの 種 類

種 類 は下 記 の とお り と し

種 類 を 区 分す る 。

(1)種 類

,レ コ ー ド区 分,デ ー タ 区 分 に よ っ て フ ォ ー マ ッ トの

フ ォ ー マ ッ ト の 種 類

レ コ ー ド 区 分
デ ー タ

レ コ ー ド の 種 類

128BYTE 64BYTE 区 分
オプション

1 フ ァ イ ル ・ヘ ッ ダ ー A ○ K ○ ○

2 伝 票 ヘ ッダー B ○ L ○ 01

3 伝 票 ヘ ッ ダ ー ・オ プ シ ョ ン C ○ M ○ 01 ○

4 伝票明細行 D ○ N ○ 01

5 伝票明細行オプション E ○ σ ○ 01 ○

6 発 注 明細 ヘ ッダ ー B ○ 20

7 発注 明細 ヘッダー・オプション C ○ 20 ○

8 発注明細行 D ○ 20

9 発注明細行オプション E ○ 20 ○

10 プ リ ン ト ・イメ ー ジ Z ○

③ ○ 印 ・標準 フォーマ ットの種類 と して適 用A～Z・ レコー ド区分

デ ー タ区 分

01

20

01～

21～99

主に食品雑貨での伝票作成用発注データ

主に食品雑貨での発注明細

リザーブ

任 意
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(2)標 準 フ ォ ー マ ッ トの 使 用

特 に伝 票 作 成 デ ー タに つ い て,次 の2パ タ ー ンの 使 い方 を 認 め る。

)1 伝票 ヘ ッダ ー128BYTE

1伝票明細行 128BYTEl

2) 伝 票 ヘ ッダー 64BYTE

伝票明細行 64BYTE・

3)オ プ シ ョン レコー ドは自由使用

5.4.'3伝 送 ブ ロ ッ ク 中 の デ ー タ の ブ ロ ッ キ ン グ に つ い て

(1)1制 御 電 文 は そ れ の み で1伝 送 ブ ロ ッ ク 中 に 入 れ る 。

(2)iフ ァ イ ル ヘ ッ ダ 及 び 他 の 全 て の レ コ ー ドは ブ ロ ッ キ ン グ して 伝 送 す る1。

(3)iシ ョ ー トブ ロ ッ ク はNULLコ ー ド(XttOO")も し くは ス ペ ー ス(X

40・)で 空 部 分 を 埋 め 固 定 長 の ブ ロ ッ ク サ イ ズ と す る 。

トー 一 ≡ 一 ー 一1伝 送ブ・・ク'256バ イ・一 一 二→一
フ ァイ ル ヘ ッダ ー(1)伝 票 ヘ ッダ ー (1.1)伝 票 明細行 (11.1)伝 票 明 細 行(1.1.2)

・

伝票 明細行(11.3)1伝 票 へ ・ダー (12)1伝 票明細行 (12.1)1フ ・イ・・〈 ・ヂ(2)

…
:

■

発注 明細(・,m,1)1ズ ・ ・"

A

x"00"

制 御 電 文(終 了)

1伝 送 ブロック=256バ イ

ブ ロ ッ キ ン グ の 例

ト,1レ コ ー ド=64バ イ ト

ー90一



'

〔全 銀 協 標準 通 信 プ ロ トコル の概 要 〕

1.通 信 プ ロ トコル の 標 準 化'・

1.1必 要 性 ・

企業 に お け る コン ピュ ー タ システ ムの 発展 は そ の企 業 内 の 事 務 処 理 や経 営 管 理

等 の 目的 達 成 を 基盤 と して きた が,最 近,企 業 に お ける事務 処 理 の 合理 化 お よ び

資 金管 理 の効 率 化 を 図 る観 点 か ら,企 業 と銀 行 の コ ン ピュ ー タ シス テ ムを 通 信 回

線 で 接 続 し相 互 に情 報 を交 換 す る,い わゆ るエ レク トロニ ック ・バ ンキツ グ が展

開 され つ つ あ る。 す で に一 部 企 業 と銀 行 の間 で通 信 回 線 を介 して オ ンラ イ ンデ ー

タ交 換 が 個 別 に開 始 され て い るが,通 信 プ ロ トコ ル は メ ー カ ー別 ・機 種 別 に そ の

制 御 手 順,フ ォー マ ッ トや コ ー ド体 系 が 違 って い るので,異 機 種 の コ ン ピュ ー タ

を接 続 す る場 合 に は多 大 な労 力 を 要 す'る と と もに,複 数 の 相 手 と通 信 を行 な う企

業 や 銀 行 に と って は過 剰 な ハ ー ドウ ェ ア お よび ソ フ トウ ェ アの 投 資 が 必要 とな っ

て い る。

したが って,今 後 の エ レク ドロ ニ ック ・バ ンキ ング発展 の た め に は;企 業 ・銀

行 が 自 由か つ容 易 に双 方 の コ ン ピュ ー タ システ ム を接 続 で きる よ うな通 信 プ ロ ト

コル の 標 準 化 が是 非 と も必 要 で あ る。 コ ン ピュー タ メ ー カ ー等 が 標 準 通 信 プ ロ ト

コル に 基 づ いた ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジを開 発 す る こと に よ り,異 機 種 コ ン ビ

,ユ一夕 間 の通 信 が 容 易 に行 な え る よ うに な る。 ㍉

そ こで,全 銀 協で は通 信 プ ロ トコル 標 準化 に関 す る傘下 銀行 お よ び 企業 の強 い

ニ ーズ を 踏 ま え ,特 別 の 検 討 部 会 を設 けて通 信 プ ロ トコル の標 準 化 を 図 る こ どと

した 。

1.2基 本 方 針

通 信 プ ロ トコル標 準化 に あ た って は,次 の4点 を 基 本方 針 と した。

(1)早 期 実 現

企 業 と銀 行 と の コ ン ピュ ー タを 接 続 した エ レク トロニ ッ ク ・バ ンキ ングが
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す で に 一 部 で 開 始 され て い る こ と,'お よび 今 後 エ レ ク トロニ ック ・バ ンキ ン

グが 急 速 に進 展 して い くこ とが 予想 され るた め,各 銀 行 お よ び コ ン ピュ ー タ

メ ー カ ー等 の一 致 した 協 力 の もと にで きるだ け早 期 に標 準 化 を図 る。

この 場 合,通 信 プ ロ トコル は ベ ー シ ック 手順 とハ イ レベ ル 手順 に 基づ い た

もの に 大別 で き るが,現 在 広 く普 及 して い る ベ ー シ ック 手順 に係 る通 信 プ ロ

トコル の標 準 化 を 優 先 す る。

② 安 全性

銀 行 取 引 の 性 質 上 企 業 ・銀行 間で の 情 報 の 交 換 に は,安 全 性 を十 分考 慮 す

る必要 が あ る。 企 業 ・銀行 双 方 の コ ン ピュー タの 誤 接 続 の 回 避 お よ び情 報 の

正 当 な ア ク セ ス を重 視 し,パ ス ワ ー ド等 の セ キ ュ リテ ィー機 能 を考 慮 す る。

(3)効 率 性

今後 ます ま す 増 加 す る情 報 量 に対 処 す るた め,高 速 回 線 の 使 用 や デ ー タ圧

縮 の 採 用 に よ り伝 送 上 の効 率 化 を 図 る。

④ 拡 張 性

技 術 革 新 の急 速 な 進展 や新 た な サ ー ビスの 出 現 に備 え,将 来 の 機 能 追 加 が

容 易 に で き るよ う拡 張 性 を もた せ る。・

1.3目 的

本仕 様 書 は 全銀 協 傘 下 銀行 の総 意 の も と に ま とめ られ た もの で あ り,今 後 各 銀

行 は,企 業 と銀 行 との 間 で オ ン ライ ンデ ー タ交 換 を 行 な う場 合 に は,本 仕 様書 に

基づ く標 準 通 信 プ ロ トコル を 使 用 す る こ と とす る。

な お,本 標 準 通 信 プ ロ トコル は企 業 相 互 間 で も利 用 で き るよ う配 慮 し,今 後 の

オ ンライ ンデ ー タ交換 の 発 展 に資 す る ことを 意 図 して い る。
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2.各 仕 様 の 概 要

2.1適 用 回 線 お よ び制 御 仕 様 の概 要

(1)適 用 回 線 仕 様

企 業 と銀 行 を接 続 す る回 線 に つ い ては,そ の 種類 お よび伝 送 速 度 を規 定 した 。

規 定 に あ た って は,地 域 的 制 約,接 続 コ ン ピュ ー タの規 模 お よ び複 数 企業 ・

銀行 相 互 間 の 一 般 的 な接 続 等 を考 慮 し,次 の と お り と した 。

① デ ィ ジタル ・デ ー タ交 換 網(回 線 交 換 サ ー ビス)の 伝 送 速 度9600BPS

回 線 を 使 用 す る。

② 公衆 通 信 回 線(電 話 型)の 伝 送 速 度2400BPS回 線 を 使 用 す る 。

(2)$il御 イ士藤

本仕 様 で は,伝 送 制 御 手1順仕 様(接 続 す る コ ン ピ ュー タ間 の デー タ リ ンク制

御 レベ ル お よ び通 信 制 御 レベ ル の制 御 手順)と 電 文 制 御手順 仕 様(機 能制 御 レ

ベ ル お よ び ア プ リケ ー シ ョン レベ ル の制 御 手順)と か らな る。

規 定 に あ た っ ては通 信 プ ロ トコル を構 成 す る機 能 の もれ ・重 複 が な い よ う機

能 分 担 を 明 確 に す るた め,従 来 ベ ー シ ック 手順 で は採 用 され て い な か った国 際

標 準 化機 構(ISO)のOSI(OpenSystemsInterconnection)参 照 モ デ

ル で 定 義 され て い る機 能 階 層 化(レ イ ヤ)の 考 え 方 を 採 用 した。

β
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OSI参 照 モデル と全銀協標 準通信 プ ロ トコル(ベ ー シック 手順)の レイヤ

の比較1

レ イ
,ヤ

一 一 一

一 ー 一 ～r

-一 ー

ー ー 一 一 ■

一 一 ー ー

ー 一 一 ー

一 一 一 一

レ イ ヤ 機 能 制御区分

7ア プ リケニシ ・ン . 5.ア プ リケ ー シ ョ ン 。再送要求

。運用管理
♪

。列信処 理

'
。デ ー タ圧縮 処理 電 文

制 御

6.プ レ ゼ ン テ ー シ ョン 4機 能 制 御 。通信 制御.

。通信 開始 ・終 了制御

Oフ ァイル伝送/ア クセス
・

。通番管理

5セ ッ シ ョ ン

4.ト'ラ ン ス ポ ー ト 3通 信 制 御 。 デ ー タ 順 序 制 御

。 プロツキンク/デ ブ

ロッキング(ETB)

o誤 り制 御 伝 送

制 御

3.ネ ッ ト ワ ー ク

2.リ ン ク 2.デ ー タリンク 制 御 。 デ ー タ リ ン ク の 設 定

・維 持 .・解 放

。 デ ー タ の 送 受 信

1.ブ イ ジ カ ル 1.回 線 。電気的 ・物理的接続

条件

〔ISOのOSI参 照 モデ ル 〕 〔全 銀協標 準通 信 プ ロ トコル(ベ ー シ ック手順)〕

① 伝 送 制 御 手順 仕 様

本 仕 様 は,基 本 形 デ ー タ伝 送 制 御 手順(JISC6362)に 一 部 準拠

して規 定 したが,主 な 内容 は 次 の と お りで あ る。

A.伝 送 方 式 に っ い て は透 過 方 式 と し,漢 字 コ ー ド等 の伝 送 も 可能 と した。

B.伝 送 ブ ロ ック長 に つ い て は 可変 長 と し,通 信 回 線 の特 性 と伝 送 効 率 を考

慮 して,デ ィ ジタル ・デ ー タ交 換 網(回 線 交 換 サ ー ビス)の 伝 送 速 度9600

BPS回 線 の 場 合MAX2048バ イ ト,公 衆 通 信 回 線(電 話 型)の 伝 送 速
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度2400BPS回 線 の 場 合 はMAX256バ イ トの伝 送 ブ ロ ック 長 と し大

容 量 伝 送 に も対 応 可能 と した 。

C.ダ イヤ リング の方 向 は接 続 す る コ ン ピュ ー タの どち らか らで も可能 と し,

ダ イ ヤ リ ング した側 が デ ー タ伝 送 の 優 先 権 を もつ こと と した 。

D.伝 送制 御 コー ドにつ い て は,デ ー タ伝 送 で 一般 的 に使 用 され て い るEB

CDICコ ー ドと した 。

② 電 文 制 御 手順 仕 様

本仕 様 で は,接 続 相 手 の 正 当 性 確 認 の た めの 通信 制 御電 文 お よ び伝 送 す る

フ ァイ ル の 正 当 性 を確 認 す る ため の フ ァイル制 御 電文 を 設 け,通 信 の 安 全 性

を 確保 す る こ と と した。

A.通 信 制 御 電 文

通 信 制 御 竃 文 は,セ ンタ ー確 認 コー ドお よび パ ス ワ ー ドに よ って 接続 相

手(企 業 ま た は銀行 の コ ン ピュ ー タ レベ ル)の 正 当性 チ ェ ック を行 な うほ

か,デ ー タ送 受信 の 方 向(連 絡 モ ー ド,照 会 モ ー ド)等 を 制 御 す る 電文 で

あ る。

(a)接 続 相 手 の 正 当 性 チ ェ ック

セ ンタ ー確 認 コ ー ドお よ び パ ス ワー ドが一 致 して デ ー タ伝 送 が 可能 と

な る。

企業 または銀行一 銀行 または企業

コ ン ピ ュ ー タ

セ ン タ ー 通信制御電文
コ ン ピ ュ ー タ

セ ン タ ー

F
{9.e・:;=壁 　 ド

(b)デ ータ送 受信 の 方 向

③ 連 絡 モ ー ド
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「Bコ ン ピ ュ ー タ セ ン タ ー 」 が 連 絡 フ ァ イ ル を 一 方 的 に 「Aコ ン ピ

ュ ー タ セ ン タ ー 」 へ 伝 送 す る 。

企 業 ま た は 銀 行

Aコ ン ピ ュ ー タ

セ ン タ ー

銀 行 ま・た は 企 業

Bコ ン ピ ュ ー タ

セ ン タ ー

連 絡

プアイ ル

⑨ 照 会 モ ー ド

「Bコ ン ピュ ー タ セ ン タ ー 」 に あ る 照 会 フ ァ イ ル を 「Aコ ン ピ ュ ー

タ セ ン タ ー 」 が 適 宜 伝 送 させ る 。

企 業 ま た は 銀 行

'Aコ ン ピ
ュ ー タ

セ ン タ ー

銀行 または企業

Bコ ン ピ ュ ー タ

セ ン タ ー

昭 会

ファ イ ル

`

」

■

B.フ ァ イ ル 制 御 電 文

フ ァ イ ル 制 御 電 文 は,フ ァ イ ル ア ク セ ス キ ー に よ っ て フ ァ イ ル ア ク セ ス

相 手(該 当 フ ァ イル の 担 当 部 署 レベ ル)の 正 当 性 チ ェ ッ クを行 な うほ か,
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伝送結果の確認 お よび障害復 旧時等 にお けるデ ータの再送 等に関 す る制 御

を行 な う電文 であ る。

(フ ァイ ル ア ク セ ス 相 手 の正 当 性 チ ェ ック)

フ ァイ ル ア クセ ス キ ーが 一 致 して初 め て 当 該 フ ァイル の フ ァイル 伝 送 が

可能 とな る。

企業 または銀行 銀行 または企業

⇔
(フ ァ イ ル

ア ク セ ス キ ー)＼

ト、 〆'9

卜'9"一'

照 会w

フ ァイル

t

s

2.2フ ォ ーマ ッ ト仕 様 の 概 要

本仕 様 で は,企 業 ・銀 行 相 互 間 で 受 け渡 しす る伝 送 テ キ ス トの 構造 ・レイ ア ウ

トお よ び制 御 電文(通 信 制 御電 文 ・フ ァイル制 御 電 文)別 の フォ ーマ ッ トを 規 定

した。

デ ータ電 文(伝 送 の 目的 とな る具 体 的 な電 文)に つ いて は,全 銀 協 で フ ォ ーマ

ッ トが 標 準 化 され て い る もの(給 与振 込,入 出金 取 引 明細 等)は そ れ を利 用 し,

そ の他 に つ いて は,個 別 ア プ リケ ー シ ョンで 規 定 で き るよ う自 由 性 を もたせ た 。

な お,将 来 性 を 考 え 可変 長 レ コー ドも取扱 え る よ う規 定 した 。

-97一



・(伝 送 テ キス トの 構 造)

伝 送 テ キ ス トは,伝 送 テ キ ス トコ ン トロー ル部(TTC:Transmission

TextControDと 情 報 部 とに よ っ て構 成 され る。

伝 送 テ キ ス トコ ン トロ ール 部 に は,電 文 の種 類 ・テ キ ス トの抜 け を チ ェ ッ

ク す る等 の情 報 が セ ッ トされ る。 情 報 部 に は,通 信 制 御 電 文 ・フ ァイル 制 御

電 文 ・デ ー タ電 文 が セ ッ トされ る。

1伝 送 テ キ ス トーーー一一ー一一→
1.1

伝 送 テ キ ス トコ.7ト ロー ル 部(TTC)

な お,・制 御 電 文 の 構造 につ い て は,制 御処 理 の 簡 素 化 を 図 るた め レ コー ド

長 を固 定 長 と し,デ ー タの 暗 号 化 等 将来 の 拡 張 性 を考 慮 し,拡 張 用 エ リア を

設 け た 。

制 御 情 報
㌶㌶ち
(予 備)
//////////

`

l
k-一 ーー一 制御電文(固 定長:64バ イト)→

1

2.3コ ー ド体 系 お よ び デ ー タ 圧 縮 仕 様 の 概 要

(1)コ ー ド体 系 仕 様

本仕 様 で は,セ ン タ ー確 認 コ ー ドと伝 送 され る フ ァイル 名 の コ ー ドに つ いて

体 系化 した 。

① セ ン タ ー確 認 コ ー ド

セ ンタ ー確 認 コ ー ドは,セ ン タ ー コ ー ド(企 業 ま た は銀 行)お よびCPU

/端 末 コー ド(同 一 企 業 内 に お い て回線 に 接続 され 実 際 に デ ー タ交換 を行 な
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うCPU/端 末 毎 に 付 され る シー ク ェ ンス番 号)か らな る 。

セ ・タ 確 認 ・ 一 ド二 巴 ンタ ー ・ 一 ド1+ICPU/端 末 ・ 一 ド1

セ ン タ ー コ ー ドにつ い て は,新 た に コ ー ドを設 定 し,管 理 す る こ とは不 可

能 で あ るため,す で に 社 会 的 に認 め られ て い るユ ニ ー ク性 の あ る コ ー ドと し

て 『電 話 番 号』 を採 用 した。

② フ ァ イル名

フ ァ イル名 につ いて は,伝 送 す るフ ァイル の ア クセ ス を 企 業 ・銀行 相 互 間

で 正確 か つ迅 速 に行 な え る よ う コー ド化 を 図 った 。

コー ド化 に 当 って は,産 業別 に 自由性 を もた せ,産 業 別 コ ー ド(JISコ

ー ド)と フ ァイ ル の種 類 との 構 成 と した 。

(例)

・給 与振 込 フ ァイ ル名

502001110100
一 ー－Y-一 一ノ ーY-一 ー一一 ノ

産 業 別 フ ァイ ルの 種類
コ ー ド(給 与振 込)

h

L

(2)デ ー タ圧 縮 仕 様

伝 送時 間 を短 縮 す るた め,シ ンプ ルで圧 縮 効果 の大 きい 「繰 返 し文 字 圧 縮 法 」

を採 用 す る こ と と し,そ の仕 様 を規 定 した。

圧 縮 対 象 文 字 は金融 デ ー タの性 質 を考慮 して,『 ゼ ロ』,『 ス ペ ース』 に重

点 を 置 い た。

一99一



(デ ー タ圧 縮 の例)

圧縮 前 レコー ド畏
120バ イ ト

圧 縮後 レ コー ド長
fiOパ1ト

`

{圧 縮率sO%)

ドー 一 一 預金瀦`30桁}e← 振込金額い ・柄 →{
|」 ←一一スペ ース が21個 →1← 一ゼ 臼が6個 →

' 、

,'.'

'二,一 一 〔 一

'
'

ドー ダミー{9桁)一 『
ヒ←一 スペースが9個 →

圧縮制御文字 〔スペースが9個 圧縮されることを示す}

"

"

"

'

(ゼ ロが6個 圧縮されることを示す)

1後 に続く4文 字が圧縮されないことを示す1

`ス ペースが21個 圧縮されるζとを示す)

(後 に続く9文 字が圧縮されないことを示す)

●

4

'

、
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